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令和４年３月予算審査特別委員会 

 

令和４年３月１４日（月曜日） 

 

 

◎ 出欠席委員氏名 

 

     佐  藤  修  二  委員長       丹  野  貞  子  副委員長 

 

出 席 委 員 （１２名） 

 １番 岡 田 桂 司 委員  ２番 齋 藤   隆 委員  ３番 槙   正 義 委員 

 ４番 佐 藤 修 二 委員  ５番 吉 田 芳 美 委員  ６番 東海林 信 弘 委員 

 ７番 阿 部 恭 平 委員  ８番 松 田 收 作 委員  ９番 丹 野 貞 子 委員 

１０番 木 村 章 一 委員 １１番 石 垣 光 洋 委員 １２番 細 矢 誓 子 委員 

 

欠 席 委 員 （０名） 

 

◎ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 真 木 邦 弘 事 務 局 長  齋 藤   淳 議 事 係 長 

 嶋 田   愛 総 括 主 任   

 

◎ 説明のため議場に出席した者の職氏名 

 森 谷 俊 雄 町 長  河 内 耕 治 副 町 長 

 真 木  雄 監 査 委 員  後 藤   浩 
防災・危機管理監兼 

総 務 課 長 

 真 木 秀 章 総 務 課 主 幹  牧 野 隆 博 
政 策 推 進 監 兼 
企 画 財 政 課 長 

 宇 野   勝 まちづくり推進課長  矢 作   勲 税 務 町 民 課 長 

 堀 米 清 也 健 康 福 祉 課 長  増 川   仁 
農林振興課長併 

農業委員会事務局長 

 佐 藤 晃 一 商 工 観 光 課 長  須 藤 俊 一 都 市 整 備 課 長 

 今 部 憲 治 上 下 水 道 課 長  岸   康 彦 
会 計 管 理 者 兼 
会 計 課 長 

 鈴 木 淳 子 学 校 教 育 課 長  石 山 克 己 
教 育 主 幹 兼 
指 導 主 事 

 秋 場 弘 昭 生 涯 学 習 課 長  庄 司 祐 一 
総務課長補佐兼 
総 務 係 長 
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 日 塔 俊 浩 企画財政課長補佐   
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◎ 委 員 会 日 程 

 

令和４年３月１４日（月） 午前９時開議 

 

 委員会日程第３号 

   日程第１   付託案件の審査、採決 

     議第１１号  令和４年度河北町一般会計予算について 

     議第１２号  令和４年度河北町国民健康保険特別会計予算について 

     議第１３号  令和４年度河北町西里財産区特別会計予算について 

     議第１４号  令和４年度河北町農業集落排水事業特別会計予算について 

     議第１５号  令和４年度河北町公共下水道事業特別会計予算について 

     議第１６号  令和４年度河北町介護保険特別会計予算について 

     議第１７号  令和４年度河北町後期高齢者医療特別会計予算について 

延  会  

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       委員会日程第３号のとおり 

 

◎ 開   議 

午前９時 

○佐藤委員長 おはようございます。 

   本日の欠席通告委員はありません。 

   ただいまの出席委員数は12名であります。

定足数に達しておりますので、直ちに本日の

会議を開きます。 

   なお、板坂教育長が欠席しておりますので、

石山教育主幹兼指導主事の出席を認めており

ますので、ご了承をお願いします。 

   本日の委員会日程はお手元に配付のとおり

であります。 

○佐藤委員長 日程第１、付託案件の審査、採決

を行います。 

   議第11号令和４年度河北町一般会計予算に

ついての質疑を続けます。 

   委員長から申し上げます。 

   予算審査特別委員会でありますので、一般

質問に類するような発言は避けてくださるよ

うお願いします。 

   質疑の際は、最初にページ、款、項、目、

節を、さらに質疑の内容を簡潔明瞭にお願い

します。答弁する側も簡潔明瞭に答弁をお願

いします。 

   それでは、引き続き５款から８款までの質

疑を行います。 

   最初に、「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 それでは、私から大きく４点質疑さ

せていただきます。 

   まず、１点目が、83ページ、６款１項３目

農業振興費の中の農産物消費拡大推進事業負

担金についてであります。 

   中身としましては、こちら、ＪＡさがえ西

村山の方々と一緒に、東京のほうにサクラン

ボとエダマメをＰＲしに行くという内容だと

いうふうにお聞きしております。私としては、

１点質疑したいのは、サクランボやエダマメ

以外にも、例えば米、そういった農産物の消

費拡大のほうも盛り込むべきかと思うんです

が、いかがお考えでしょうか。 
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   ２点目が、89ページ、６款１項９目農商工

連携推進費でございます。いわゆる、費用名

としましては、農商工観光連携ネットワーク

会議についてであります。 

   こちらも中身としましては、主目的が農家

の方の所得向上等挙げられていて、それを農

商工連携でしていくというふうにお聞きして

おります。また、中身としましては、イタリ

ア野菜、ナッツ、ワイン用ブドウ以外の農産

物の推進も行っていくというふうにお聞きし

ております。話合いよりも具体的な成果を追

及するというところで、大いに期待している

ところであります。 

   そこで、３点質疑いたします。 

   こちらの会議、年間３回というふうにお聞

きしておりますが、やはり、こういった初め

の年だからこそ、今後もっと進めていくべく、

回数は３回ではなくもっと増やしていったほ

うがいいのではないかと思いますが、いかが

でしょうか。 

   ２点目が、農商工観光連携の中で、セミナ

ーを行うということでしたけれども、こちら

は一体どういうふうな内容を想定されている

のかお聞きします。 

   ３点目が、今回農商工観光の連携というふ

うになっておりますけれども、以前私も意見

させていただいたんですけれども、福祉、あ

るいは教育、そういった方々も連携したほう

がいいと思うんですけれども、要は、後から

入ることもこの会議自体は大丈夫だというふ

うにお聞きはしておりましたが、後から入り

ますと、やっぱり情報の差が出てきますので。

あるいは意気込みの差とか出てきますので、

最初からそういった団体も、団体、機関も入

れたほうがいいかと思うんですが、いかがで

しょうか。 

   大きく３点目が、95ページ、７款１項４目

観光施設費の中の動物園費についてでありま

す。 

   こちら、動物園のリノベーションに係る設

計や施設改修費用の財源の一部として、クラ

ウドファンディングを利用するとのことでし

たけれども、クラウドファンディングで実際

にお金を集める、いただくためには、それ専

用のページの作成、あるいはＰＲが非常に大

事になってくるかと思います。 

   そこでお聞きします。クラウドファンディ

ングは、一体誰が、どこが主導で行うのでし

ょうか。 

   最後に大きく４点目ですけれども、97ペー

ジ、７款１項４目の、道の駅河北費について

であります。 

   令和５年４月にグランドオープンとの予定

のことですが、やっぱりスタートダッシュが

非常に大事、肝腎かなと思っております。令

和５年２月末に改修工事が完了予定で、工事

完了後実質準備できるのは１か月ほどと、私

の中では、スケジュールの中では認識してお

ります。そんな中、いいスタートダッシュを

切るには、町民や町外の方にも、より事前に

知ってもらうこと、事前ＰＲが非常に大事だ

と思っております。委員会のほうでお聞きし

たところ、そのグランドオープンの前にプレ

オープン会みたいなのはしないというふうに

お聞きしておりました。私としましては、事

前ＰＲとしてプレオープン会とか、試食会と

か、あるいはメディアを使った宣伝なども必

要かと思いますけれども、そういった費用は

こちらに盛り込まれているのでしょうか。 

   以上、大きく４点お聞きします。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 最初

に、６款１項３目の83ページ、農産物消費拡

大推進事業費負担金25万円、中身でございま

すけれども、委員もご指摘のとおり、ＪＡさ

がえ西村山管内の１市４町で、東京のほうに、
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特に東京の大田市場を中心にしまして、サク

ランボのトップセールスなどを行って、河北

町の場合は、ほかにエダマメということ、首

都圏でエダマメのトップセールスを行うとい

うことで予定させていただいております。ほ

かの市町についても、それぞれの特色ある農

産物をサクランボのほかにやっているという

ところでございます。米についてなんですけ

れども、令和３年につきまして米価が下落し

て令和３年が米価対策で大変な年であって、

町としてもいろいろな対策を取っているとい

うようなところでございます。米消費拡大を

伴って米価を維持するということが大変重要

なことだと思っております。農協のほうの事

務局のほうには、米価の、米についてのＰＲ

などについて提案ということで、そのほかの

作物できないかということで提案申し上げて

いるところでございます。 

   次に、89ページ、農商工観光連携推進費に

関わります会議の持ち方とセミナーについて

でありますけれども、令和４年度が実質的に

最初の年でありますので、会議については年

３回、セミナーについても１回を予定させて

いただいております。セミナーについては、

ちょっと会議を開いた上でセミナーの内容に

ついて詰めていきたいということで考えてお

りますけれども、年３回の会議については、

令和４年度の推移を見ながら、まずは３回と

いうようなことで計画を、当初させていただ

いております。令和４年度の状況を見て、踏

まえて、その会議の持ち方を考えていかなけ

ればならないというような状況でありますの

で、その進捗状況に合わせて検討していくべ

きことかなというように考えてございます。 

   あと、福祉に関してのこと、教育等含めて

連携を図れないかということでありますけれ

ども、令和４年度に実質的に農商工連携、観

光のほうの推進を図っていくということで、

協議会を令和４年１月17日立ち上げたわけで

ありますけれども、この中で福祉の部分は当

初考えたところがございます。農福連携とい

うことで、重要な政策であることも認識して

おりますけれども、農商工連携をさらに進め

ていくことは必要ではないかということで、

焦点を絞って、農商工連携、観光までという

ことで今回の立ち上げをさせていただいてい

るというようなところであります。今後の推

移を見ながらということで、福祉までの部分、

農福連携もありますので、今後の課題かなと

いうふうに考えてございます。教育について

も、食育もありますので、食育については別

のところでも考えております。食育推進会議

でも考えておりますので、それぞれの分野に

ついては、取り入れられるものについては取

り入れていくというような考えでございます

けれども、当初、令和４年度は農商工連携観

光の視点で考えていきたいというふうに考え

てございます。 

   以上です。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 おはようございます。 

   95ページの動物園費の中のリノベーション

に関するご質問でございますけれども、クラ

ウドファンディングにつきましては、ふるさ

と納税の中で実施していきたいというふうに

考えております。したがいまして、今委託し

ておりますシフトプラスさんと一緒になって

相談をし合いながら進めていきたいというふ

うなことで、既に話合いをさせていただいて

おりますけれども、どのサイトで行っていこ

うかというふうなところで今検討をしている

ところでございます。 

   あと、97ページの道の駅でございますけれ

ども、プレオープン等のご質問でございます

が、令和５年２月のほうで、２月に工事のほ

うは完成する予定ですけれども、備品の購入、
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備品の搬入等もございますので、なかなかハ

ードなスケジュールというふうなことで理解

しているところでございます。ＰＲ等につき

ましては、現場でのＰＲにはならないんです

けれども、４月中にはワインのＰＲ等々につ

きまして、随時行っていきたいというふうに

考えているところでございます。 

○佐藤委員長 「７番阿部委員」 

○阿部委員 ご回答ありがとうございます。 

   先に、農産物拡大消費推進事業負担金につ

いてでございますけれども、ＪＡ西村山のほ

うに米のＰＲもできないかということを提案

されているということでしたので、ぜひここ

は本当にすぐすぐ実現できるように、もっと

要望していただければと思います。河北町単

体でも山形県、あるいは全国で賞をいただい

ている方、すばらしい米がございますので、

そういったところもどんどんと進めていただ

ければと思います。農産物消費拡大事業につ

いては分かりました。 

   次に、農商工観光連携ネットワーク会議に

ついてでございますけれども、こちらが最初

の年度といいますか、始まったばかりという

ことで、詳細な中身等については会議で努め

ていきたいということはもちろん、始めたば

かりというのは分かるんですけれども、セミ

ナーも１回するということで会議で詰めてい

きたいという話でしたが、そもそもいいセミ

ナーをするというのを話し合った場合に、そ

れ３回で足りるのかという話なんです。やっ

ぱり、私を含め、これは私ですけれども、私

は非常にこの会議にすごく期待をしておりま

して、構成されているメンバーも見ますけれ

ども、やはり実務的に本当に実現したいんだ

という気持ちがあるような方々がメンバーに

もなっていらっしゃるので、ここはぜひセミ

ナーも１回とは言わず、１回でも２回でも３

回でも、会議も何回もして、町民全体でそう

いった機運を高めていくことが、むしろ初年

度大事なのかなと思いますけれどもいかがで

しょうか。 

   あと、構成員の中で福祉と教育の話なんで

すけれども、こちら実際に、もうかほくらし

さんのほうで高校生とコラボといいますか、

先日もありましたけれども、お酒だったりと

か、あるいは、やちぷれといいますか、も提

供、昼食、ランチというか、そういうのも開

発も進んでいるところでございまして、むし

ろその教育という面で言えば、あえて教育と

いう面で言えばですけれども、そういった実

際コラボもされているので、なんだったら農

産物のＰＲの仕方とか、そういった変わった

ＰＲの仕方なんかは教育の分野から出てくる

のかも、子供だったり、そういったところか

ら出てくる可能性もあるので、ですので、教

育、福祉に限らず、そういった団体も最初か

ら入れていくべきかなと思うんですけれども、

もう一度お伺いいたします。 

   ３点目の動物園費のクラウドファンディン

グについてでございますけれども、私も、こ

れ民間に委託、お願いしたほうがやっぱりよ

り専門的でいいなと思っておりましたので、

シフトプラスさんとよく協議した上で、そこ

は進めていただければと思います。これにつ

いては分かりました。 

   最後、道の駅についてでございますが、や

っぱりハードスケジュールで、４月にワイン

のＰＲもしていくということでしたけれども、

やっぱりそれではなかなかＰＲが足りないの

かなと思っております。やっぱり、町民もそ

うですが、特に町民ですね、町民の皆さんが、

実際あそこは何になるんだと。どういう中身

なんだということを知らない方がまだまだい

らっしゃると思いますので、２月中、３月中、

できれば３月中になるんだと思いますけれど

も、実質的には、そういったＰＲをもっとし
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ていくべきかなと思います。実際、どういう

ものを販売するとか、どういうものが食べら

れるとか、どういうふうにワインを製造して

いるとか、そもそも最初に興味を持っていた

だかないと、なかなか最初のスタートダッシ

ュでつまずいてあまりお客さんが来なくなっ

てしまうということも考えられますので、こ

こは、やはりぜひ、もっとＰＲ、メディアを

使ってもそうですし、町、役場全体を使って

といいますか、職員の皆さんが行ってもいい

ですし、我々が行っても、もしかしたらいい

かもしれませんけれども、どういった形であ

れば、もっとこれはやはり、力を入れてやっ

ている事業ですので、もっとＰＲに力を入れ

ていただければと思いますが、いかがでしょ

うか。 

   以上です。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 89ペ

ージの農商工連携観光推進費に関わることで

ありますけれども、この会議、セミナーにつ

きまして、令和４年度が当初のスタートとい

うことでありますけれども、そういうスター

トだからこそ大変、大切だというような思い

で、回数には、まず今のところ３回、あとセ

ミナー１回ということでありますけれども、

その中での進み具合によって予算措置も必要

になってきますので、その辺は議会のほうの

お許しも得なければならないこともあります

けれども、回数にこだわらないという視点に

は立っていきたいというふうに考えてござい

ます。 

   あと、その対象につきます、学校教育なり

福祉についてですけれども、対象については

広く、多角的に考えていくことは必要だとい

うふうには考えてございます。委員について

は、14名でスタートしますという視点を持ち

ながら、最初に品目をいろいろな角度で考え

ていくことが必要だと思いますので、考え方

を広くやっていきたいというふうに考えてご

ざいます。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 道の駅の件でございますけ

れども、すみません、先ほど私間違えたのか

もしれませんけれども、４月でなくて４年度

中にＰＲ活動をしていきたいというふうなこ

とでございます。こちらにつきましては、令

和４年度から地域活性化企業人等の登用も行

います。その中で、ワインに関する情報発信

とか、あとは３階のレストランのメニュー開

発等々も行ってまいります。そういった中で

順次町報等通しまして、できればメディアな

ども通せればなおいいかなと思いますけれど

も、そういうところで町民の方々、または町

外の方々のほうにＰＲ活動をしていきたいと

いうふうに考えております。 

○佐藤委員長 「７番阿部委員」 

○阿部委員 それでは、農商工連携会議のほうで

すけれども、広く考えていきたいというお言

葉をいただきましたので、ぜひこれは構成員

についてはどんどんと広く考えをもって進め

ていただければと思います。 

   あと、やはり会議の中で今後の中身をさら

に決めていくということでしたけれども、で

あれば、最初の１回目の会議のほうから、本

当に綿密な話合いをしていただければと思い

ます。要は、最初の１回目の令和４年度の会

議でその後の流れが決まるといっても過言で

はないと思いますので、それぐらい重点的に

１回目の会議に取り組んでいただければと思

います。こちらについては分かりました。 

   あと、最後に道の駅の話なんですけれども、

こちらも令和４年、すみません、令和４年度

中にＰＲしていくということでしたけれども、

やっぱりそれではなかなか、すみません、令

和４年度中ですか、令和４年度中にＰＲして
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いくということでしたので、ぜひその活性化

人、企業活性化人の方とかメディアを通して

もという話がございましたので、ぜひここは

詳細な絵が見えるように、より具体的なもの

が皆さんに分かりやすくなるようにそういっ

たＰＲを令和４年度中に重点的にしていただ

ければと思います。 

   私からは以上です。 

○佐藤委員長 以上で、７番阿部恭平委員の質疑

を終わります。 

   次に、「６番東海林信弘委員」。 

○東海林委員 おはようございます。 

   私から５点質疑させていただきます。 

   まず、１つ目は、今同僚委員からも質疑あ

りましたけれども、85ページの６款１項１目

農業振興費であります。新規就農者支援費、

調査表の金額では389万2,000円とありました

けれども、ちょっと予算書の中では金額が違

うかもしれませんが、勘弁してください。 

   質疑の内容としましては、新規就農者の支

援ということで、調査書の中には、地域おこ

し協力隊により新規就農者の支援や町農業の

情報発信を行いますということが調査表の中

で記載になっていました。ただ、その情報発

信ということは、了解するんですが、新規就

農者の支援ということは、一体どういうこと

なのか。ただ、今現在就農者の研修受入協議

会というものがございまして、その団体と今

回の新規就農者支援ということの差、どうい

ったことが違うのか、全く同じことなのか、

その辺の詳細をお伺いしたいと思います。 

   次に、２つ目ですが、89ページの６款１項

９目、これが先ほど同僚委員が質疑されまし

た農商工連携の話ですが、年３回の会合、ま

たは、セミナーは１回だということで、会議

を終了してから詳細は等々決定していくと先

ほど課長の答弁ありました。それで、一応４

年度からスタートするということですけれど

も、なので、目的がどういうふうにあるのか、

その目的がないままに会議をしても何の意味

もないと思うんです。目的や目標があって、

その会議を開いて、どういう目的、目標の着

地点を見出すのか、その辺をお聞きしたいと

思います。 

   次に、７款１項１目、ページ91、７款１項

１目河北創生牽引推進事業委託料700万円、

これは、議案調査の中でマーケティングスキ

ル人材育成及びＪＲとの連携のワーケーショ

ンとありますが、この詳細をお聞きしたいと

思います。 

   次に、４点目ですが、ページ91、同じペー

ジの７款１項１目商工費総務費の地域おこし

協力隊委託1,312万6,000円ということで、こ

の３人の地域おこし協力隊ということでお示

しはあるんですが、なぜ今回この外部委託を

するのか、従来の地域おこし協力隊は雇用型

で、町が、当局、行政側がその人管理ですと

か成果とか、そういったものを管理していた

はずなんですが、今回、４年度のこの地域お

こし協力隊委託ということで、初めて導入す

るわけですけれども、なぜ外部委託をしたの

か、その理由を教えていただきたいというの

と、あとは、その協力隊の人の管理を誰がや

るのか、また委託期間はどのぐらいになるの

か、またその協力隊の、先ほども申し上げま

したけれども、成果の報告など、成果を確認

するためのそういったことがあるのかないの

か、その辺もお伺いしたいと思います。 

   最後になりますが、５点目ですが、ぺージ

91の７款１項１目地域活性化企業人負担金

1,190万円。企業人負担金の詳細ということ

で、これは多分人件費なのか分かりませんが、

２名ぐらいですか、詳細をお聞きしたいと思

います。あと、企業からの社員派遣というこ

とで、３年間だという話はお伺いしています

けれども、その方が支援する内容、要は、そ
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の企業人ということの内容というのでちょっ

と分からないので、その辺もちょっと詳しく

教えていただきたいと思います。 

   以上５点、よろしくお願いします。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 85ペ

ージ、新規就農者支援事業費でありますけれ

ども、令和４年度になりまして、地域おこし

協力隊の予算化を６款１項３目のほうの農業

振興費のほうに計上させていただいたという

ことで、予算的には計上したのが令和４年度

からというようなことになって、農林のほう

に計上したのが令和４年度からというような

ことになります。 

   この中で、新規就農者の支援ということで

ありますけれども、これまでもなんですけれ

ども、新規就農者の受入協議会を立ち上げて

きております。平成29年からですけれども、

立ち上げてきております。これまでと同じよ

うな形でありますけれども、地域おこし協力

隊員も一緒になりながら新規就農者の支援を

行ってきているというようなことであります。

令和４年度も同じように受入協議会の、お互

いに協力し合いながらですけれども、新規就

農者の、多くの新規就農者を、新規就農者が

多く就農できるようにということで支援を行

っていきたいというようなことで考えている

ところになります。新規就農者についてはな

かなか目標に達していないところもあります

ので、令和４年度は多くの方を新規就農者に

就ければということで、親元就農含めて、あ

と都会のほうから新型コロナウイルス感染症

の影響を受けないというようなことを前提で

ありますけれども、東京のほうからでも新規

就農者を目指して、新規就農、河北町で新規

就農を目指して多くの方が来て、研修を受け

られるような状況をつくっていくというよう

なことを目標にしているところになります。 

   あと、89ページ、農商工連携推進費であり

ますけれども、令和４年１月７日に、河北町

農商工連携推進ネットワーク会議を設立しま

したけれども、農業生産者、商業、工業、観

光等の関係機関の連携強化を図って、農家の

所得向上や地域全体の産業の活性化を図って

いくということを目的にしまして、令和４年

度に推進会議のネットワーク会議を開催しな

がら１つでも多く、その成果として連携にな

った成果物ができるような形で進めていきた

いというふうに考えているところでございま

す。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 初めに、河北創生牽引事業

委託料についてでございますけれども、こち

らにつきましては、今年で３年目の事業にな

ります。これまでは、町の中で商工観光課が

まとめて委託をしていたというふうなことに

なりますけれども、今年度、令和４年度につ

きましては、各担当課のほうで予算を持つと

いうふうなことで商工観光課の分につきまし

ては700万円というふうなことになります。

その700万円のうち、商工観光課のほうでは

２つの事業というふうなことで、地域商社の

マーケティングスキルの人材育成が１つと、

もう一つが、企業との連携によるワーケーシ

ョンの事業というふうなことで、その２つを

商工観光課のほうの事業としております。具

体的には、１点目が、地域商社の支援という

ふうなことで、令和、実際は令和３年度に立

ち上がりました地域商社のほうの支援をして

いくというふうなことと、あとは、企業と連

携しまして、こちらのほうにワーケーション

というふうな形で社員の方が来ていただいて

町の魅力を知っていただくというふうな事業

になります。 

   あと、地域おこし協力隊の件でございます

けれども、これまでは東海林委員さんがおっ
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しゃいますとおり、町のほうで会計年度任用

職員というふうな形でお願いをしていたんで

ございますけれども、今回３人の方につきま

しては外部委託というふうなことで予定をし

ているところでございます。全てが外部委託

ではなくて、目的によって外部委託というふ

うなことになります。町のほうでも商工観光

課のほうでも、そのほかにこれまでと同じよ

うな形で会計年度任用職員というふうなこと

でお願いをするというふうな方もいらっしゃ

いますので、商工観光課としましては、地域

おこし協力隊としては４人というふうな形に

なるかと思います。 

   ほかの市町村でもやっておりますけれども、

やはり効果として外部委託をしたほうがより

効率が上がるだろうというふうな事業につき

ましては、外部委託を今後していきたいとい

うふうな考えでございます。また、管理につ

きましては、委託ですので、その委託先の会

社のほうでその人、地域協力隊の方々の管理

はしていただくというふうに考えております。 

   あとは、その成果についての報告というふ

うなことでございますけれども、定期的に地

域おこし協力隊の集まりというものを、これ

までもやっておりましたけれども、やってお

りますので、その中で報告を受けて、こちら

のほうで場合によっては指示もしていきたい

というふうに考えているところでございます。 

   あと、委託期間につきましては、地域おこ

し協力隊と同じように基本的には１年更新と

いうふうな形になりますけれども、最長３年

間というふうなことになるかと思います。 

   あと、地域活性化企業人でございますけれ

ども、こちらにつきましては河北町で初めて

取り組むもので、地方経営の人の流れを創出

することに向けて３大都市圏に所在する企業

等の社員が地域独自の魅力や価値の向上につ

ながる業務に従事するというふうな内容でご

ざいます。 

   もう少し具体的に申しますと、首都圏など

３大都市圏に勤務する企業の社員が、そのノ

ウハウや知見を生かし、一定期間地方公共団

体において地域独自の魅力や価値の向上、安

心安全につながる業務に従事するということ

で、地方自治体と企業が協力して、地方経営

の人の流れをつくり出していけるような取組

に対して、国が必要な支援を行う制度となり

ます。企業にとっては社会貢献に加え、人材

の育成、キャリアアップを実現するとともに、

自治体にとっては民間のスペシャリスト人材

を活用した地域課題の解決が進むことを目的

とするというものです。 

   国のほうで支援というふうなことですけれ

ども、具体的には、総務省が特別交付税で措

置をするというふうなものでございまして、

支援内容につきましては、３つございまして、

企業人の受入れに期間前に要する経費で、こ

れが２分の１で50万円を上限、また２つ目と

して、企業人の受入れの期間中に要する経費

としまして、これが、上限が560万円という

ふうなことになっております。また、３つ目

としましては、企業人の発案、提案した事業

に要する経費として、これがまた２分の１で

50万円というふうなことになっております。

期間につきましては、６か月以上３年以内と

いうふうなことになっておりますので、基本

的には１年ごとの契約というふうなことにな

るかと思います。 

○佐藤委員長 「６番東海林委員」 

○東海林委員 まず、６款１項１目の新規就農者

支援ということで、要は、先ほどの説明では、

就農研修の受入協議会と同じ考えで、もう一

回確認しますけれども、よろしいんですか。

それをちょっと１点確認したかったです。 

   あと、２点目の農商工連携ということで、

要は、産業の活性化を目標とするということ
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は、あらあら抽象的には目標でというのは分

かっているつもりです。ただ、それを着地点

ということで数値とか何かとか、そういった

具体的なものはないのかどうか、ちょっとそ

れをお伺いしたいと思います。それも今から

だというのだったらそうお答えください。 

   あと、７款１項１目河北創生牽引推進事業

費700万円ということで、あらあらこれは何

となく分かったような気がするんですが、了

解したということにしておきます。 

   次に、２つ目の地域おこし協力隊委託とい

うことで、先ほどから外部委託の話やってい

るんですが、外部委託で先ほど課長の説明で

は、目的、目標によってはその３人の外部委

託が変わるとかという、さっき答弁ありまし

たでしょうか。そこら辺をちょっと聞き取れ

なかったので、その辺も改めてお答えしてい

ただきたいんですが、なぜその外部委託、外

部委託ということでこだわるのか、今までの

雇用型と外部委託と、先ほどからメリット、

デメリットのほうは、多分言っているとは思

うんですが、あとは人の管理方法とかそうい

った形で答弁されておりますが、なぜその外

部委託にいったのか、そのこだわるのか、そ

の事業目的、目標がその外部委託に行ったほ

うが利益、利益というか、になるのかと、得

になるのか、そういったことで外部委託を考

えているのか、その辺ももう一回再度お聞き

したいと思います。 

   あと、地域活性化企業人については分かり

ました。 

   以上、よろしくお願いします。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 85ペ

ージの新規就農者支援費に係ります、と就農

者受入協議会の活動についてでありますけれ

ども、受入協議会としての活動と地域おこし

協力隊の中身については、イコールというか、

ではないんですけれども、協力をしながら、

お互い協力をしながら新規就農者の支援に当

たっていくというようなことでは、ことにつ

いては目的を同じくするわけでありますけれ

ども、地域おこし協力隊のほうの方は、ほか

に情報発信をしたり、いろいろな農業の魅力

おこしを行ったりいろいろなことをやるとい

うようなことで考えております。受入協議会

につきましては、親元就農を含めた、あと新

規就農を行っていきたいという方の受入れを

やっていくというようなことを目的にしてい

るというふうに考えてございます。 

   あと、農商工連携推進費に関わります着地

点とその目標でありますけれども、一つでも

多くということで、結果的に農商工連携の成

果品ができればというようなことで、思いで

やっているというようなところで、最終的な

目標値には定めがなく、できるだけ多くのと

いうことで、思いで、やっているというよう

なことでございます。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 地域おこし協力隊でござい

ます。こちらにつきましては、その業務内容

によりまして外部委託をした方がいいやり方

と、あとはこれまでのように町で直接雇用し

たほうがいいというようなやり方があるとい

うふうに考えておりまして、今回のこの３人

につきましては外部委託をしたほうがいいの

ではというふうな結論になりまして、外部委

託をするというふうなことです。その内容に

つきましては、実際にその３人にお願いする

内容につきましては、調査品の販路拡大、ツ

ーリズムの企画運営、あとは町内ワインの醸

造支援等でございまして、ほとんどが外部で

の仕事になります。具体的に申しますと、地

域商社と協力しながら、支援をしながら行っ

ていく仕事というふうなことになりますので、

今回のこの３人につきましては、外部の組織
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のほうに委託をしてお願いしたほうがより効

果があるというふうに考えたところでござい

ます。 

○佐藤委員長 「６番東海林委員」 

○東海林委員 新規就農者の件は、やっぱり就農

者研修の受入協議会と、あと地域おこし協力

隊で協力して親元就農ですとか新しい就農の

支援をしていく、２つの団体、個人か団体か

分かりませんが、その辺でより強固に支援し

ていくということでよろしいんですよね。そ

うすると、協力隊の方と、協力隊の方はいろ

いろ業務を持っていらっしゃいますので、そ

の辺もあまり強くはいけないとは思うんです

が、その辺、やはり情報発信等々含め、就農

者受入協議会のほうにもたくさんの情報を入

れて、共に就農者を増やしていく、支援して

いくという形を取っていただければと思いま

す。 

   あと、もう１つは、地域おこし協力隊のほ

うで７款１項１目の件では、目的、目標によ

っては外部委託のほうがメリットが大ですよ

ということは分かりました。ただ、外部委託、

外部委託で、ほかの市町村では何か今回の予

算では外部委託じゃないや、地域おこし協力

隊の人数がすごく増えているような気がしま

す。河北、うちの町でも、今回の外部委託３

名と、今の農林のやつの２名と、あとはまち

づくりでもいらっしゃると思いますけれども、

そういった形で、外、外ということで、地域

おこし協力隊の活用、人材活用は非常に盛ん

に行われていますけれども、今回の地域おこ

し協力隊で地域商社に外部委託を３名すると

いうことで、今回商工観光課も道の駅を拠点

として事業を今まで業務遂行してきたわけで

すけれども、そういった形で、やっぱり町の

職員がその新しいまちづくりとか、地域商社

もそうですけれども、プロはプロで任せてお

けばいいんですが、もう少し町の職員も参画

してスキルを高めていっていただきたい。外

に頼めば頼むほど、何か全然力がついてこな

いような感じで、まちづくりで何をやってい

るのかなということで、何となく不安に思う

んですけれども。ただ、地域商社がいるがた

めに外部委託で人件費を出して、そこで業務

を遂行して河北町のために、町のためにやっ

ていただくというのも、結構十分分かるんで

すが、町の職員のスキル、やっぱり人材育成

という面を考えると、もう少し積極的に参画

を求めていってもいいのではないかという気

がしましたので、今回あえて何でや何でやと

いうことで聞いたんですが、やっぱりそのメ

リット、デメリットもあると思います、外部

委託の。そういったこと注視して、やっぱり

支援していくとか、協力隊に支援するとか、

地域商社を支援するとか、町はどういったも

のをメリットとして望んでいるのか、やっぱ

り意思表示、お互いの意思表示をはっきりし

て、そういったことで事業、業務を進めてい

っていただきたいと思いますけれども。 

   町長に私１点お伺いしたいのは、その外部

委託、町の職員のスキルアップに絡めて、ど

ういったことを今考えているのか、その辺１

点お伺いしたいと思います。 

○佐藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 まず、まちづくりというものをいろ

いろ考える上で、あるいは首都圏を中心とし

た他地域からの人材の活用、ひいては定住と

いうような、そういったアプローチで地域お

こし協力隊なりそういった制度を活用しつつ、

町の活力として、あるいは活性化として、活

性化につながる人材確保策として取り組んで

いくと、これは重要な視点だというふうに思

っています。あと、一方、委員もおっしゃる

とおり、職員の育成というのも非常に大事だ

というふうに思います。そういう意味から言

うと、地域おこし協力隊、あるいは企業人、
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新しい形で今度取り組む企業との取組、そう

いった中で、地域商社なり、あるいは農業分

野でも受入協議会とか様々な地域にいる方と、

そしてそれぞれのまちづくり行政課題に即応

した外部からの人材の、言葉は悪いですけれ

ども、活用、外からの新鮮な感覚で関わって

もらう、そこに行政として、いずれにしても

町として委託、あるいは会計年度任用職員と

しての直接の雇用、あるいは仕事を進めてい

く上でのコミュニケーション、いろいろな形

態あると思いますけれども、やはり職員とし

てもそういう外からのいろいろなアイデアな

り見方なり、あるいは事業を進める上での仕

事の進め方だったり、非常に新鮮なものとし

て職員にも刺激になるというふうに思ってい

ます。そういった意味で、職員の育成、そし

てまちづくりへの外部の新しい風を吹かせる、

入れてもらう、そういったことが相乗効果い

くようにしていく必要があるかなと。 

   職員の育成ということを言うと、先般の質

疑の中でも出てまいりましたけれども、様々

な人材交流、やっぱりいろいろ関わり合いを

持つことによって、そこから疑問なり課題意

識なりと、ある程度切り口というのが、考え

方もそうだし、アイデアもそうだし、実行す

る手法もそうだし、そういったものは様々な

試みの中で、それは間違いなく職員の育成に

もつながっていくというふうに考えています

し、そうなるように職員育成サイドからもそ

ういった活動というものはしっかり見ていく

必要があるかなと。その中で職員に返ってき

ているものが何かということもそれぞれの業

務を通じて見ていく必要があるだろうし、私

もそういった感覚で、委員御指摘の点につい

ては進めていければというふうに思っており

ます。 

○佐藤委員長 「６番東海林委員」 

○東海林委員 答弁ありがとうございます。 

   職員が、スキルがないというわけ、私は言

っているわけではないんですけれども、ただ、

民間企業があえてスキルが高いように見えて

いるのは、やっぱり職員を外に出して、かわ

いい子には旅をさせろじゃないですけれども、

そういった形でやっぱり経験を積まないと。

だから、ずっと行政の方は民間がすばらしい

とか民間がいいとかということを、少し何と

なく念頭にあるみたいな気がするんですが、

民間もそれだけ努力していますけれども、行

政の中も、職員の方も努力していただいて、

やっぱり情報、そのまま発揮できるような体

制、たまたまこういったり何だかんだすると

そこから、それで終わってしまうようなじゃ

なくて、入り込んで参画して、やっぱりそう

いうような業務を遂行してもらえれば、もう

少しいいのかなという、個人的な意見ですけ

れども、そういったことで思いますので、ぜ

ひこういった形で、今回の令和４年度の予算

として挙げられていますので、ぜひとも民間

の力を借りてとか、あと地域おこし協力隊の

支援をいただきながら、スムーズな事業運営

をしていただければと思っていますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

○佐藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 先ほど私の答弁でそういうふうに聞

こえ、受け取られたのか分かりませんけれど

も、職員の強みもあると思います。職員は行

政のプロです。民間の方々の強みもあるし、

職員の強みもあります。それぞれ関わりなが

ら、それぞれ成長していく方向に行ければい

いし、そうなる交流なり、あるいは一緒の連

携の事業遂行ということにしていかなければ

ならないと、なるものだというふうに思いま

す。 

○佐藤委員長 「６番東海林委員」 

○東海林委員 それぞれ行政の強み、また民間の

強みもそれぞれありますので、出し合って、
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お互い協力して事業を進めていっていただき

たいと思います。終わります。 

○佐藤委員長 以上で、６番東海林信弘委員の質

疑を終わります。 

   次に、「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 じゃあ、私のほうからは３点質問さ

せていただきます。 

   83ページ、６款１項５目農業水産事業費サ

クランボ苗木導入支援事業100万円、このこ

とについてお尋ねをいたします。 

   やまがた紅王というふうな内容で、河北町

のほうでは、これまでに1,700本の苗木を植

えたと。そして、今年も一応300本の助成を

見込んでいるというふうなお話をお聞きして

おります。河北町の農家さんは、非常に高齢

化というふうな内容と、サクランボが非常に

危険だというふうな内容で、なかなか後継者

がいないところは今のままでいいやというふ

うな内容で、助成をしてもなかなか飛びつい

てくれないのかどうか、その辺のところの、

河北町の今の苗木導入の状況についてお尋ね

したいと。 

   そして、去年は確か森谷町長のほうからも

紅王を河北町のブランドとしたいと、そうい

うふうなお話も伺ったというふうに記憶して

おります。今回、この紅王について、山形県

議会のほうでもいろいろ質疑応答があって、

去年までの実績というふうな内容で農林水産

部長のほうがお答えしていましたが、県の作

付の面積目標、これ250ヘクタールで、2021

年までの４年間に２万6,000本の苗木を導入

したと。２万6,000本ですよ。河北町は今

1,700本だと。そして、今現在の作付面積が

130と。今年先行販売でデビューするものが

2018年導入の苗木で、６トンを出荷するとい

うふうな内容の報告がございました。河北町

が、もし紅王で、ブランド化で、あの町は紅

王だというふうに言われるようにしたときに

は、あまりにもこの苗木の本数が、私は少な

いんじゃないかというふうに思います。これ

まで２万6,000本売れたというのは、全て県

のほうが管理していますので、いろいろなと

ころに流れているというか、そういうわけじ

ゃなくて、多分村山管内当たりどんどんとや

っぱり植えているんじゃないかというふうに

考えております。この内容で行ったときに、

非常にやまがた紅王、河北町というふうなブ

ランドが定着するのかどうか、その辺のとこ

ろを見込んで今年も100万円の苗木助成で考

えているのか、その辺をちょっとお尋ねした

いというふうに思います。 

   あと、２番目、ページ91、７款１項１目商

工総務費で、地域活性化企業人負担金1,190

万円。これは先ほど同僚委員のほうからも質

問ございましたが、私のほうからはちょっと

質疑の視点を変えて、企業から今回社員をい

ただくというやつは初めてのケースだと思う

んですが、その道のプロの方が町に来られる

というふうな内容かと思います。委員会の中

でも質疑いたしましたが、１人はさとゆめさ

んのほうの経営関係ができる方だと。もう一

人の方はワイングラスメーカーさんのほうが

派遣される会社さんだというふうなことをち

ょっとお聞きいたしました。この方のスキル

というものはどんなものを持っていて、この

町がどんな利便が得られるのか。その辺のと

ころをちょっとお聞きしたいと思います。 

   あと、最後になります。109ページ、８款

５項１目定住促進住宅サン・コーポラス１号

棟40戸の浴室改修で1,773万円とあります。

どんな工事内容になるのかと。そして、予算

が確定したときには、実際にお風呂に入れな

い期間がどの程度見ているのかと、その辺の

ところ分かれば教えていただきたいと。今現

在１号棟、２号棟は換気扇もないような浴室

になっています。その辺のところも重々承知



 

- 257 - 

した上で、今回やっているのかなというふう

には思いますが、なかなか1,700万円で40戸、

そして解体費用からやっぱり改修費用とか、

様々なことを考えると、この予算で本当にで

きるのかなと。古いやつをかなり残すのか、

それともバスユニット全体が変わるのか、そ

の辺のところの工事状況を教えていただけれ

ばと思います。 

   以上です。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 83ペ

ージ、サクランボの苗木導入支援事業費補助

金でありますけれども、平成30年度に、最初

にやまがた紅王の苗木導入ということで600

本、あと平成、令和元年度、460本ほど、令

和元年度で300本、だんだんと、やっぱり

年々本数は減ってきているような状況であり

ますけれども、導入している農家はやっぱり

若手の、これからもサクランボ栽培を行って

いく農家が導入をしているというふうな状況

でございます。 

   河北町のサクランボの受益面積については、

近隣の市のほうがやっぱり大きな受益面積が

ありますので、その基本的な面積が大きい市

町村が、やっぱり導入しているやまがた紅王

の本数が多分多いというような状況にありま

す。河北町は、町では一番上でありますけれ

ども、一番トップでありますけれども、近隣

の市のほうがやっぱり面積が基本的に大きい

ので、導入本数は少ないわけになります。な

んですけれども、河北町としては、やまがた

紅王をこれからのサクランボの目玉でやって

いきたいというふうなことで考えているとい

うようなところになります。ということで、

サクランボの果樹生産組合のほうともよく話

し合いながら、いかにして面積が基本的に多

い面積ではありませんけれども、その中で紅

王をどうやって売り出していくかは検討して

いきたいというようなところで、紅王に、や

まがた紅王に注目をしているというようなと

ころにあります。その売り方も含めてやって

いかなければならないんではないかというふ

うに思っております。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 地域活性化企業人について

のご質問でございます。 

   こちらにつきましては、２名の方を予定し

ておるところでございますけれども、その

方々のスキルといいますか、そういったこと

でございますが、１人目につきましては、リ

ーデル・ジャパンというふうな会社で、主に

ワイングラスを扱っている会社でございます。

本社がオーストリアのほうにございまして、

265年以上の歴史のある会社というふうに聞

いております。こちらにつきましては、ワイ

ングラスの会社ではありますけれども、当然

ワインについても精通していらっしゃる方で

ございます。この会社独自でワインの試飲の

講座等も定期的に行っておりまして、その講

師等も行っている方と聞いております。この

方につきましては、ワインブース、１階と２

階が主にワインのブースになるわけですけれ

ども、そちらの整備と各ワイナリーとの連携

をお願いしたいというふうに考えております。

また、ワイナリーとしての心得、あとは必要

資格、物品、衛生面での準備確認等もお願い

したいと思っております。また、当然３階の

ほうでもワインの提供も行いますので、それ

らの物品の準備、あとはスタッフの教育、こ

ちらにつきましては、サービスや接客待遇の

教育というふうなことになります。あとは、

ワインに合うようなメニュー開発もお願いし

たいというふうに考えておるところでござい

ます。 

   ２人目につきましては、株式会社さとゆめ

さんの方をお願いしたいというふうに考えて
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おります。こちらにつきましては、そもそも

さとゆめさんの事業内容としましては、地域

経営、あとは産業振興、拠点開発、テーマ開

発、情報発信の支援というふうなことを行っ

ている会社でございますので、こちらの方に

つきましては、主にオープンに向けました戦

略策定、運営体制の構築及びサービスの開発、

あとは道の駅の経営管理及び加工場の立ち上

げ、町産品の活性化の支援などをお願いした

いというふうに考えているところでございま

す。 

○佐藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 109ページ、８款５項１目

定住促進事業費の建築工事費、今回1,773万

5,000円計上させていただきました。内容は、

今委員お話があったように、１号棟のほうの

浴室改修工事となっております。 

   その内容ですけれども、浴槽そのもの、今

ある部分を床のほうに置かれているような据

え型の浴槽なんですけれども、その浴槽が古

くなっているということで、新しいものに入

れ替えると。併せてバランス釜のほうも同じ

ように床の上に乗っかっているようなタイプ

ですので、それをもう一回新しいものに置き

換えるというようなことで、工事自体は設置

が１日、２日というふうなことで、長い期間

その部屋ごとに時間がかかるわけではござい

ませんので、一個一個、据え置きタイプです

ので、それを入れ替えるというふうな作業が

工事の内容になってきますので、何と言いま

すか、お風呂に入れない期間が長い間続くと

かそういったものではないということでご理

解いただきたいと思います。 

   そうした中で、あと併せて換気扇のお話も

ございました。今現在お話しあったように、

換気扇ないような浴室もございまして、その

辺は、今回の工事はあくまでも長寿命化に向

けた対策工事でございますけれども、その辺

改めて換気扇の必要性という部分を整理しな

がら、その辺はまた別なものとして考えてい

ったらいいのかなというような、今のところ

課題認識は持っているところです。 

○佐藤委員長 「５番吉田委員」 

○吉田委員 ありがとうございました。 

   まず、お風呂のほうからちょっと言います

と、やはり今回バスユニットを交換する際に、

どうしても換気扇というふうな内容がないと、

風呂入るたびに湯気がずっと中のほうから、

やっぱりいろいろなところに侵入してきて、

やはりかび臭いとか、そういうふうな状況に

なるし、湿気がなかなか抜けない。そして、

窓を開けて風呂に入りなさいというような内

容は、私は今どきちょっと大変な内容かなと

いうふうには思います。ですから、せっかく

工事をやるというふうになったときには、そ

こまでちょっと踏み込んでやっていただけれ

ばというふうに思っています。ドアなんかに

ついても、相当やはり浴室に入るところのド

アなんかについても、もうかびがいっぱいと

いうふうなご家庭が、多分多数だと思います。

私は２か所ぐらいしか見せていただいていま

せんが、その辺のところもとにかく見ていた

だいて、対応お願いしたいというふうに思い

ます。 

   あと、やまがた紅王のやつについてなんで

すが、やはり農業後継者がなかなかいなくて、

サクランボが高いところでなかなか危険性が

伴うということで、幾ら苗木を助成しますと

いうふうに言っても、相当無理をして10本何

とか引き受けますというような方はいらっし

ゃるかとは思いますが、それ以上というのは、

なかなかやはり政策的に何かしないとこのま

ま終わっちゃうんじゃないかというふうに思

います。そして、東根、寒河江にどんどん、

どんどんと拡大されちゃって、河北町の紅王

はこんなもので終わっちゃうのかなと。県の
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ほうがとにかく管理するというふうな格好に

なっていますんで、県が250ヘクタールとい

うふうな内容で目標を設定していますので、

既に130ヘクタールもう終わっていると。そ

んなにいつまでも紅王、紅王っていうふうな

内容で、やはり苗木助成というふうな内容を

したって意味が今度なくなっちゃうと。これ

やるのは４年度が多分最後の紅王への苗木導

入のチャンスかなというふうに私は思うんで

す。だから、100万円で本当にいいのか、そ

こをしっかりと、やはり所管のみならず、こ

の町全体のことですので、農家の方のご協力

をもっと得られないかとか、そんなことをや

っていかないと、あとはピリオド打たれると

いうふうな、やっぱり状況になりつつあると

思います。私もまだ１個ぐらいしか食べてい

ないんですが、去年。非常に大きくてパリパ

リ感があって、そして見た目もよくて、そし

て佐藤錦が終わって、その後紅秀峰の中に入

る紅王なんですよね。収穫時期としては。非

常に物流性も、少しカタミが時間、長期間つ

くというふうな内容で取りやすいというふう

な内容なんかもあるので、何とかもう少しこ

の紅王について積極的にちょっと取り組んで

いただければというふうに思います。 

   これ、町長のほうにお尋ねいたしますが、

町長が、やはりブランドとして、河北町は紅

王だというふうな内容でお話しされたわけで

すから、今現在の状況と、あと県の作付面積

を考えたときに、どんな内容を持っているか

というやつをお聞きしたいと思います。 

   あと、地域活性化企業関係のほうなんです

が、さとゆめさんのほうから来る方は、やは

り経理関係一切合切というふうな内容で、道

の駅の全ての経営を、指数をつかむというふ

うな方かなというふうには、ちょっと先ほど

のお話で伺ったんですが、ワイングラスメー

カーさん、世界的にすばらしいワインメーカ

ーさんということはお聞きいたしたんですが、

我々の町でにわかに、やっぱりブドウをワイ

ンに使用というふうな内容でいったときに、

そんなにはとんでもないグラスで飲むという

方もいらっしゃるのかどうかちょっと分から

ないんですが、その辺のところの整合性がち

ょっとなというふうに、やっぱり思うんです。

だから、世界的なワインメーカーさんの企業

の担当者さんが我が町に来られて、いろいろ、

先ほど商工観光課の課長さんのほうからこん

な仕事、あんな仕事というふうなことをお話

しされましたが、半年で帰っちゃうんじゃな

いかなと。やっぱりワインメーカーさんとい

うふうな内容は、グラスメーカーさんは、買

ってもらって何ぼの世界で、担当者が出向し

てくるというふうな内容もあろうかと思いま

す。それが商売に本当に結びつくのかどうか。

１個何万円とするようなグラスで３階のレス

トランに用意したって、なかなかやはりこの

辺の人は、そこまで私はいかないんじゃない

かというふうに思います。その辺のところち

ょっとお聞かせください。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 ワイングラスのほうの社員

の方のご質問でございますけれども、こちら

の方につきましては、ワイングラスのメーカ

ーの社員であるとともに、日本イタリア料理

協会の会員、接客サービスマナー検定準１級

をお持ちの方で、あとはスーパーバイザーの

検定もお持ちの方でございます。すぐ帰るの

ではないかというふうなご心配でございます

けれども、そもそもこちらの方は、予定して

いる方は、河北イタリア研究会のＰＲ大使を

お願いしている方で、また、その後に河北町

発信大使のほうもお願いしている方でござい

ます。ワイングラスにつきましては、当然、

その会社としましてはワイングラスも販売し

ていきたいというふうなことかとは思います
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けれども、ワイングラス自体が160種類以上

ある会社でございまして、数万円するような

グラスもあるかもしれませんけれども、数千

円というふうなグラスも準備しておりますの

で、そういったところで整えていきたいとい

うふうに考えております。 

○佐藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 紅王ですけれども、今水稲も非常に、

本町の農業、ベースがやはり米とサクランボ、

ほかのいろいろな今野菜面でも果樹面でもい

ろいろな、ブドウとか、切り口も考えていら

っしゃる方もいますけれども、やっぱり圧倒

的にベースになっているのは米とサクランボ

だと。そういう中で、サクランボが今どうい

う現状にあるかというと、高齢化の中で、や

っぱり佐藤錦、紅秀峰ありますけれども、現

実的には続かない、いつまで続けられるかと

いうふうなことで、残念ながら売れるおいし

いものなんだけれども続けられないというふ

うなことで、なかなかサクランボも厳しい状

況がある、これは現実であります。そういう

中で、やはり本町としてサクランボの技術、

あとこれまでの販売、いろいろな生産者の取

組のベースがあるわけですので、やはりここ

に今後のサクランボの本町としてのサクラン

ボ振興についてどういうふうに考えていくか、

県外への、国内でのブランド化ということも

ありますけれども、グローバル産地づくりも

していますけれども、海外戦略というところ

も見据えるということも中長期的には出てく

るというふうに思っています。そういった意

味で、本町の立地なり、寒河江、東根も立地

は当町と同じようにいいわけですけれども、

技術面、あと立地面といったところで、紅王

の大玉というのは、海外も十分視野に入る品

種だというふうに思っておりますので、そう

いった意味で、佐藤錦にとって代わるとか、

そういう話でなくて、紅王という新しい力を

もった品種で、先ほど若手の農家とありまし

たけれども、特にこれからのサクランボでど

うやって所得を増やし、農業をやっていくの

かと、やっぱりそこの大きな、紅王は武器に

なるというふうに考えております。単に量的

に、多分今後武器はやっぱり多いほうがいい

ですから、当然早く、先手先手を打って増や

していくということも大事ですけれども、農

家ということで考えると、当面の農業経営、

あとサクランボ生産にどう農家が向かってい

くかと。あと、若い人、今２世代でサクラン

ボつくりにかかっている人、いろいろな方が

いると思いますけれども、やはり農家、ある

いは町として県の紅王振興の中で、町として

どういう切り口で進めていくのかということ

で、ここは非常に大事な部分だと思いますの

で、吉田委員のご指摘踏まえまして、もっと

きめ細かく、この年何ぼ入った、何ぼ入った

じゃなくて、どの農家にどういうビジョンを

もって紅王に取り組んでいくのか、そういっ

たところも丁寧に農家と果樹組合、そういっ

た方々と意見交換しながら取り組んでいく必

要があるというふうに考えております。 

○佐藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 浴室内の換気扇についてで

ございますけれども、１、２号棟はなく３号

棟があるというようなことで、そうした中で、

建築年が、１、２号棟が昭和57年建築、そう

した中で、建築年の差によって、もしかした

ら構造上必要なものかどうかというふうな判

断基準がどうなったかと、それもあるかしれ

ませんし、とはいえ、今実情使っている方々

の不便性という部分も整理しながら、その辺

必要性については精査しながら、事業の中で

取り組んでいけるかも含めてですけれども、

考えていけたらと考えているところです。 

○佐藤委員長 「５番吉田委員」 

○吉田委員 ありがとうございました。 
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   まず、お風呂のほうは、やはり結構、やっ

ぱりサン・コーポラスさん、年数がたってい

ますんで、至るところに、やはり劣化の状況

なんかも見られますので、いろいろな形で毎

年毎年更新というふうな内容、修理作業関係

やっていただいて大変感謝しているんですが、

やはり外、壁はきれいになりましたと、屋根

もちゃんとなりました、ただ中のほうがなか

なかというふうな状況になっていますので、

計画的な投資というふうな形になろうかと思

いますが、非常にやっぱり困っているところ

の部分ですので、よろしくお願いしたいと思

います。 

   あと、サクランボのほうは、非常に先ほど

町長のほうが答弁していただいたように、や

はり厳しい状況にあるなというふうに思って

います。私も何人かのお百姓さんのほうに聞

いたら、10本とか20本とか、それで精いっぱ

いだと、それ以上というふうになってくると、

なかなかやっぱり厳しいというふうな状況が

ありました。東根の佐藤錦、あと寒河江の紅

秀峰、そして河北町が紅王で勝負できるんだ

ったら最高だなというふうにはちょっと思っ

ていましたが、やはり現実は非常に厳しいも

のもありますので、本当にこのブランドを、

やはり前に進めるというふうになったときに、

100万円とか200万円とかというふうな内容じ

ゃなくて、やはりここ５年間、10年間のスパ

ンで、どういうふうにサクランボを持ってい

くかということをしっかりと、やっぱり所管

のほうでもんでいただいて対応していただけ

れば非常にありがたいかなというふうに思い

ます。 

   あと、道の駅のほうの企業請負人のほうな

んですが、いろいろな形でやろうとしている

ことは重々分かります。やはり、小さく生ん

で大きく育て上げるというふうな内容が、や

っぱり町民感情としては、非常に私はいいの

かなというふうに思っていますので、華々し

くスタートして、１週間たったらすっと人が

いなくなっちゃったと。２か月なってもなか

なか立ち上がらないと、そういうふうな状況

にならない１年間に、私はしないとだめだと

思いますので、しっかりとそういうふうな企

業ノウハウを持っている方を離さないように

していただいて、町の発展につなげていただ

ければというふうに思っております。 

   以上で終わります。 

○佐藤委員長 以上で、５番吉田芳美委員の質疑

を終わります。 

   ここで、10時30分まで休憩します。 

     休 憩  午前１０時１６分 

     再 開  午前１０時２８分 

○佐藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   引き続き、５款から８款までの質疑を続け

ます。「３番槙正義委員」 

○槙委員 私から何点か質疑をさせていただきま

すが、まず第１に、83ページ、６款１項１目

の農業振興費で、食育推進計画策定というの

がありますが、令和４年度に策定するという

ことですが基本的な策定方針、あるいは時期

とか、あるいは策定委員会の選任とか、いろ

いろ考え方、基本的な考え方についてお伺い

をしたいと思います。 

   さらに、85ぺージの６款１項４目の畜産業

費でございます。これを見ますと、説明と予

算的には５万5,000円ということで、説明の

欄では肉、山形県肉牛協会負担金、それから

保冷施設事業負担金ということで、負担金の

みの計上になっております。したがって、畜

産農家が何軒あるかですけれども、肉牛、あ

るいは乳牛等含めて10世帯、10軒以上あると

思いますけれども、そういう意味で、畜産振

興あるいは、畜産農家の所得向上に向けた具

体的な政策的事業予算が全然見えていないと。

これは、今年度、令和４年度だけではなくて、
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ここ数年負担金だけの、いわゆる畜産業費の

計上になっているということになっています

が、畜産農家、あるいは畜産業全体を振興す

るという意味で、こういう対応でいいのかな

という感じがしますので、所管のほうでの認

識についてお伺いをしたいと思います。 

   さらに、89ページの６款２項１目ですか、

林業振興費の山形県森林協会負担金というの

がございます。これは、令和４年度は25万

2,000円ですが、昨年は30万円、そして、令

和２年には４万3,000円ということで、年度

ごとに変動するということですが、その基本

的考え、基準みたいなのがあるのかどうかと

いうことと、さらに、協会負担金の中で、ど

のような事業を、あるいはやっていく財源に

なっているのかお尋ねをしたいと思います。 

   あとは、河北町緑の少年団育成事業補助金

ということで、４万9,000円ありますが、そ

の概要についてお尋ねをしたいと思います。 

   さらに、新規狩猟免許取得等補助金という

のがありますが、この制度について、令和３

年度、今年度から始まったわけですが、令和

３年度の、いわゆる第14回の補正予算で30万

円ほどこの項目の中で、いわゆる減額補正さ

れていると思いますが、そういう中で、来年

度10万円ということでの補助金制度として載

っておりますが、どんな事業概要になるのか、

その点をお尋ねしたいと思います。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 最初

に、83ページに関わります食育推進会議委員

報酬などのことでありますけれども、令和４

年度に第４次河北町食育推進計画を策定する

予定にしてございます。平成30年３月に食育

河北を制定してきているところです。５年経

過を迎えるところでありますけれども、その

中で、特に学校給食、地産地消などを含めた

形で重点的に食育推進を図っていくというよ

うなことで、計画を立てて毎年その点検を行

いながら推進状況を確認しているところであ

ります。この状況を踏まえまして、令和４年

度中に新しく第４次の推進計画を策定してい

くことを予定しているというようなところに

なります。時期については、令和４年度中い

っぱいをかけて策定していくというようなと

ころに考えております。 

   次に、畜産事業費に係ります84ページ、85

ページの畜産業費でありますけれども、畜産

事業につきましては、河北町では農家数がな

かなか伸びないというか、辞めている方が、

酪農を中心にして出てきているというような

ところになります。畜産につきましては、毎

日の作業というふうなことで、休みがないと

いうふうなことで、なかなか後継者が育たな

いというようなところになります。あと、河

北町の住宅事情があるというふうに思ってお

ります。どうしても河北町周辺に農地がある

わけでありますけれども、その中で畜産をや

っているのは田井地区、畑中に続くところに

限られているような状況であります。そんな

ところで、河北町につきましては、畜産を行

っていく上ではなかなか厳しい、畜産事業と

しては厳しい状況にある中で、なかなか後継

者も育たないというふうなところでありまし

て、令和３年度には乳牛、乳価が下がってき

ていると、あとコロナウイルスで消費も拡大

できないというふうなところで、乳価につい

ても大変なところがあると。あと、肉牛につ

いても外食産業が伸びないというようなとこ

ろで、肉牛の価格も下がってきたりしたとこ

ろであります。その対策なども令和３年度中

は行ったところでありますけれども、畜産事

業については、畜産農家のほうと相談をしな

がらやっていくというようなことを考えるし

かない訳でありますけれども、農政調査会の

ほうにも委員をお願いしております。畜産事
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業の方から意見をいただきながら、その振興

策として必要なところは今後ともとっていき

たいというふうに考えているところになりま

す。いきます。 

   あと、88ページ、89ページ関わります林業

振興の中の山形県林業協会負担金、令和４年

度は25万2,000円の予定はなっておりますけ

れども、令和３年度から事業費負担金が多く

なってきておりますけれども、林道の災害な

どに伴います事業量が河北町は多くなったと

いうようなことで、その負担金についても多

くなってきているというようなところでござ

います。その事業量に応じて負担が伴ってく

るというようなところになりますけれども、

山形県全体の林業に関わる振興を図っていく

協会の目的になっていますので、その負担金

を集めながら、県のほうの林業振興を図って

いく目的で会議を開催するなど行っている事

業というようなことになります。 

   あと、河北町緑の少年団育成事業費補助金

でありますけれども、令和４年度につきまし

ては24名の隊員を西部小学校のほうで、小学

校３年生から６年生で考えているというよう

なところになります。西部小学校の緑の少年

団の中では、ベニバナ栽培などを含めて活動

を行っているというようなことになりますが、

担当のほうは、詳しくは生涯学習課のほうが

担当しておりますけれども、補助金について

は農林振興課のほうで負担しているというよ

うな状況になります。 

   あと、新規狩猟免許取得等補助金というこ

とでありますけれども、令和４年度は10万円

ということで予定させていただいております。

令和３年度に新しく狩猟免許取得について補

助金を出すというようなことで、計画をさせ

ていただいたところでありますけれども、こ

の事業に当たりましては、西村山狩猟、西村

山、山形県の西村山支部の狩猟協会のほうの

河北の支部と十分協議をさせていただいた上

で、令和３年度の事業について取組を行った

ところでありますけれども、令和３年度中に

ついては、どうしても仕事の関係上、その狩

猟免許を取得する試験のほうに行けなかった

というようなことで、令和３年度の３月補正

で減額をさせていただいたというような状況

でありました。令和４年度につきましても、

河北支部のほうとも相談をさせていただいた

上で、今回10万円の予算化をさせていただい

ているというようなところであります。計画

的にさせていただいておりますけれども、今

後とも河北支部のほうと相談をしながら、今

現在10万円の限度額ということで１名の方を

考えておりますけれども、今後予算措置が増

額で必要になればまた議会のほうにご意見を

いただきながらその負担金について対応させ

ていただくということで考えているところで

ございます。 

○佐藤委員長 「３番槙委員」 

○槙委員 ありがとうございます。食育推進計画

の策定については、流れとしては分かりまし

た。そこで、農林振興課のほうで、所管とい

うことで事務局を担っていただいていると思

うんですが、私は非常に幅広く学校給食関係

とか、健康福祉課、福祉関係も含めて農林振

興課が所管として事務局を担っていただいて

おりますけれども、十分連携を取っていただ

いて、計画策定について議会のほうにもその

都度十分説明をいただいて進めていただきた

い。特に、学校給食のところで、いわゆる地

元産食材について県でも指針を出しておりま

して、25％以上消費をすると。25％がいいと

いうことではなくて、もっと高めなさいとい

うことの意向もあると私は思っていますので、

ぜひそんなことも含めて、新たな食育推進計

画の中で、十分学校教育課、あるいは教育委

員会等も連携して十分対応してほしいという
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ふうに思っております。 

   それから、いわゆる、この、すみません、

失礼しました、山形県森林協会負担金につい

ては、そうしますと、森林振興、林道振興が

多ければ非常に負担金も多くなるということ

で、令和２年７月の豪雨災害地で今もなお林

道復旧があるわけですけれども、これからも

森林協会負担金というのは増えてくるという

ような状況になるのかどうかということを、

もう一度お尋ねしたいというふうに思います。 

   それから、緑の少年団ですけれども、私は、

西部小学校が固定して学校教育課、あるいは

生涯学習課を含めていろいろとやって、農林

振興課のほうでは事務局を担っているという

ことだけだと思うんです。ですから、私は、

西部小学校は一所懸命やっていただいている

んですけれども、緑の少年団という意味で、

河北町全体が、もう少し広げていくというか、

そういう視点が大事なのではないかというふ

うに思いますけれども、そこは農林振興課あ

るいは学校教育課、あるいは教育委員会全体

で連携して、この趣旨をもう少し理解をして、

西部小学校に特化するような緑の少年団の推

進というのを少し、もっと展望していただい

たほうがいいのではないかと思います。 

   それから、新規狩猟免許取得等補助金、こ

れは、新規でどのくらい、あるいは、継続で

研修を必要だということでどのくらいという

ことで、その主な計画みたいなのはお持ちな

のか。 

   さらに、ちょっと最初のほうにいきますけ

れども、河北町の、いわゆる畜産関係の畜産

農家というのは、種類ごとにどのくらい今現

在あるのか教えていただきたいと思います。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 まず、

最初に食育に関わることでありますけれども、

学校教育課と、特に連携を図りながら食育に

関しまして進めていく予定はしております。

その中で、重点的に学校教育、学校教育給食

での地産地消を含めた取組が重要視されるこ

となどもありまして、国のほうでは令和３年

度から７年度まで関わる第４次食育推進計画

を立てております。国のほうでも重視をして

いる学校給食での取組などもありますので、

河北町のほうでも、学校教育課のほうでも相

談をしながら令和４年度の推進計画をつくっ

ていくというようなことを予定しております

けれども、令和３年度中に学校教育課を含め

まして、納入業者でありますＪＡさがえ西村

山、あと青果物納入組合さんと協議を、話合

いの場を持ちまして、学校給食での地産地消

に取り組んだところもありますので、令和４

年度も継続して地産地消のほうに取り組んで

いきたいというふうに考えてございます。 

   あと、畜産農家についてでありますけれど

も、振興費でありますけれども、現在家畜の

飼養農家についてもちょっと古いわけであり

ますけれども、令和、すみません、平成27年

度の農林センサスのほうの調査でいいますと、

乳用牛の農家が５軒、あと肉用牛が７軒など

の農家になっているというようなところにな

ってございます。 

   あと、林業振興費の、89ページ、山形県林

業協会負担金につきましては、事業量の算定

が前年度の事業量によって、林道の事業量に

伴って、次の年の令和４年度の事業費が固ま

るというようなことになります。その中で、

基本額に伴う、基本額に前年度の事業量など

の林道事業などが重なって、令和４年度の事

業費が組まれた中で、令和３年度、事業が多

かったものですから、令和４年度の事業が負

担が大きくなってきているというようなとこ

ろになります。 

   私のほうからは……、すみません、新規狩

猟免許取得については、基本的に、上限は10
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万円ということにさせていただいております。

あと、新規ということで計画をさせていただ

いておりますけれども、銃ほかも含めまして、

相当の負担が、狩猟免許取得をするときに負

担がかかるというようなところで、上限を定

めて10万円の新規就労者に対して予算をお願

いしているというようなところになります。 

○佐藤委員長 「３番槙委員」 

○槙委員 そうしますと、その新規就労、最後の

ほうですが、10万円の予算は当初予算として

計上されているけれども、猟友会河北支部さ

んでしょうか、そういう方とか、あるいはそ

ういう連携をして、必要な金額は補正なりし

て十分対応していくということでお聞きして

いいんでしょうか。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 新規

狩猟免許取得等の補助金につきましては、狩

猟、猟友会の河北支部のほうと十分協議をし

ながらその人数については把握に努めて、し

ていきたいというふうに考えてございます。

１人の方は予定しておりますけれども、その

１人の方が増えれば、また議会のほうにお願

いをして補正の予算などを考えていきたいと

いうふうに考えてございます。 

○佐藤委員長 「３番槙委員」 

○槙委員 河北町緑の少年団について、これはい

ろいろと今お話を、回答をいただきましたが、

西部小学校に特化して24名の方がいろいろと

努力をされているということですが、これを

もっと広げる必要があるんではないかと私は

思っているんですが、学校教育課としては、

西部小学校に特化した緑の少年団ということ

の状況についていろいろと努力をされている

と思いますが、どのように受け止めているか

お答えをお願いしたいと思います。 

○佐藤委員長 「石山教育主幹兼指導主事」 

○石山教育主幹兼指導主事 西部小学校で緑の少

年団活動を開始したという歴史というか、当

時の流れがあったのだろうなというふうに私

の中では理解していますが、河北町全体で緑

の少年団活動を広げて、町全体としての取組

を進めていくとすれば、公募をかけたり、社

会教育活動につながるような町全体の取組と

いうふうになっていきますので、もちろん西

部小学校での、これまで培ってきたノウハウ

なども生かしながら、もしほかの学校にも全

体でとなれば公募をかけて団員を募集するよ

うな形になっていくだろうというふうに思い

ます。 

○佐藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 この緑の少年団の活動について、槙

委員の問題意識、私、非常に似たものがある

と思っています。環境教育で森林の機能とい

うのは、環境保全機能だったり、水源涵養機

能だったり、あるいは治山治水という意味で

防災面、あと、これから非常に大きくクロー

ズアップしていかなきゃならないのが、二酸

化炭素の吸収源であります。吸収機能であり

ます。そういった意味で、直接緑の少年団が

どうそこに本町として位置づけていくかとい

うのはありますけれども、来年、ゼロカーボ

ンに向けた宣言、そして環境基本計画の策定

という流れで本町としてのこのゼロカーボン

に向けた取組ということで、省エネ、再エネ、

エネルギー面からのアプローチもありますけ

れども、大きく森林の保全機能、とりわけ吸

収機能、そういったものの中で、子供たちも

含めて森に、また新たな視点で向けていくと

いう、その位置づけは非常に必要になってく

るかなというふうに思っています。そういっ

た意味で、ゼロカーボン宣言に向けたいろい

ろな機運の醸成、あと環境基本計画、そして

教育現場のほうとも十分連携しながら、その

中で環境を子供たちに対して、どういう、ゼ

ロカーボンを含めた教育として、本町として
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地域にあった取組を進めていくのか。その中

で緑の少年団という位置づけを進めていくの

か。例えば、中部小学校ではめだかの学校、

水田の多様性といった切り口での取組もある

わけですけれども、特色のある小学校での地

域に根差した取組というものを、オール河北

で同じようにやるという手法もあるかもしれ

ませんけれども、それぞれの学校の特色、あ

るいは置かれている立地、そういった中で、

とりわけ町全体としてはゼロカーボン、二酸

化炭素の吸収源としての森林機能にも目を新

たに向けていく、そういったことも念頭に置

きながら、農林、教育委員会、あと環境制度、

十分連携して取り組んでいく必要があるとい

うふうに考えております。 

○佐藤委員長 「３番槙委員」 

○槙委員 ありがとうございます。ぜひ緑の少年

団という宗教的な名前ですけれども、今町長

おっしゃった、いわゆる緑環境問題、ゼロカ

ーボンの一つの緑の少年団という形で、今主

幹もお話しあったように公募のことなども考

えていきたいというお話でしたので、前回、

何か私この問題で取り上げたときにも、教育

長からもっと広げていく必要があるねという

ふうなお話もお聞きしたような感じもしてお

りますので、ぜひ、より緑環境問題と抱き合

わせて、ぜひ検討をお願いしたいというふう

に思います。 

   終わります。 

○佐藤委員長 以上で、３番槙正義委員の質疑を

終わります。 

   次に、「２番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 ３点ほど質疑させていただきます。 

   １点目ですけれども、89ページ、６款２項

1目モデル地区森林調査計画策定委託料です、

事業委託。この地域や対象戸数など、概要に

ついて説明お願いします。 

   それから、２点目ですけれども、93ページ、

７款１項２目かほくほくほく応援券事業委託

料ということで、新規事業ということになっ

ているんですが、令和３年度とどのように違

うのか、その概要についてお聞かせください。 

   それから３点目、最後になります、97ペー

ジ、７款１項４目道の駅河北費ということで、

令和５年度４月オープンに向けての工事とい

うことでありますが、工事の具体的なスケジ

ュールなど、それから道の駅の機能として、

工事期間中、きちっと、やっぱり来た人が道

の駅の機能を果たせるような仕組みがちゃん

と必要かと思いますけれども、その辺の考え

をお聞かせいただきたいと思います。 

   以上よろしく。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 89ペ

ージの森林環境譲与税事業費のモデル地区森

林調査計画策定業務委託料258万円について

でありますけれども、令和３年度に岩木地区

のほうで森林所有者等の意向調査をさせてい

ただいております。その事業について、30ヘ

クタールほどで行っておりますけれども、そ

の事業について行ったものをさらに深化をさ

せていただいて、森林経営管理まで計画をつ

くっていきたいというような事業になってご

ざいます。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 初めに、かほくほくほく応

援券のことでございますけれども、こちらに

つきましては、新型コロナウイルス感染拡大

により売上げが減少した地元事業所の消費拡

大及び地域産業の活性化を図るため、町民１

人当たり3,000円分の商品券を配付し、消費

喚起を目指すものでございます。 

   前回のほくほく応援券との違いでございま

すけれども、前回は、お一人につき1,000円

券を３枚配付しまして消費喚起をお願いした

ところでございますけれども、今回につきま
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しては、より一層消費が図られるように、

500円券を６枚にまずします。それで、その

ほかに、ちょっと皆さんのご理解を、説明を

随時していかなければいけないとは思うんで

すけれども、1,000円につき500円券１枚を使

えるというふうな考えでおります。要は、

1,000円ごとに１枚使えるので、半分の商品

券を使えるというふうなことで考えたいと思

っております。 

   時期につきましては、コロナウイルスが少

し落ち着いてからというふうなことで考えて

いるところでございます。 

   あと、次に、道の駅でございますけれども、

今後の予定でございますが、４月上旬に開始

日の実施計画をつくりたいと考えております。

これが６月中旬頃までかかるというふうなこ

とで考えております。その後、７月上旬から

中旬にかけまして、改修工事の請負契約、工

事管理業務の締結をしていきたいというふう

に考えております。ここで、当然金額的に議

会の承認が必要になってきますので、そのと

きには臨時議会等をお願いするというふうな

ことで、ぜひそのときにはお願いしたいとい

うふうに考えているところでございます。 

   ２月下旬から３月上旬にかけまして改修工

事が完成しまして、４月にグランドオープン

というふうなことで考えております。 

   失礼しました、あとは、ほくほく応援券で

ございますけれども、そのほかに、その券６

枚あるわけですけれども、そのうちの２枚ぐ

らいにつきましては、飲食店に限る商品券と

いうふうなことで使わせていただければとい

うふうに考えているところでございます。抜

けました。すみませんでした。 

   あと、その工事期間中の、道の駅の工事期

間中の業務というふうなことになりますけれ

ども、こちらにつきましては、当然道の駅で

ございますので、観光案内業務等が出てきま

す。こちらにつきましては、やはり道の駅、

今の施設のほうには、工事期間中は危険です

ので入れないというふうなことになっており

ますので、外にプレハブ的なものを置かせて

いただきまして、そちらのほうで観光パンフ

レットの配付、あとは道の駅のスタンプ等の

業務を行っていきたいというふうに考えてお

ります。 

○佐藤委員長 「２番齋藤委員」 

○齋藤委員 まず１点目でありますけれども、そ

うすると、岩木地区、前年度に、令和３年度

にやったやつを具体化するということですけ

れども、この対象戸数というのはどの程度捉

えているんです。30ヘクタールというのは分

かっていますが、どのぐらいの林業農家がい

るのか、その辺は実態把握しているのかどう

かお知らせいただきたい。 

   それから、２点目ですけれども、令和３年

度とはまた違うやり方で、できるだけ商店の

プラスになるようなということで、ただ、ち

ょっと説明がややこしいのかなということで

すので、それらの趣旨徹底が非常に大事なの

かなと。でないと理解が得られないというか、

例えば、飲食店、その２枚を飲食店に限ると

かということですので、その辺の説明が非常

に大変なのかなと。トラブルないようにやる

必要があると思いますが、この辺はどのよう

に考えているのか、当然商工会にまた委託と

いうふうになるかと思いますけれども、この

辺が鍵なのかなと。 

   それから、時期については、コロナウイル

スが収まった頃ということで、なかなか特定

は難しいんでしょうけれども、できるだけ早

く、３回目のワクチン接種ももうすぐ65歳以

上の高齢者も終わって、今度はさらに64歳以

下が始まるので、これについては状況を見な

がらですけれども、できるだけ早い時期にや

っていただきたいなというふうに思いますが、



 

- 268 - 

いかがでしょうか。 

   それから、３点目ですけれども、道の駅に

ついてはしっかりとその機能が失われないよ

うに、プレハブでもって運用するということ

でしたので、町民もかなりグランドオープン

楽しみにはしているんだと思いますので、し

っかりとその辺のグランドオープンにつなげ

るように遅滞ない工事を進めていただきたい

というふうに思います。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 89ペ

ージ、森林環境譲与税に関わります事業につ

いては、令和３年度の森林所有者の意向調査

を踏まえた事業を令和４年度に基本的な進め

方を進めたいところで、基本計画的なモデル

地区、森林調査計画をつくるというようなこ

とを予定しております。30ヘクタールを予定

しておりますけれども、ちょっと戸数につい

てはちょっと今手元にございませんので、後

ほど回答させていただきたいというふうに考

えてございます。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 ほくほく応援券につきまし

ては、できるだけ早く実現できるように考え

ているところでございますけれども、やはり

コロナの状況を見ながらということになるか

と思います。あとは、今回前回と比べまして

ややこしいというふうなところがございます

ので、その辺につきましては、広報でできる

だけ大きな紙面といいますか、そういうとこ

ろで町民の方々に周知を図るとともに、やは

り今回はお店の方々にもその説明、周知のご

協力をお願いしていきたいというふうに考え

ております。 

○佐藤委員長 「２番齋藤委員」 

○齋藤委員 １点目ですけれども、戸数について

は後からということですが、そうすると、今

度これから計画つくって、それに沿って事業

を展開していくというふうになるかと思うん

ですが、これから岩木地区からさらにどんど

ん対象地区を広げていくというような考え方、

どういうような考え方で進めていくのか、全

域を最終的にはカバーしていくという、そう

いう計画なのか、流れをちょっと教えていた

だきたいと思います。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 今回

の調査につきましては岩井地区ということで

すが、ということで予定をさせていただいて

おりますけれども、実際に、目的としては、

森林整備まで続けていくというようなことに

なりますので、まだ数年かかるのかなという

ふうに考えてございます。１年、年度に交付

される森林環境譲与税については、現在のと

ころ252万4,000円ということで予定をさせて

いただいておりまして、その中で事業をやっ

ていくということになりますので、岩木地区

からモデル的に行うというようなことでござ

いまして、また数年岩木地区のほうにかかる

のかなというようなところではございますの

で、実際にまた、将来的にはほかの地区に波

及して進めていきたいということであります

ので、現在モデル地区として考えてございま

す。現在、戸数ということで先ほど申し上げ

ました、ちょっと説明できなかったんですけ

れども、43名ということで考えているという

ようなところでございます。 

○佐藤委員長 「２番齋藤委員」 

○齋藤委員 確かに、金額が250万円程度しか入

ってこない中での事業ですので、なかなか長

期にわたるし、しかも43名の中でも相当高齢

化が進んでいるのかなと。事業そのものも継

続がなかなか厳しいのかなというふうに思い

ますけれども、先ほどの緑の少年団じゃない

んですけれども、森林環境保全のためにしっ

かりとした計画を立てていただいて、環境保
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全、森林環境保全のために力を注いでいただ

きたいということを申し上げまして終わりま

す。 

○佐藤委員長 以上で、２番齋藤隆委員の質疑を

終わります。 

   次に、「１番岡田委員」 

○岡田委員 ちょっと多いかもしれませんが、よ

ろしくお願いいたします。 

   83ページ、６款１項２目農業振興総務費の

中のベニバナ栽培関連業務委託料129万円で

あります。私のこっちのメモに、ベニバナ見

せるつもりがあるのかなと書いてあるんです

けれども、課長からのご答弁では、今回は場

所も書いて、そして駐車場もつくりましたと

ありました。また頼もしい言葉も発言なされ

て、日本遺産から世界遺産にというふうなこ

ともありましたので、頑張っていただければ

と思います。あと３年ぐらいは課長をやって

いただけるかなとも思いますけれども、よろ

しくお願いしたいと思います。 

   それで、耕作者は同じかと思います。ベニ

バナを摘む人たちも全部含めてこれは委託料

としてお願いしているんですかをお聞きした

いと。 

   あと、その中で、ベニバナを摘む人だけで

はなくて、一般に開放してベニバナ摘み体験

というのも、何かイベントとしても考えがあ

るのかどうかもお伺いしたいと思います。 

   あと、２番目に、同じページ、６款１項２

目なんですが、農業経営支援費とあります。

これ、国からのトンネルの事業かと思います

が、ちょっと簡単に教えていただければと思

います。新規で1,350万円出ていますけれど

も、水田の麦、それから大豆産地向上事業補

助金というのがあります。これは、麦と大豆

と両方、どんな機械で、それをやる人たちは

組織なのか、個人なのかというのもお伺いで

きればと思います。 

   あと、次は、商工観光さんのほうに入りま

すが、91ページ、７款１項１目地域活性化企

業人負担金、同僚議員からのいろいろな質問

の中で、課長からの発言に、所管でないので

分からないと言っていたんですが、少しずつ

分かりました。最初私のメモでは、河北町の

どこの企業から来るんだべなんていうことが

書いてあるんです。大きな間違いで、それは

今説明あったかほくらしさんと、あとはさと

ふるですか、（「さとゆめさん」の声あり）あ

あ、そうか、だということがあります。そし

て、そのノウハウをお聞きする場所というの

も明確になりました。それは、新しくできる

地域商社の中でのワイン販売というのが、何

かもうなったようですが、ここの中で書いて

あって、町の事業云々と書いてあるんですが、

確かに町の事業かもしれませんが、ちょっと

皮肉ったことを言いますと、地域商社で指定

管理の事業でありますね。その中で、その企

業から来るいろいろノウハウを持った人がど

この場所にいてというのも関係するのかなと。

同僚議員のほうで私もこれ聞いたときに、こ

の河北町の役場の職員、特に若い人たちの関

連性というものをちょっと考えました。同僚

議員からも話が出て、町長もお答えなされて、

いろいろなコミュニケーションを様々な関係

で役に立つんだということですが、私は、え

っ、指定管理でワインのほうに行ったら、ど

こでどういう接点があるんだろうなと、私思

いました。私は、そういう中で、ぜひ若い人

もそういう現場に出せるような仕組みという

と大変でしょうから、いろいろな人をちょっ

と見てこいとか何かというのは、すごく必要

なのではないかと。せっかくのノウハウを持

った人たちがいろいろ行動するのを若い人た

ちが見なきゃ、私はだめだと思います。その

辺もお答え願えればありがたいなと思ってい

ます。 
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   次に、地域おこし協力隊委託料とあって、

いろいろな同僚議員から出ましたので分かり

ました。ただ、ちょっと私言わせていただき

たいというのは、今回いろいろ新聞に長井市

の予算の中で、地域おこし協力隊、新規に20

名、予算が5,000万円と出ていました。私す

ごく興味があって、今後どういうふうなもの

をやるのかなというふうにも思いますが、そ

の中に出ているのが、そのうちの12名は活動

テーマを限定しない、企画提案型とするとあ

るんです。今後の私も議会活動の中で、ぜひ

勉強していきたいと思います。そういう意味

では、今の地域おこし協力隊というのはある

程度決まっている部分があるわけですので、

これ以上申しませんが、今の話では地域おこ

し協力隊の今の現状でいいのか、それと、も

う少し何か望むところがあるかというのもち

ょっとあればお聞かせ、あればで結構です、

お聞かせ願いたいと思います。 

   あともう一つ、ベニバナ修景地植栽委託料

です。268万8,000円であります。ここでちょ

っとお聞きしたいんですが、今までやってく

れる方というのはなかなか見つけるのが大変

なのかなと思います。その見つける人が同じ

であっても構いませんが、修景地の場所は去

年と同じでしょうか。私は、ある場所におい

てはもう連作障害が起きているので、それを

外して新たな場所にすべきとも思います。あ

と、去年の例を出してみますと、私もいろい

ろな質疑の中で、いろいろなベニバナ祭りに

合わせてその修景地のご案内をというので、

ちょっと私も分からないことあったので、ぶ

らっとぴあに寄って聞きました。そうしたら、

親切に教えていただいたのが、去年のなんだ

けれども、今ここさあるか分からねけんど、

こことここ、なっていますという説明でした。

そういう意味では、何かそういうパンフレッ

トとか何か徹底はしていないんじゃなかった

のかと私は思います。できれば、今回のベニ

バナ祭りは開催というのは難しいかもしれま

せんが、私は、いろいろな今女性の一人旅と

いうのがあって、私も紅花資料館でいろいろ

お手伝いさせてもらっているときに結構おり

ました。どこから来たんですかと、東京とか

神奈川とか、遠いのではもっと先だったと思

いますが、そのうち皆さんが最初に行った場

所が高瀬でした。高瀬から資料館というとこ

ろがあるのを見たかったというのでここに来

ましたと。全部汽車とバスとかですね、を利

用していると。今回のテーマをするに当たっ

て、いろいろなことを思い出したんですが、

高瀬はやはり宮崎駿のジブリのおもひでぽろ

ぽろの中で、みんな、我々はその聖地だと。

ベニバナというのは我々がつくらなきゃなら

ないという、地域でもっておりました。そこ

で私思い出すのは、主人公の女性、タエ子と

いうのが、会社に長期療養を取って行くとき

に、同僚からどうして山形に何しに行くのと

いったときの言葉が、ベニバナ摘みに行くん

だと、これすごく思いがあるんです。ですか

ら、結構皆さん、そういうふうな気持ちにな

ってくると思いますので、いろいろＰＲとい

うのは大切かなと思いますので、その辺のこ

ともお話しいただければありがたいなと思う。 

   ちょっとその下に、連作障害対策委託料と

あります。多分それも何かだろうと思うんで

すが、委託ですから誰かに任せている部分、

どこの場所かとかいうのも教えていただけれ

ばと思います。 

   あと、97ページ、７款１項４目の、これは

道の駅ですね、建築物調査委託料80万3,000

円と出ています。何するんだと私思いました。

今までいろいろなことがあって、あの道の駅

が古くなったからなんだ、今回の古くなった

と言ってエレベーターも交換しなきゃならな

い、いろいろなことが、改装したり改修して
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いる中で、また何か調べるんですかと私は思

ったんですが、またしなければならないこと

あるんですか。本来ならば、もうここまでの

大きな事業をやるんだったら、全部終わって

いなきゃならないんじゃないかと私は思うん

ですが、あえてしなきゃならないというとこ

ろにちょっとお聞かせ願えればと思います。

お願いします。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 83ペ

ージ、ベニバナ栽培関連業務委託129万円の

事業内容でありますけれども、令和３年度も

行った事業でございます。谷地字月山堂地内

で、今回、令和４年度はそれより、令和３年

度と比べますと西側のほうに移した場所でと

いうことで、法人化しておりますひなの里で

令和３年度にべにばな農場ライスセンターを

つくったところであります。その駐車場を利

用しながら令和４年度は修景地を見ていただ

くというようなことを予定しております。令

和３年度の経験を踏まえたところに令和４年

度がなるわけでありますけれども、令和３年

度は中部小学校のほうの小学生の方にベニバ

ナ摘みをしていただいたというようなことが

基本的になっております。中部小学校の３年

生の児童ですけれども、全部につきましては、

全部、最後まで摘み取りということに関しま

してはひなの里のほうで全部やると、責任を

もってやると、それからベニバナ餅までもっ

ていくというようなことを考えていると。令

和３年度の経験値を踏まえた事業ということ

で、令和４年度は考えているというようなと

ころになります。 

   あと、同じく農業経営支援費の水田麦、大

豆産地生産性向上事業費補助金1,350万円で

ありますけれども、ますます転作面積が増え

ている中で、大豆生産を河北町としては特に

転作の中で大きくエダマメと大豆に取り組ん

でいるという中で、河北の南部地区のほうを

中心にしまして、河北町南部大豆生産組合を

立ち上げたいというようなことで、仮称であ

りますけれども、現在８人ほどで予定をして

いると。生産性の向上を図る必要な施設、機

械ということで、コンバイン２台、播種機１

台、あと色彩選別機などを導入していきたい

というようなことで、品質向上に努めて、事

業の取組を行っていきたいというようなこと

を予定しているところでございます。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 地域活性化企業人の負担金

についてのご質問でございますけれども、地

域活性化企業人につきましては、町と企業と

の契約というふうなことでございますので、

主に道の駅や地域商社のほうに出向くという

ふうなことはあるかとは思いますけれども、

基本的には町のほうで仕事をしていただくと

いうふうなことで考えているところでござい

ますので、その中で職員との交流といいます

か、の中でそういったスキルを学んでいけれ

ばというふうに考えているところでございま

す。 

   あと、ベニバナ修景地の植栽委託でござい

ますけれども、こちらにつきましては、一部

昨年とは違うところというふうなことで予定

をしております。やはり岡田委員さんがご心

配のとおり、連作障害というものがあります

ので、そういったところはできるだけないよ

うな土地というふうなところで場所を変えた

ところも含めた中で今回もお願いしたいとい

うふうに考えております。また、マップにつ

きましては、ご指摘のとおりだと思いますの

で、そのようなことがないように、きちっと

したマップをつくりましてお客様のほうに対

応していきたいというふうに考えております。 

   あと、連作障害対策でございますけれども、

こちらにつきましては、観光協会のほうに委
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託しているものでございます。観光、紅花資

料館の庭園内にもベニバナを栽培しているわ

けですけれども、そちらのほうで、昨年度は

チューリップとかヒマワリ、ウコギ、すみま

せん、そういったものをベニバナの栽培して

いないところに植えまして、連作障害を解消

するというふうなことで対応しているところ

でございます。すみません、ウコギじゃなく

てコキアです。すみませんでした。 

   あと、最後、道の駅の建物調査でございま

すけれども、こちらにつきましては、指定管

理者側からの要望もありまして行うというふ

うなことになったわけですけれども、内容と

しましては、配管や電気配線等の調査、あと

は外から見た形で支障があるかどうか、目視

での検査というふうなことになります。 

○佐藤委員長 「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野まちづくり推進課長 地域おこし協力隊に

関してでございます。 

   これまで、町のほうでは任用型、会計年度

任用職員としてのみ地域おこし協力隊を任命

してきたわけですけれども、来年度からは、

新たに委任型、いわゆる企業、団体等さんに

も委託を、委託型ですね、委託型という形で

協力隊のほうもしていくという考えでござい

ます。協力隊につきましては、ご案内のとお

り、都市部から条件不利地域、過疎等などの

条件不利地域に人を呼んできて、地域おこし、

課題解決などをしながら、そして最終的には

その地域に定住していただくというところが

一番の大きな目的でございます。今後、我々

の町としましても、町の課題解決に沿うもの

であれば、様々な形で協力隊をすることはや

ぶさかではないというふうに考えています。

まずは、町として課題意識どこに持って、ど

こが不足している、どこに人が必要かという

ところを考えながら、協力隊の募集を行って

いくという考えでございます。 

○佐藤委員長 「１番岡田委員」 

○岡田委員 農業のほうですが、ベニバナの中で、

切り花体験もどうと言ったんですけれども、

ちょっとご返答がなかったのかな。聞き逃し

たのかな。切り花。 

   先日日曜日に、ちょっと天童のイオンのほ

うに行きましたら、あれは貫津の栽培かなと

思うんですが、切り花体験と出ているんです。

やってみましょうというのが出ていました。

天童では貫津地区が一所懸命やっているわけ

ですけれども、やはりただ見るだけじゃなく

何かを体験、簡単に言えば紅餅まで作るまで

体験というのが、この河北町、ベニバナと米

で栄えた河北というわけですから、一通りの

ストーリーがあっても妥当じゃないかと思い

ませんか、課長。その辺のお気持ちをお聞き、

世界遺産を目指す課長、お願いしたいと思い

ます。 

   あと、農業、分かりました。南部地区です

ね。頑張っていただければと思います。 

   あと、地域商社、間違えました、地域活性

化企業人云々、だと、その２人の来る方は、

机は町にあるということですね。町にあって、

先ほどご説明あった、その道の駅で今やるワ

イナリーとか、それからその企業、地域商社

がいろいろ運営する、経営に当たるという、

そういう中で、町の若い人との接点というと、

私ちょっと見えないんですが、今ちょっとあ

ると言ったけれども、もう一度その点、例え

ば一緒に現場で何をするとか、何か具体的に

あれば教えていただければと思います。 

   あと、地域おこし協力隊のほうは分かりま

した。いろいろ任用型から委託型のほうに変

えていろいろやるんだということ、頑張って

いただければと思います。 

   あと、ベニバナ修景地、これも農林課と同

じく、私はただ修景地だけであってはならな

いのではないかと思う。できればいろいろな
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項目をつくって、やはりいろいろな体験をし

ていただくというのも、紅摘み体験もありま

す。それもやっていただくんですが、どうで

しょう。 

   あと、連作障害は分かりました。 

   あと５番目、何か、何で今さらというふう

に私、目視して壁が、例えば色が悪いとか、

屋根の格好が悪いからというのを直していく

というのではなくて、そこら辺を具体的に教

えてください。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 83ペ

ージ、ベニバナ栽培関連業務委託に関しまし

てでありますけれども、令和３年度につきま

しては、中部小学校の３年生のほうからベニ

バナ摘み取りをやっていただいたということ

で、農業体験をしていただいたというふうな

ところになります。多様的な摘み取りなどに

なるように、受託側も、ひなの里のほうと話

合いをさせていただきたいというふうに考え

てございます。世界遺産を目指すということ

で申請はしているところなんですけれども、

その審査、委員のほうが外国から来られる委

員の方が、なかなか新型コロナウイルスで日

本に来られないということで、その認定につ

いてもちょっと延びているというようなとこ

ろになります。その中で、世界遺産を目指し

ておりますので、町としても多様なベニバナ

体験がなるようには受託側のほうと相談をさ

せていただきたいというふうに考えてござい

ます。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 地域活性化企業人でござい

ますけれども、こちらにつきましては、町と

して初めての事業ですので、どこまで町、今

思っているようなことができるかというふう

なところもあるんですけれども、若い人とい

うよりも、職員との交流というふうなところ

で、当然事業の内容について聞いたり、ある

いは町のことを聞いたりする中で、そういっ

た企業の方々の持っているスキルを学ぶこと

ができるのではないかというふうに考えてい

るところでございます。 

   あと、建物調査でございますけれども、基

本的に、こちらにつきましては、先ほど、ち

ょっと繰り返しになりますけれども、配管や

電気配線の調査と、あと目視と言いますのは、

例えば屋根裏などで潜れないところにつきま

しても、懐中電灯等で見まして検査をすると

いうふうなところでございます。形状を変え

るとかそういったものではなくて、現在のそ

の建物としてひびが入っているかとか、そう

いったところも含めまして調査するというふ

うなものでございます。 

○佐藤委員長 １番……、「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 すみません、ベニバナ修景

地栽培委託でのもっと違ったやり方というふ

うなことでございますけれども、基本的に、

商工観光課のほうで行っておりますベニバナ

栽培業務委託につきましては、来館者からベ

ニバナを見ていただくというふうなところが

一番の目的でございます。来町者ですね、来

町者にベニバナを見ていただくというような

ものが一番の目的でございますので、ベニバ

ナ摘みなどをやってしまいますと、一番いい

時期のベニバナが摘み取られてしまうという

ふうなところもあるかと思います。ただ、大

きくではないんですけれども、場合によって

はその、あまり見えないほう、奥のほうのベ

ニバナ畑につきまして、ベニバナの摘み取り

をしていただくというふうな場合もあるよう

でございます。 

○佐藤委員長 「１番岡田委員」 

○岡田委員 農業のほうのベニバナに関して聞き

ます。 

   何かけち臭いなと今思いました。ベニバナ、
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何反歩と植えて、こんなの半分ぐらい刈って

やって、そしてみんなにあげたり何かしたっ

て、どうってことないんですから。最後には、

増川課長、聞くんですけれども、全部花摘み

取るわけじゃないでしょう。最後は刈って何

か処分するんでしょう。ちょっと分かってい

たら教えてください。 

   あと、今商工観光さんもそうですが、今目

的はお客さんが来て見てもらうというのが目

的だというのであるならば、べに花ロマン街

道というところに何でいろいろな花を植えな

いのか。奥まったところばかりじゃないです

か。私はそう思います。ですから、私はこれ

だけのものでなかなかつくってくれるという

のが少ないのは分かります。でも、今の趣旨

からいえば、私はもっと目につくところにす

べきかと思いますが、課長の考えをお聞かせ

願いたいと思います。 

   若い人、ごめんなさい、地域活性化企業人

負担金、若い人というんじゃなくて職員だと。

それはそれの考えでいいと思いますが、私は、

この町がいろいろ変わっていくときに、私は

すごく若い職員が大切かなと思います。なぜ

ならば、若い職員の一つの目標に向かっての

意見が、将来自分たちがこの町を支えたんだ

という認識になると思うんです。私たちは次

のステップのためにも、大きな足がかりにな

ると思うんです。それが、いつもノウハウを

持った人がぱっと来て、ぱぱっとやられて、

はいどうぞと。俺は、なかなか若い人、特に

若い人がみんなやってくれるんならという感

じになっては怖いなと、私この事業を見て、

成功してもらいたいですよ、でもその裏には、

そういうふうに私、気持ち思いました。町長、

その辺の考えをどう思いますか。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 83ペ

ージ、ベニバナ栽培関連業務に関してであり

ますけれども、農林振興課の担当したもので

は、令和３年度について紅餅まで作ってもら

うという作業を委託したところであります。

その中では、結果としましては４キロほどの

紅餅まで作ったという結果になってございま

す。成果品ということで、その成果品を納め

てもらったというようなことで確認をさせて

いただいております。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 ベニバナ栽培のべに花ロマ

ン街道に植えてはというふうなご質問でござ

いますけれども、私もできればべに花ロマン

街道のほうに、両脇のほうにたくさん植えら

れればそれに越したことはないというふうに

は思っているところでございます。ただ、こ

れまでずっとべに花ロマン街道につきまして

は、栽培をお願いしてきましたので、大分連

作障害が出てきているところが多く見られま

す。また、そちらの地域につきましては、な

かなか耕作していただける方が見つからない

というふうな状況もあります。ですので、今

行っておりますのは、一番来町者が見やすい

ところというところで、谷地橋を渡ってきて

すぐ右側の下野地区、あとは、河北病院の脇

の溝延を通る道沿いというふうなこと、あと

は紅花資料館周辺というふうなことでお願い

しているというようなことになります。また、

べに花祭りのときには、その、特に紅花資料

館周辺の、あまり来館者がないようなところ、

来町者が行かないようなところにつきまして

は、ベニバナを刈り取りまして来場者プレゼ

ントというふうなことで、切り花を多くの

方々にプレゼントしているというふうな状況

でございます。 

○佐藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 職員の育成といいますか、職員がい

かに、まず育てていくため、そういった意味

でいうと、人材育成という観点でいうと、職
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場の外に出た研修があります。職場での研修

があります。あと人事交流もあります。あと、

それから、やっぱり今思うことは、ベニバナ

の今の質疑も含めて、やはり民間とのいろい

ろな人材等の交流といいますか、接触といい

ますか、コミュニケーションといいますか、

あるいは課題意識の共有、あるいは気づき、

それも非常に大事だというふうに思いますけ

れども、ある意味で言うと、町内の中で、例

えば商工サイドの若手職員と農林サイドの若

手職員と、課をまたがる仕事は、そうはなっ

ていませんけれども、若手職員でもいろいろ

やっていると思いますけれども、やっぱりそ

こを一緒に向かう、例えばベニバナにしても、

あるいは観光にしても、今いろいろ、もうほ

とんど１つの係、あるいは課で完結できるも

のではありませんので、やっぱりそういった

ところに役場内での協働、一緒に連携して進

めていく、農商工観光連携なり、あるいは

様々な分野で、今組織を越えた課題が、これ

を抜きに語れる問題はないというふうに思っ

ています。そういったところで、職員の育成

の観点からも課をまたぐ、あるいは係をまた

ぐ仕事というものに対して、若手職員の参画

を下から各課長のマネジメントの下に展開で

きる、そういった仕事の業務執行体制が大事

かなというふうに思っております。 

○佐藤委員長 「１番岡田委員」 

○岡田委員 最後に、ベニバナに関して、農林課、

それから商工課もいろいろご努力しているの

は分かりますが、もう少し今までと違うとい

うと語弊がありますけれども、連作障害でだ

めだというのも分かります。例えば、サハト

べに花で言ったら、サハトの前のあそこは連

作障害でだめだと言って、今はいろいろな花

が植えてある。何か長く花が咲いている分だ

けきれいかなと思います。そういうのであれ

ば、サハトの入り口にプランターの中にベニ

バナをその季節はだんと置くとか、あとロマ

ン街道でも、無理であれば、例えば真ん中の

休憩所にプランターをずっと置くとかという

のも私は手なのかなと思います。いろいろな

山形でいろいろ競い合っているところありま

すが、いろいろな方が黙って見に来ています。

あの人白鷹だなと思ったり、ここ何年か前に

は、今山形のベニバナのいろいろな生産、会

長さんなされている大内さんも、ピンクのあ

れを着て、何か目立った人いるなと思ったら、

やっぱりいろいろな、河北でどんなことをや

っているんだろうと見に来ているんです。や

はり我々も、そのやっているところを見て、

そしていいものはやっていくというふうにし

なきゃならないのかなと思います。皆さんの

ご努力をお願いして終わります。 

○佐藤委員長 以上で、１番岡田桂司委員の質疑

を終わります。 

   以上で、５款から８款までの質疑を集結し

ます。 

   次に、９款から14款までの質疑の通告を求

めます。 

   （１番、２番、５番、６番、７番、８番、

９番、10番、12番の通告あり） 

   確認します。１番、２番、５番、６番、７

番、８番、９番、10番、12番。落ちございま

せんか。 

   （「なし」の声あり） 

○佐藤委員長 委員長から申し上げます。ここで

昼食のため、午後１時まで休憩とします。 

     休 憩  午前１１時４３分 

     再 開  午後 １時００分 

○佐藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   引き続き、９款から14款までの質疑を続け

ます。「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 私から３点質疑させていただきます。

１点目が、113ページ、９款１項５目地域防

災費の中の、費用名が書いておりませんが、
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空き家対策協議会委員謝礼６万円についてで

ございます。 

   空き家等対策計画が策定されまして、次年

度といいますか、初年度を迎える令和４年度

になるわけでございますけれども、対策協議

会としましては、特定空き家の認定といいま

すか、決めることだったり、あるいは行政執

行するときの意見を聞いたりですとか、それ

のほかに空き家をどのように対応、対処、活

用していくかも話し合っていく組織だと私は

認識しております。そういった中で、令和４

年度のこの協議会の回数が、年間２回という

ふうにお聞きしております。空き家対策は、

非常に重要な分野となっているところなんで

すけれども、これを年間２回ということなん

ですけれども、これはもうちょっと、やはり

増やしたほうがいいのではないのか、２回だ

けでは、全然私何か足りないかなと思うんで

すけれども、こちらについてどのようにお考

えかお聞きします。 

   ２点目が、127ページ、10款４項３目図書

館費でございます。現在小学生含め子供たち

のほうにタブレットなんかも配付される、配

付されておりますけれども、要は、あらゆる

方法で町民の方々に図書というか図書の知識

に触れてもらえることがひとつ大事かなと思

っております。そういった中で、本町に図書

館、サハトべに花にあるんですけれども、そ

ういった図書館の図書、これを電子化して貸

し出すことは考えられているのか。そのもの

を電子化しなくてもいいんですけれども、電

子化としてそういう、購入するとか、そうい

ったのをやれば、より町民、特に子供たちな

んかはタブレットもありますんで、見られる

ようになるかなと。より知識に触れる機会が

増えるのかなと思うんですけれども、そうい

った意味で図書の電子化、電子化としての貸

出し方法なんかは考えていらっしゃるのかお

聞きいたします。 

   最後、３点目ですけれども、同じく図書館

費の中の自動車購入費ですけれども、こちら

事前に聞いたところ、令和２年度の実績が

4,795人、9,711冊を移動図書館車で利用され

た方がいらっしゃったと。こちら平成３年か

ら使っているということで、30年も使ってい

るということなんですけれども、すばらしい

実績だと思っております。 

   それで、この図書館、すみません、児童、

移動図書館車を新たに購入する財源としまし

て、こちらもクラウドファンディング、動物

園のリノベーションと同じですけれども、ク

ラウドファンディングを利用するとお聞きし

ております。こちら動物園のときもお聞きし

ましたけれども、どこが行うのか非常に大事

になってくると思うんですけれども、このク

ラウドファンディングはどこが主導で行うの

かお聞きしたいです。 

   以上です。 

○佐藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 予算書111、113ページ、９款

１項５目地域防災費に関するお尋ねでござい

ます。 

   ご質問の空き家等対策協議会につきまして

は、今年度おかげさまで１回実施をさせてい

ただき、来年度も引き続き実施させていただ

きたいというふうに考えるところでございま

す。委員、大変恐れ入ります、２回開催とい

うふうに先般の予算状況調査の際に私自らご

説明申し上げたことの訂正をお願いいたした

く、予算的には３回を予定しておりました。

大変失礼いたしました。いずれにせよ、もっ

と増やしてもいいのではないかというご意見

かというふうにお察し申し上げるところでご

ざいますが、まずは初年度ということで３回

分の予算を見させていただき、年間通して

様々な対応をしていく中で、さらにその後と
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いうことでいくと、もっと増やしたほうがい

いのではないかというふうに、それこそ協議

会の方々からもそのようなご意見をいただく

かもしれませんので、そういった中で、適宜

回数については見直しを図ってまいりたいと

思います。まずは３回ということでスタート

させていただきたいという考えでございます。 

   以上です。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 127ページの図書館費につ

いてでありますが、今小中学生にタブレット

を１人１台配付やっているところであります。

そんなことから、図書の電子化の考えという

ご質問でありますが、できればそういうふう

にしたいというふうには私も思います。ただ、

現状的に、今の法律といいますか、著作権、

あるいは作家さんから言わせれば、本の売上

げに関する印税、そういった絡みがありまし

て電子化が進まないというか、できない条件、

要件があるのかなというふうに思っておりま

す。所有権が河北町にある図書であればそこ

はできるのかなと思いますので、副読本だっ

たりとか固定したものであればできると思い

ますが、中央図書館にあるような何千、何万

という図書をタブレットに入れることは現状

的には不可能であるというふうに思っており

ます。 

   あと、自動車購入費でクラウドファンディ

ングを活用してということで、どこが主体で

というようなことでありますが、クラウドフ

ァンディングにつきましては、いわゆる政府

といいますか、行政が行うガバメントクラウ

ドファンディングというものを活用してまい

ります。これは、財源が、民間であれば財源

がなければクラウドファンディングをして、

その費用が目標額に達しなければ事業できな

いというようなことはありますが、行政です

から、ふるさと納税の財源を活用します。い

わゆる一般財源、あるいはふるさと納税の財

源を活用することで、目標金額に達しなくて

も自動車は購入していくという考えでありま

す。そういったことから、91ページのふるさ

とづくり寄附事業のふるさと納税業務委託料

の中に一部入っているということでよろしく

お願いをしたいと思います。 

○佐藤委員長 「７番阿部委員」 

○阿部委員 ご回答ありがとうございます。 

   最初に、空き家等対策協議会のほうについ

てでございますけれども、３回ということで

したけれども、やはり少ないかなというふう

に個人的には、個人的には少ないなと思う印

象でした。ただ、主幹のほうからは、会議を

するにつれて見直しを図っていくという言葉

をいただきましたので、ぜひ、令和４年度中

は協議会のほうで真摯に検討、話合いをして

いただいて、回数、あるいは中身、活用方法

なんかも、より進めていただければと思いま

す。本町職員以外にも、やっぱり構成委員も

専門の方々が、専門の方も非常に多いので、

こういうのもなるべく早く取り組んでいただ

いて、謝礼の額とかそういう問題ではないの

かもしれませんけれども、そこは、やはり真

摯に取り組んでいただければと思います。空

き家対策については以上です。 

   ２点目の図書館の電子化について、図書の

電子化についてでございますけれども、やは

り法律の壁というか、著作権の壁というか、

そこら辺は確かにあるのかなと思っておりま

す。ただ、所有権が町にあればオーケーとい

うこともありましたので、どういった本が町

の所有図書になっていて、どういうのをそも

そも電子化できるのかというのはなかなか難

しいところではありますけれども、課長のほ

うからも電子化のほうには対応していきたい

という、そういうのも検討していきたいとい

うお言葉がございましたので、今後の子供た
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ちの世代も含め、我々世代もそうですけれど

も、大人もそうですけれども、少しでも電子

化に慣れることが図書館以外、図書としての

利用が増えるかもしれませんし、そういった

意味で、また本町の皆さんの成長にもつなが

るのかなと思いますので、電子化のほうも少

しずつは対応していただければと思います。

こちらについても分かりました。 

   最後、移動図書館費の中のクラウドファン

ディングのほうですけれども、念のために確

認しますけれども、もう図書館購入費に発生

する、そういう手数料というか委託料みたい

なのは、91ページのほうのふるさと納税委託

料のほうに全て入っているということでよろ

しかったでしょうか。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 全てというか、ほとんど委

託料に入っておりまして、あとはＰＲ、広報

等につきましては、町が直接またホームペー

ジを立ち上げたりとかということで行ってい

くものも一部あります。全てというと全てで

はなく、直接町が関わるものも一部出てきて

はいますが、ほとんど委託料の中には入って

いるところであります。 

○佐藤委員長 「７番阿部委員」 

○阿部委員 分かりました。ぜひすばらしい児童

移動図書館も購入できるように、目標金額は

ここでちょっとお聞きしませんけれども、そ

こもちゃんと定めた上で実行していただけれ

ばと思います。 

   以上です。 

○佐藤委員長 以上で、７番阿部恭平委員の質疑

を終わります。 

   次に、「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 私から１点質疑させていただきま

す。 

   ９款１項１目非常備消防費、111ページで

すが、この保険料に属しているかちょっと定

かではありませんので確認していただければ

と思います。 

   消防団員の災害活動用自動車保険について

であります。13万6,000円新規ということで、

これは、消防団員の活動の際に車で現場に駆

けつけて行ったときの車の任意保険だという

ことを調査の中でありますが、それに関して、

ちょっとお聞きしたいと思います。この加入

方法ですけれども、どういった加入方法なの

か、私たち個人で任意保険入っていますけれ

ども、そういった形で同じような加入方法な

のか、それとも、今消防団員473名在籍とい

うことでお伺いしていますが、その方の全員

分の保険加入でこの13万6,000円の額面の保

険料というか予算計上になっているのかお聞

きしたいと思います。 

   また、その個人で入っている保険と、この

団体で入ろうとしている保険のどちらを使っ

て直すとか、何か決まり事があるのかどうか、

その辺も含めてお聞きしたいと思います。 

   以上です。 

○佐藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 予算書110、111ページ、９款

１項１目非常備消防費の中の保険料に関する

お尋ねでございました。 

   委員おっしゃるとおり、保険料、予算書上

は163万8,000円ということで計上させていた

だいておりますが、このうちの13万6,000円

が消防団員災害活動用自動車保険ということ

で、令和４年度より新たな取組としてさせて

いただきたいというふうに考えているもので

ございます。 

   ご質問いただいたうち、１点目の加入方法

でございますが、恐れ入りますが、支払い方

法ということで、ちょっと言葉を置き換えて

お答えしたいと思うんですけれども、保険会

社とのやり取りを今進めている中におきまし

ては、例えば令和４年４月、実際に災害や火



 

- 279 - 

災などが起きて出動することがあるかもしれ

ないわけなんですけれども、災害や火災など

が起きて実際に自家用車で現場に向かった団

員がどれぐらいいたかという実績に基づいて

翌月精算するというような加入方法になりま

すので、一人一人が入らなくちゃいけないと

いうスタンスではございません。台数に応じ

て実績払いという加入の仕方になりますので、

ご理解のほどよろしくお願いしたいと思いま

す。 

   ２点目の、個人で加入している保険とのす

み分けといいますか、違いという部分でのご

質問かと思いますが、もともとこういった保

険の必要性というものを検討しましたときに、

こういう保険がない時代のことを言いますと、

自家用車で駆け付けた、そこで事故が起きた

という場合には、どうしても個人の保険で対

応せざるを得なかったと。そうなると、当然

保険料に跳ね返りまして、個人で負担してい

るその保険料が次の切替えのときにはどうし

ても金額が上がってしまうと、そのような弊

害が、本町では実例はないというように聞い

ているんですけれども、全国的には大分問題

になってきたという経過がございます。そう

いったものを解消するためにもこういう保険

が出てまいりまして、これを町の負担で加入

しようというものでございますので、個人で

加入している自動車保険かどうかという選択

肢の場合には、迷わずこちらの保険のほうを

適用させていただきたいというふうに考える

ものでございます。 

○佐藤委員長 「６番東海林委員」 

○東海林委員 そうすると、台数分、消防団員の

台数分で一括して加入するという説明だった

と思うんですが、ただ、これ調べていくと、

総務省のホームページには、個人個人の消防

団員の車両と、あと価格と、車検証と、それ

を行政、町に申請出して手続するという、ホ

ームページには記載になっているんですが、

それとの差は何でしょうか。 

○佐藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 この保険につきましては、繰

り返しになりますけれども、自家用車で現場

に向かわれた消防団員に対する補償というこ

とでございますが、業者のほうと確認させて

いただいておりますのは、実際に出動した実

績に基づいて、翌月その台数に応じて保険料

を支払うということで確認取れておりますの

で、そのような加入方法になるという認識で

おります。 

○佐藤委員長 「６番東海林委員」 

○東海林委員 台数、台数と言いますけれども、

ただ、その消防団員の各個人の車で現場に向

かうわけですから、その個人の車の価値とい

うのが全然違うと思うんです。あと車両の価

格とか、そういったことで、台数で１台当た

り何ぼという保険金を渡されてしまうのか、

ここによって多分違うと思うんです。そこら

辺はどう解釈すればいいんですか。 

○佐藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 補償の内容を先に申し上げた

いと思いますが、対人、対物は無制限で、車

両については300万円免責なしという保険契

約になる予定でございます。そうした中で、

もちろん委員おっしゃるように、車の価値と

いいますか、価格というものはそれぞれ違う

とは思いますが、この中で補償をさせていた

だきたいという考え方であります。車の台数

ということでありますけれども、この積算に

当たりましては、過去３年間の実際の消防団

の出動状況などを、概算ではありますが確認

いたしまして、１年間につき80台掛ける１台

当たり1,700円という積算を基に、この13万

6,000円という予算を組ませていただいたと

いう経過でございます。 

○佐藤委員長 「６番東海林委員」 
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○東海林委員 80台出動して1,700円ですか、１

台当たり、の年間の保険額で13万6,000円の

保険金額だということで予算計上したという

ことですが、その300万円とか、対物、車両

300万円という価格というものはどうやって

はじき出すのか、保険会社プロですから、ど

うやっていかなることでも出すとは思うんで

すが、ただその人個人の車がどのぐらいの、

本当に価値があるかとか、そういったデータ

がなければ、その個人が本当にそこで災害に

遭って、車両保険とか何だかんだという保険

が本当に支払われるのか。ましてはその個人

の車を任意保険、これ２つ、重複して加入は

多分無理だと思うんです。そうすると、こっ

ちが出るだのこっちが出ないだとかだって、

ちょっと何かいざこざが起きるのかなとは思

うんですが、そういったことを解消するため

にも、やっぱり消防団員の、入るんであれば、

車の価値を確認するためにも車検証とかそう

いったものをやっぱり総務省がおっしゃるよ

うにしておくべきではないのか、そうすると、

事務手数料じゃないけれども、事務の作業が

すごく大変になるとかそういった問題もある

とは思うんですが、そこまでしないとはっき

りした支払いというものは、保険会社じゃ、

私ないもんで分かりませんが、そういったこ

ともあるんではないかと思っています。 

   ただ、それで、この保険というのは、多分

2020年４月に始まったものだと思います。そ

の差が２年間、河北町の我が町の場合は、来

年度、令和４年度からなるということですけ

れども、もっと早くこれをやるべきだったの

ではないか、これは意見として申し上げます

が、そういった形で、その加入方法をしっか

り消防団員の方に情報発信して、手続、ミス

のないようにしていただければと思いますが

いかがですか。 

○佐藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 委員おっしゃるように、加入

方法、あるいは補償の内容など、しっかり団

員の方にお伝えしまして、しっかりお伝えし

てまいりたいと思います。 

○佐藤委員長 「６番東海林委員」 

○東海林委員 そうですね、やっぱり団員の方も

せっかく活動して、災害活動して、車が、自

分の車が損害を受けて、直したいけれどもな

かなか直すのにも手がかかったとか、そうい

ったことで、何で最初から登録していなかっ

たのかとかいろいろ問題出てくると悪いので、

しっかりそこら辺は精査して申し込み手続、

加入手続を行っていただきたいと思います。 

   以上で終わります。 

○佐藤委員長 以上で、６番東海林信弘委員の質

疑を終わります。 

   次に、「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 私のほうからは１点だけ質疑させて

いただきます。ぺージ127、10款４項３目図

書館費の自動車購入費に関してお聞きいたし

ます。 

   先ほども同僚委員のほうからいろいろ話あ

りましたが、その内容をちょっと除いた形の

視点でちょっと質問させていただきます。 

   1,463万円というふうに具体的に数字が出

ていますが、どのような、まず車両を考えて

いるのかというふうなことをお聞きしたいと

思います。 

   また、今現在の移動図書館の使用の実態に

ついてお尋ねしたいと思います。私がいろい

ろちょっと調べたところによりますと、小学

校６校が一応移動図書館の対象ですよと。そ

して、中部小学校は非常に図書館と近いので

やっていないですと。そうしますと、残り５

校ですと。令和３年度非常に子供さんの出生

数が少なくて、今現在70名前後というふうに

お聞きしていますので、人口減少、生徒さん

の減少というやつを、この内容に加味した上
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でいろいろ取組を考えているのか、その辺の

ところをちょっとお尋ねしたい。 

   30年前の車なので、非常に古くなっちゃっ

たと。そして、更新したいと。移動図書館と

して今回更新すれば、３台目というふうなこ

ともお聞きしております。これまでの事業の

継承の中に、今回の移動図書館というやつも、

本当にそのままそっくり入れて、本当にいい

んだろうかと。例えば、ここ三、四年、５年

の中で、小学校の統廃合ができましたとなっ

たときには、さらに利用価値が低くなると。

小学校だけじゃなくて、別な移動図書館の使

い道を考えてらっしゃるとか、そういうふう

なことをけんけんがくがく所管の中でやって、

今回申請というふうな内容に結びついている

のか、これをしっかりとお聞きしたいと思い

ます。 

   今の車は確かに30年前のやつかもしれませ

んが、走っている走行距離というのはえらい

やっぱり少ないんです。そして、一度買って

しまえば完全に特殊車両というふうな内容で、

中を改造しますので、使い道がないと、図書

館しか。そういうふうなことをそのままこの

先進めていいんだろうかと。せっかく買う、

購入、車でしたら、もうちょっと使い方を、

幅を広くしたようなことなんかも考えていら

っしゃるのか、その辺のところもちょっとお

願いしたいと。今、例えば溝延小学校のほう

に月１回行きますよと。そして休み時間を挟

んで生徒さんのほうからいろいろ要望をいた

だいた図書を持って、約、図書スペースに

1,000冊ぐらい一応持っていきますというふ

うなお話をお聞きしました。これはこれで、

私はすばらしいことかなというふうに思いま

す。ただ、西里にしても北谷地にしても、月

１回の利用というふうな今枠の中で業務が進

められているというふうなことをお聞きしま

した。今回千四百何万円を投資したときに、

このままの使い方するのかと。もっと用途を

広げるような、何か工夫を考えていらっしゃ

るのか。その辺のところをちょっとお尋ねし

たいと思います。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 127ページの図書館費の中

で、自動車購入費、このたび購入するものは、

平成３年に購入した図書館車、老朽化してと

いうことで、30年たって、今部品等の不具合

が出た場合には、修理、修繕ができないよう

な状況になっております。そういったことも

あり、新規に購入するものであります。２ト

ンダンプを購入して、それに図書を搭載でき

る仕組みを改造していくものでありますけれ

ども、これまでは、マニュアルミッションで

したけれども、今となればオートマチック車

であり、４ＷＤであってというような車を想

定しているところであります。各小学校に月

１回行っております。そこで、本当に子供た

ちが移動図書館車待っていてくれますので、

月に１回ではありますけれども、借りられる

数を借りて、またその日を待ちわびていると

いうような状況の中で、今後統廃合がという

ようなところも話題になろうかと思いますが、

じゃあ、令和４年度、あるいは５年度という

ときに、移動図書館車の必要性というものは

十分捉えていますので、その必要の中で、今

30年たった移動図書館車が万が一というふう

なことを考えると、やはり新しい移動図書館

車の購入が必要になろうかと考えているとこ

ろであります。 

   本当に、来年度については、自動車を購入

し、改造して、できるだけ早期に、その移動

図書館車を利活用できるように鋭意努力して

まいりたいというふうに思います。 

   小学校だけではなく、学童保育所のほうに

も移動図書館車で回っております。また、ど

んがホールに配本したりと、今後についても
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いろいろなところに、多くのところに、配本

なども計画をしているところでありますので、

移動図書館車としての利活用については、十

分機能を果たしているのではないかというふ

うに考えているところであります。 

○佐藤委員長 「５番吉田委員」 

○吉田委員 ありがとうございました。 

   私、移動図書館に対して反対するものでも

何でもなくて、より使っていただけるような

ことが、やはり出てこないと、なかなか私は

まずいと思っているんです。河北町は、えら

い小さい町です。溝延から図書館に来るった

って、10分そこいらで来られるわけです。南

部小学校だって５分そこいらで来られるわけ

です。西里も北谷地も。そこにあえて移動図

書館を1,400万円かけて、本当にいいんだろ

うかと。図書を運ぶだけの車と、あとはその

車の中の図書みたいなところで本を見るのが

いいのかと。いろいろ切り口は多分いっぱい

あると思うんです。そういったところをやっ

ぱりやっていってもらって、例えば、オーロ

ラビジョンみたいなやつを、65インチぐらい

のディスプレーみたいなやつをつくって、何

か今からＩＴとかそういった関係のやつで

様々な用途に使えるとか。もしくは、町の事

業をやるときに、すーっとそのトラックが来

て、やっぱりイベントをするときに、町長挨

拶なんかそれで見られるとか、そういうふう

な工夫を、1,400万円あったら私できると思

うんです。ただ単に本を運ぶだけの車で改造

したって、がんじがらめでずっとやっちゃっ

て、今回30年使ったからまた30年使うんです

か。それはちょっと学校がなくなりますよ。

そこを見て、やはり税金を使っていただきた

いと。今の内容からいったときに、そんなに

所管のほうでけんけんがくがくして、今回の

車両申請をしたのかなというふうに、ちょっ

と疑問に感じるところはありました。やっぱ

り子供たちに夢があるというふうな内容で、

今までの事業のただの継承じゃなくて、そこ

にプラスアルファしたやつを、その移動図書

館に持たせていただけるような内容だったら、

私は賛成したいと。そして、学童だって、小

学校だって、生徒さん一緒ですよ。もしくは、

その老人会がそういうときに何か授業があっ

たときにぱっと行ってカラオケやれるという

ふうな内容も一つはいいかもしれない。スピ

ーカーもつけちゃって、そういうふうな、イ

ベントでも活躍できるような車両というのは、

１台はあってもいいかなというふうには思い

ますんで、常に本を1,000冊つけておくとい

うわけじゃなくて、１か月のうちに使うのは

たった５日間ですよ。あとはずっとサハトの

倉庫にその車は待機しているというふうな状

況になっていますんで、やっぱり利用価値の

あるような移動図書館に、もっと考えていた

だきたいと。私の今の意見に対してお答えく

ださい。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 移動図書館車の有効活用と

いうことでは、十分にこれからも検討してい

きたいと思います。新しくなった移動図書館

ということでは、これまでも小学校に行った

ときに、前回、１か月前に予約をした本など

を中心に配本とか持っていくことにはしてい

るんですが、移動図書館の中にも約1,500冊

ほど詰めることができます。子供たちも、全

員ではないんですが、数人はやはり図書館、

移動図書館の中に入っていろいろ探す、見る

ということの楽しみもあるようでありますの

で、そういった意味では、新しくなれば、ま

たその気持ちも新たにまた多くなってくるん

ではないかと思われますし、いろいろな意味

で、移動図書館もそこだけではなく、活用法

についても検討していきたいと思います。 

○佐藤委員長 「５番吉田委員」 
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○吉田委員 各小学校の図書室というか、そうい

うふうな内容の整備状況を教えてください。 

○佐藤委員長 「石山教育主幹兼指導主事」 

○石山教育主幹兼指導主事 学校図書館の中には、

児童用の図書、それぞれ学校によって図書本

数は違うんですけれども、毎年更新していけ

る予算も持っているところですが、町の図書

館ほど大きな規模の予算はありません。わず

かしか図書の更新ができなくて、配本になっ

てしまう部分もありますけれども、町の図書

館で子供たちの読書量が増えているというと

ころは確かにあります。 

○佐藤委員長 「５番吉田委員」 

○吉田委員 ありがとうございました。 

   やはり、各学校のほうで用意していただく

図書の更新というふうな内容が今後どうある

べきかと。あと、今回移動図書館というふう

な内容で、新たにそういうふうな事業をきち

んと整備してやるというふうな内容を一緒に

やっぱり考えていただいて、いい子供さんへ

の移動図書というふうな内容の提供を図るよ

うにお願いを申し上げて私の質疑終わらせて

いただきます。 

   以上です。 

○佐藤委員長 以上で、５番吉田芳美委員の質疑

を終わります。 

   次に、「２番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 それでは、１点になりますけれども、

113ページ、９款１項５目、この中の謝礼、

防災減災機能装備検討委員会とありますけれ

ども、具体的にどういった事業なのか、まず

お聞かせいただきたい。 

   それから、また同じ、この目の中の災害対

応力強化訓練委託料、これについても説明を

お願いしたい。 

   さらに、事業名で言うと、防災ラジオ整備

事業というのがあります。これまでの、要す

るに配備拡大ですね、対象を拡大したという

ふうにありますけれども、令和３年度とどう

いった違いがあるのか、この内容についてお

聞かせいただきたい。 

   最後になりますが、防災士養成講座受講負

担金ということで、令和３年度に比べるとか

なりの総額になっておりますけれども、何名

を予定しているのか、また、この防災士を増

やしていくという考え方、今後の考え方につ

いてお聞かせいただきたい。 

   以上。 

○佐藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 予算書112、113ページ、９款

１項５目地域防災費に関するお尋ねでござい

ます。 

   まず、１点目の謝礼の一部ということにな

りますが、防災減災機能装備検討委員会と申

しますものは、これも令和４年度からの取組

としてぜひやらせていただきたいというもの

でございます。実際に、防災、減災に当たり

まして、防災施設の在り方、機能の整備とい

うふうにうたっておりますが、例えば、避難

所にそれぞれに想定人数というのが、避難想

定人数というのがあるわけですけれども、そ

れに見合うような備蓄品の種類であったり、

数であったり、あるいは、避難所の空きスペ

ースの有効活用といいますか、備蓄分散、分

散備蓄、こういった部分においても検討を重

ねてまいりたいというふうに考えております。

こういう避難所をめぐる各テーマ、各課題に

対しまして、役場の中の、町の中の各担当課

同士で話し合うのではなくて、外部の方々の

意見も取り入れた中でしっかりと話し合って

まいりたいというのが、この新しい検討委員

会というような位置づけでございます。 

   ２つ目の説明、ご質問いただきました、災

害対応力強化訓練でございますが、令和３年

度、今年度におきましても県の防災アドバイ

ザーの資格をお持ちの方をお招きいたしまし
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て、私ども職員もそうですし、防災士の方々

や地域の方々、それぞれ災害対策本部の模擬

訓練を行ったり、避難所の開設、運営訓練な

どを行わせていただきました。こちらの訓練

を令和４年度におきましても、また引き続き

行わせていただきたいという内容でございま

す。 

   あと、３点目の防災ラジオ整備事業という

ことでございますが、予算上は視聴覚物品と

いうことで計上させていただいております。

令和２年度にスタートした事業でございます

が、令和２年度におきましては330台購入し

て、福祉施設のほか交通、失礼しました、洪

水被害に遭われるリスクの高い地域の方々の

うち75歳以上のみの世帯にまず配付をさせて

いただきました。今年度、令和３年度につき

ましては、70台を購入しまして、今度は土砂

災害の恐れのある地域の方々の、同じく75歳

以上のみの世帯に配付をさせていただいたと

いうところでございます。令和４年度におき

まして、範囲を拡大するということでござい

ますが、今申し上げました洪水や土砂のそれ

のある、危険度の高い地域の方々の避難行動

要支援者、いわゆる75歳には満たないけれど

も、体の障害であったり、そういった部分で

要支援者となっている方々がいらっしゃいま

すので、こういう方々にもラジオを無償貸与

させていただきたいという考えでございます。 

   ４点目、防災士養成に関するご質問をいた

だきました。予算では、９万2,000円という

ことで予算をお示ししているところでござい

ますが、人数としては８名分ということで見

込ませていただいております。 

   以上です。 

○佐藤委員長 「２番齋藤委員」 

○齋藤委員 １点目の検討委員会ですけれども、

そうすると、何名ぐらいの委員考えて、何回

ぐらい検討委員会開催予定しているのかお聞

かせいただきたい。 

   それから、２点目の災害対応力強化訓練、

私も去年参加させていただきました。やっぱ

り、こういう訓練、実際訓練してみないと、

なかなか、いざというときに訓練発揮できな

いので、ぜひ、こういったものは強化してや

っていただきたいし、今回開催は１回限りな

んですか。何回ぐらい予定しているのかお聞

かせいただきたい。 

   それから、防災ラジオについては、要支援

者にも拡大を広げるということですので、以

前に配った中で亡くなった方なんかもいるか

と思いますので、そういったところのラジオ

をまたさらに回していくとか、有効活用して

いただいて、できるだけ多くの皆さんに配備

なるように進めていただきたいというふうに

思いますので、この辺については了解しまし

た。 

   それから、４点目の防災士養成講座という

ことで、８名分ということで、これまでより

もずっと枠を広げてやるということなんです

が、私前々から町内会に、１町内会に１人は

必要だし、役場職員の中にも、こういった資

格を持った方が必要なんじゃないかというこ

とを申し上げてまいったんですが、今回役場

職員の中での、こういった資格取得なんてい

うのは考えているのかどうか、その辺につい

てお聞かせください。 

○佐藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 予算書112、113ページでござ

います。 

   災害対応力、失礼しました、防災減災機能

装備検討委員会謝礼の人数と回数ということ

でのお尋ねだったと思いますが、外部のほう

からは区長会の代表、民生委員、児童委員、

消防団、防災士、あとは避難所の開設運営で

最近言われますのが、女性の視点でというこ

ともございますので、婦人会、商工会女性部、
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農協女性部、こういった方々や、あるいは消

防署、あとは警察、あるいは避難所としての

学校関係者、こういったところにも入ってい

ただいて、もちろん私どもも防災・危機管理

室が担当ということになりますが、関係課が

集いまして協議を重ねたいというふうに考え

ております。年間、年度間の開催回数を３回

というふうに見込ませていただいております。 

   失礼しました、防災対応力強化訓練の回数

でございますが、予定としては３回というふ

うには考えているんですが、一方で、できる

だけ多くの方、地域の方だったり、あるいは

施設管理者だったり職員だったりという、い

わゆる関係者が一堂に会したほうが効果的か

なという思いもございますし、一方でコロナ

禍がどういうふうになっているか分からない

ところもありますので、そういった状況を見

ながら、また講師の方ともいろいろ相談しな

がら、場所と、時期と、検討してまいりたい

というふうに考えております。 

   あと、防災士の養成に関しましては、今年

度の実績、令和３年度の実績としまして、職

員の中で２名が防災士の資格を取得させてい

ただきました。来年度以降につきましても引

き続き、地域からご推薦いただく方々ととも

に、職員からも防災士が増えてまいりますよ

うに努めてまいりたいと思います。 

○佐藤委員長 「２番齋藤委員」 

○齋藤委員 １点目でありますけれども、３回ほ

どということで、この中で、実はこの検討委

員会の中身についても、地元回帰促進事業、

住宅事業、開発事業についての検討状況とい

うことで説明ありまして、この中でも、こう

いった今後南部地区から自主防災会から要請

のあったプール跡地、公民館機能備えたコミ

ュニティーセンターといった要望に対して、

こういった検討もしていくということを伺っ

ているんですけれども、これをちょっと、こ

の辺の考え方についてお聞かせいただきたい

と思います。 

   それから、強化訓練については、３回を大

体予定して、できるだけ効果的な訓練を行っ

ていただきたいというふうに思います。 

   それから、最後の防災士、役場職員もぜひ

資格者を増やしていただいているときに退職

してからもこういった資格というのは役に立

ちますので、しっかりと資格取得者を増やし

て、防災機能の強化を果たしていただきたい

というふうに思います。 

○佐藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 防災減災機能装備検討委員会

の関係でお尋ねをいただきました。施設の在

り方として、幅広く検討してまいりますので、

その中で要望をいただいております、南部プ

ール跡地の活用、南部地区のコミュニティー

センターというものもその中に出てくるかも

しれませんが、具体的にどのタイミングでど

のようにかけようかという部分まではまだ内

部調査もおこなっておりませんので、引き続

き検討していかなければいけないことだと考

えております。 

○佐藤委員長 「２番齋藤委員」 

○齋藤委員 ぜひ、こういった要望のあることは

あるんですが、なかなか今の場所ではちょっ

と無理だという結論ですので、もっと広く地

域全体を考えながら、こういった避難所の在

り方なんかも検討していただきたいというこ

とを申し上げて終わります。 

○佐藤委員長 以上で、２番齋藤隆委員の質疑を

終わります。 

   次に、「１番岡田桂司委員」 

○岡田委員 ページ、126、127、10款４項３目の

図書館費です。 

   令和２年度において、サハトべに花のエン

トランスホール、全天周の下にＤＶＤを見る

装置が結構ありました。資料によりますと、
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そのＤＶＤを使用、５年間使用しておりませ

んでした。指摘をさせていただいて、もう使

わないといったら取り外すということで、テ

ープが貼られました。当然なくなるわけです

から、今年、令和３年度にいろいろ対処する

のかなと思いましたが、なかなかなっており

ませんし、今回この図書館に新たに専用のＰ

ＣかＤＶＤのプレーヤーがつかるものと私は

思っていたのですが、この予算書を見ると、

ちょっとないようなのかどこかに隠れている

のかお教えをいただきたいと思います。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 図書館費の中で、予算がな

いということでありますが、計上していない

ところであります。情報コーナーとしてＤＶ

Ｄコーナーがあった、サハトべに花の入り口

入って右手というんですか、ＤＶＤコーナー

がありまして、コロナ関係もあって、そこを

今撤去して、個々人で情報コーナーとして、

本を借りてきて、あるいは自分で学習する場

ということで今提供しているところでござい

ます。もともとＤＶＤコーナーといいますか、

情報コーナー、名称は変わって、仕様、中身

についても今年度から変更して、学習スペー

スとして利活用しているところでございます。 

○佐藤委員長 「１番岡田委員」 

○岡田委員 課長、私図書館費で聞いているんで

すよ。サハトの施設で聞いているわけでない。

ＤＶＤと言っているわけですから、それを今

からどこに何をすべきかというので、私は答

えてほしかった。今、現実に図書館の中には

ＤＶＤコーナーがある。大変失礼ですけれど

も、他市町村の図書館のＤＶＤのコーナーか

ら見ると数段劣っています。でも、それが全

然見ることができないというのは、私おかし

いと思う。今、いろいろな子供の図鑑が結構

並んでいますが、その子供の図鑑の後ろに、

全部、ほとんどＤＶＤつきとかといって、そ

ういうものが設置、入っているんです。私は

必要と思っています。でも、今そういう世の

中ではないんだというのであれば、もうやめ

ますというのあれば、私は、ああそうですか

と言うしかありません。でも、大変失礼です

けれども、石山主幹、急で申し訳ないんです

が、今学校で、昔ですと視聴覚教育とか何か

というと、８ミリフィルムと映写機というの

でした。私、平成８年かな、に初めて図書館

で一般質問したときに、私はビデオテープの

つもりだったんですが、お答えは全部８ミリ

でした。そういう経過があるんですが、今、

現時点、学校教育の中で、そのＤＶＤを使っ

た教育とか何かというのは、必要とされてい

るんですか。ちょっとお聞きしたいと思いま

す。 

○佐藤委員長 「石山教育主幹兼指導主事」 

○石山教育主幹兼指導主事 視聴覚教育として、

かつて16ミリフィルム、８ミリフィルム、大

活躍をしまして、視覚に訴えて耳で聞くこと

ができて、とても分かりやすいということで、

中には子供の心を打つ教材もたくさんありま

した。今、その後、ＤＶＤが進んできて、Ｃ

Ｄ等の映写機といいますか、再生機を学校で

も使ってきたのですが、今後、先ほど話の中

にもあったタブレットの導入等によって、動

画の再生がしやすくなっております。そうい

った再生機を持たなくとも、タブレット等で

パソコンを使って動画の再生をしているのが、

今でも、かつても同じ状況で使っているとこ

ろです。 

○佐藤委員長 「１番岡田委員」 

○岡田委員 今学校の中での状況を今ご説明いた

だきました。私は、あくまでも今、そういう

状況の中で、日進月歩進化しているというの

は分かります。でも、例えば、米沢の図書館

にパソコンが３階に６つ並んでいます。その

うちの４つがビデオ、ＤＶＤ専用と貼られて
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いるんです。あとの２つは自由にいろいろ使

える、検索したりなんかするのだと思います

が、あります。西川も２台です。間違えまし

た、川西も２台です。そして、高畠になると、

こういう机の中に向かい合って２台あって、

結構みんな検索しながらというふうな状況に

なっています。これは、担当課で今いろいろ

お話しありましたけれども、町の一つの政策

でもありますので、町長なり副町長成りお答

え願いたいんですが、これは、専用のＤＶＤ

のＰＣが必要か、プレーヤーが必要か分かり

ませんが、必要でないかどうかをお聞きした

いと思います。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 まず、私のほうから今の現

状なんですが、ＤＶＤにつきましては、以前

はＤＶＤコーナーがあって、そこで視聴して、

それから借りていくというようなコーナーが

ございましたけれども、コロナの関係もあり、

その視聴を取りやめて学習コーナーに変えた

ところでございます。なお、ＤＶＤの借用と

いいますか、貸出しにつきましては、中学生

以上の方に１本ずつという限定つきではあり

ますけれども、現在もお貸しをしている状況

にあります。視聴できるコーナーが必要かど

うかということにつきましては、今の現状の

中で厳しい状況だということで変更したとこ

ろでございます。 

○佐藤委員長 「森谷町長」「１番岡田委員」 

○岡田委員 コロナ禍だから分からないと言いま

したけれども、その設備を整えるかどうかと

いうのは、私聞いているのはどうなのか、現

状は、みんなで見るんだったら要らないとい

うことになるんでしょうけれども、検索した

りちょっと見るという程度だったら、そうい

う考えとは違うのかなと私は思うんですが、

町長、どう考えますか。 

○佐藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 結論から言うと、私よく考えてみた

いということはあるんですけれども、いずれ、

今こういったデジタル化というか、タブレッ

トも含めて今の、本当日進月歩、委員おっし

ゃるように日進月歩であります。そういう中

で、学校現場の状況、あと図書館ということ

であれば、学校教育だけでなく、子供さんた

ちだけでなくて、大人の人もという需要もあ

るかと思います。そういった中で、他の市町

村における図書館の状況もありますけれども、

これからどこにどういう形でその図書館の対

応のところに投資していく必要が有効なのか

ということについては、技術的な動向なり必

要性なり、教育委員会、あるいはいろいろな

形でよく勉強、研究させていただきたいとい

うふうに思います。 

○佐藤委員長 「１番岡田委員」 

○岡田委員 あまりくどくど言うのもいい加減嫌

になってきたのですが、なくてもいいでしょ

う。 

   終わります。 

○佐藤委員長 以上で、１番岡田桂司委員の質疑

を終わります。 

   次に、「８番松田收作委員」 

○松田委員 それでは、私から２点ほどお聞きし

たいと思います。 

   ページ、134番、11款５項３目林業施設災

害復旧費、これの中で、測量費113万円、土

木工事費委託料ですか、51万5,000円、これ

まずどこをこれほどしなければならなかった

のか、場所と、いつ頃までこれをやるのか、

まずお聞きしたいと思います。 

   それから、136ページ、12款１項１目、２

目、債務利子だけで2,902万3,000円というの

が書いてあります。今低金利時代に利子だけ

でも2,900万円というと、かなりな膨大なあ

れになると思うんですけれども、元金ではど

れほどの額になるのか、まずそれをお聞きし
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たいと思います。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 134、

135ページの林業施設災害復旧費であります

けれども、これに関連しましては、４か所ほ

どの林道災害復旧の工事を見込んでおります。

岩木田代線、林道葉山線、林道両所線、林道

沢畑線ということで、４か所に関連します事

業と測量設計などを検討しているところであ

ります。令和２年７月豪雨で災害を受けたと

ころで、令和３年度中に完成しなかったもの

について対応させていただきたいということ

で考えているところであります。 

○佐藤委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 136、137ペー

ジ、12款１項２目の公債費の利子に関しての

質問で、元金の額ということでありますので、

151ページをご覧ください。 

   このページに起債の残高を載せております。

表の一番左の前前年度末のが令和２年度末に

なります。その隣が令和３年、前年度末とい

うところが令和３年度末になります。令和３

年度末で一番下の合計の欄を見ていただきま

すと、83億8,481万3,000円というのが残って

いる起債の額となりますので、それに対する

利子というふうになるものであります。 

○佐藤委員長 「８番松田委員」 

○松田委員 １点目の林道ですけれども、これ、

４か所ですね、岩木田代線、ここは私も前に

行ったんで分かります。それから、花ノ木で

すね。失礼、葉山線のあそこ、かなりでっか

くいっていますけれども、あれなんかは、じ

ゃあいつ頃まで大体出るような感じですか。

何か見たところによると今年いっぱいかかる

んじゃないかとちょっと私は見ているんです

けれども、そんな大規模な災害になっており

ますけれども、まず、そこをお聞きしたいと

思います。 

   それから、利子と元金がということですけ

れども、これは心配性なのか知りませんけれ

ども、今もよく言われています。子供、孫に

この債務を残していいのかというようなこと

で、ちょっと心配なんですけれども、いつ頃

まで、これ大体通常になるかなと思って、そ

の時期などもお聞きしたいと思いますけれど

も。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 135

ページの林業施設災害復旧費に関連します林

道葉山線の工事でありますけれども、令和３

年度中に国の補助事業を受けまして、災害復

旧しておりますけれども、その工事が残念な

がら令和３年度中に終わらなかったと。令和

４年度に工事費で予定しているところにつき

ましては、河北町から見てその奥というふう

なことになります。令和３年度中に工事をし

ております工事について早く終わらせて、で

きるだけ早めにこの林道葉山線のほうの奥の

ほうでありますけれども、奥のほうについて

も令和４年度中には終わらせたいというふう

に考えてございます。 

○佐藤委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 起債について

の、借金についてのご質問でありますけれど

も、同じように151ぺージを見ていただきま

すと、令和２年から令和３年にかけて起債の

残高が大きく増えておりますが、これは新庁

舎の建設が大きく影響しているものでありま

す。その脇、令和４年度の償還見込額として

７億2,700万円ほどあって、令和４年度末は

81億円というふうになるものでありますが、

起債の大体借入れの時期でありますが、借入

れの長さといいますか、償還の年数でありま

すけれども、短いものですと大体10年、長い
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ものですとおよそ20年というふうな借入れに

なっておりますので、長いものはこの先20年

間も続くというふうになりますが、今後の償

還の見込みでありますけれども、おおよそ７

億2,000万円から3,000万円ぐらいで推移する

だろうというふうに一応試算をしております。

新庁舎の整備に伴って発行した起債の据え置

きが３年ありますので、３年後から元金償還

が始まりますから、しばらくの間は７億

2,000万円から3,000万円ぐらいの間で推移す

るものというふうに予定しています。なお、

その後の起債の発行見込みですけれども、今

のところ大きい事業のところは、今のところ

大きい起債を発行するような事業を予定して

おりませんので、起債の残高は、年々、少し

ずつ減っていくものというふうに考えており

ます。 

○佐藤委員長 「８番松田委員」 

○松田委員 葉山線、分かりました。まず４年度

に完了するように、役場のほうからもはっぱ

かけてください。急がせてください。 

   それから、いろいろ債務のことでお聞きし

ましたけれども、やっぱりこうして町を動か

していくためには、ある程度の債務はあれだ

と思いますので、最短で10年、それが長いも

ので20年と言いましたか、その辺で大体私た

ちの子供、あるいは孫たちにもあまりあまり

債務を残さないように、何とか努力していた

だきたいということを申し上げて終わります。 

○佐藤委員長 以上で、８番松田收作委員の質疑

を終わります。 

   ここで、２時20分まで休憩とします。 

     休 憩  午後 ２時０２分 

     再 開  午後 ２時１８分 

○佐藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   委員長から申し上げます。先ほどの１番岡

田委員、５番吉田委員の質疑に対する答弁の

中で訂正したい旨の申出がありますので、こ

れを許可します。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 大変失礼いたしました。先

ほど、移動図書館車の２トントラックを改造

していくものですが、私、２トンダンプとい

うふうに発言をしてしまいました。失礼いた

しました。（「そんなの関係ない」「ちょっと

待って、最後まで聞いて」の声あり）それか

ら、ＢＭ車、いわゆる移動図書館車で配本を

している場所について、小学校と、あと学童

保育所というふうにも申し上げましたが、い

わゆるＢＭ車、移動図書館車を活用して学童

にではなく、職員の別な車で配本などを行っ

ていることもありますので、移動図書館車を

活用した学童保育所への配本ということでは

訂正をさせていただきたいと思います。 

   大変失礼いたしました。 

○佐藤委員長 引き続き、９款から14款までの質

疑を続行します。 

   次に、「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 私からは２点質疑させていただきま

す。 

   １つ目は、118、119ページ、10款２項１目

の小学校の学校消耗品の中の、保健室に準備

されている生理用品についてと、10款３項、

同じく122ページ、123ページの、10款３項２

目学校消耗品の予算の中にある、保健室に準

備されている生理用品についてです。関連が

ありますので、これを１つにしたいと思いま

す。 

   それは、一般質問でもさせていただきまし

たけれども、私の質問の仕方が悪かったとい

うか、下手だったので、なかなか通じなくて

理解いただけなかったかなと思っているんで

すけれども、そのときに、同じ日に村山市の

ほうでは同じ一般質問がなされました。その

ときに、次の日の新聞にあれが載っておりま

した。村山市のほうでは、このような教育委
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員会では、小中学校のトイレ生理用品を配備

することについて、教育指導室長さんは、楯

岡中をモデル校として試験的に配備した。女

子生徒目線で使い勝手やルールを考えてもら

い、課題を洗い出してもらう。教職員や保護

者にもアンケートを取り、具体的な工夫をし

ていくとの答弁があったようですけれども、

やはり、県の教育長が県内の市町村の小中学

校にも配備していただくようお願いをすると

いう通達が出ているわけですので、山形県内

のどの地域でも、まず格差なくそういうふう

な設置の検討は行われるべきではないのかな

というふうに思いまして、まずは必要かどう

かの試験運用はしてみるべきだとは思います

けれども、あれから何日もたっていないんで

すけれども、再度質疑をさせていただきたい

と思います。 

   それから、２つ目は、124、125ページです

けれども、10款４項４目はたちのつどい事業

委託料ですが、22年の４月から18歳で成人に

なるわけですが、このはたちのつどいという

のは、成人式ではなくはたちのつどいという

ことで、二十歳で行われるのか、だから、成

人式ではないわけですよね。このことについ

てどのように計画されているのか、考えてい

るのかをお聞きしたいと思います。 

   この２点です。よろしくお願いいたします。 

○佐藤委員長 「鈴木学校教育課長」 

○鈴木学校教育課長 119ページ、10款２項１目、

また、121ページの、10款３項１目小学校と

中学校の学校管理費の中の消耗品について、

生理用品の無償提供といいますか、トイレの

配備についてに関してのご質問でございます。 

   このことについては、一般質問等の際でも

いろいろご意見もいただいたところでござい

ます。各学校、発達段階や学校の規模等にお

きましても、対応が違ってくるかとは思いま

す。試験的にというお話でしたけれども、試

験的に置くというのであれば中学校かなとか、

教育委員会サイドとしては考えているところ

ではございますが、来月、養護教諭の先生方

からご意見を伺う機会も設けてございますの

で、いろいろその学校現場のご意見等も聞き

ながら対応してまいりたい、そのように考え

ております。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 125ページの、社会教育総

務費のはたちのつどい事業委託料であります

が、委員のおっしゃるように、成人は、民法

上ですけれども、18歳に引き下げられます。

令和４年、来月といいますか、４月からにな

ります。これまでは、成人式とはたちのつど

いを合わせてといいますか、やっておりまし

たけれども、18歳の成人式ではなく、二十歳

になった年を祝うという意味も多少あるんで

すが、はたちのつどいということで、二十歳、

20歳に達したときにはたちのつどいを実施す

るというものでございます。 

   内容的には、実行委員、二十歳の、当事者

たちの実行委員で、内容等考えていくことに

はなりますが、ただ、その中に、成人式、こ

れまで行っていたような先輩方からのお祝い

の意味も込めた内容も含まれているというこ

とで実施をしていきたいということでござい

ます。 

○佐藤委員長 「９番丹野委員」 

○丹野委員 はたちのつどいからですけれども、

やはり、特に女の子の子供さんをもった親御

さんは、成人式の着物というものは、今まで

あって、心配をされていましたし、今でも町

の中では、そういう年齢の方たちは心配され

ているので、早めに知りたいということだっ

たので、よく聞きますので、分かりました。

じゃあ、二十歳になったらはたちのつどい、

成人式はなく、成人は成人の日ということで

すね。分かりました。 
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   それから、今学校教育課長のほうから答弁

ありまして、随分、私としては、一般質問よ

り進んだ考え方をしてくださったなというこ

とで、やるとしたら中学校ということで大変

よかったなというふうに思っています。やは

りどこの市町村でも、最初はやっぱり保健の

先生が寂しい、寂しいじゃなくて、子供たち

に相談をしていただきたい、子供たちの顔を

見ながらというのが、それはもう教育者です

ので、そういうことだったのだなということ

で、２回、３回と質問をして、それでそうい

うふうになっていくというふうな流れになっ

ているようだと思いますので、ぜひ、先ほど

の試運転をするなら中学校ということで、養

護の先生たちにもぜひそこら辺を考えていた

だいて、試験運用なるようにお願いしたいと

思います。 

   以上終わります。 

○佐藤委員長 以上で、９番丹野貞子委員の質疑

を終わります。 

   次に、「10番木村章一委員」 

○木村委員 112ページ、９款１項５目地域防災

費ありますけれども、町内の宅地の側溝に、

融雪、流雪になる水を流すというふうに実際

されておりますけれども、この管理について、

新年度どうなっていくかと。これまでは、そ

の大本の水を流す寒河江川から取水するとこ

ろが、寒河江川土地改良区ですかね、そこが

管理なので、大本は農業用水といいますか、

農林課が主管するんですが、それが流れてき

て、それで、その西里地区とか谷地地区の中

流れていくとなると、側溝が、都市整備課が

所管になって、あふれたりすると都市整備課

の問題なのかどうなのかみたいになると。さ

らに、危機管理といいますか、令和３年度か

らそういった危機管理を担当する部署もでき

ましてなんてことで、具体的に言うと、２月

の末に、寒河江川の昭和堰頭首工からの取水

を止めるというようなことがあったときに、

その流域に方々に水が流れないというふうな

通達を町で出したと。そして、それが、一番

雪を解かしたい、捨てたいという、ちょうど

ピークのときの土日、金、土、日あたりだっ

たので、何でこのタイミングで水を止めるん

だというようなことが、ちょっと話題といい

ますか、テーマになったと。この水を止める、

止めないなどというのを、町としてどうやっ

て判断するのかという仕組みをちゃんと整備

しておかなきゃいけないんじゃないかという

ことで、この問題のまとめをどこでやるかと

いうのをお聞きしておきたい。新年度もそう

いうことあると思うので、そのためにどうす

るかということをお聞きしておきたいと思い

ます。 

   それから、114ページ、10款１項２目です。

いじめの関連の予算がありますけれども、い

じめ、不登校対策で、Ｑ－Ｕアンケートとい

うのが取り組まれていると。これが、しっか

り取り組まれるといじめ問題はそんなに心配

がないんだとずっとお聞きしておったんです

が、なかなかいじめとしてはなくならない。

これはなかなか難しいテーマではあるんです

けれども、これに対しての取り組むスタンス

といいますか、これをしっかりやっていくと。

今後ともそれをやっていくということなんだ

ろうと思うんですが、特に、いただいたアン

ケートに対する対応の仕方、どんなことを留

意して対応されている、どんな体制をつくっ

ているかみたいなことについてお聞きしてお

きたいと思います。 

   それから、128ページ、10款４項３目の図

書館の自動車購入費、今ありましたが、ダン

プではなくて２トンのトラックだったという

ことでありますが、ちょっと質疑の中で確認

しておきたいんですけれども、４年度に買っ

て、令和５年度までかけて改修するというふ
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うにちょっと聞き取ってしまったんで、そう

なのか、それから、もう一つ、従来の移動図

書館車にとどまらず、もっとよく利用される

ようなことについても検討するというような

説明ありましたが、そのとおりなのかどうか

確認しておきたいと思います。 

   以上お聞きします。 

○佐藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 予算書112、113ページ、９款

１項５目地域防災費との関わりでご質問をい

ただいたというふうに認識しております。 

   委員おっしゃっていただきましたように、

２月末の通知といいますのは、２月25日、町

の降雪対策本部本部長名で該当する地域の

方々、西里地区とあとは谷地地区に、合わせ

て45の町内会に対しまして、地域用水の通水

停止ということで通知を出させていただいた、

その案件でのご質問というふうに認識してお

ります。 

   仕組みを整理する必要があるのではないか

というようなことでのご質問でございました

が、このたびの通知に関しましては、土地改

良区からの連絡に基づいて町の対策本部、特

に関係各課のほうで話をしまして、調整、整

理をした上で２月25日に通知を差し上げたと

いう流れでございます。降雪対策本部長名。

このたびに関しましては、雪の投げ入れにつ

いて十分ご注意いただきますようお願いいた

しますという呼びかけでございましたので、

問合せ先は雪の総合窓口、除雪ホットライン

を問合せ先としてお伝えしたところでした。

豪雪対策本部としてお出しした通知でござい

ますので、まだこの対策本部、現在継続中で

ございます。この中で仕組みを整理という部

分、経過、結果、あるいは、来年度こういう

ことが起きた場合にはどう対応するのかとい

う部分において、しっかりと整理してまいり

たいというふうに考えております。 

   以上です。 

○佐藤委員長 「石山教育主幹兼指導主事」 

○石山教育主幹兼指導主事 いじめについて、そ

れからＱ－Ｕアンケケートについてなんです

けれども、お答えしたいと思います。 

   いじめは、あってはならないものだという

ことで、まず、とにかく防止したいというこ

とであたっているところですが、子供たちの

全国的なアンケートの中で、いじめをしたこ

とがある、されたことがあるというのが９割

の子供たちが経験しているんです。その中で、

防止する努力は重ねるのですが、いじめがあ

るのであれば、積極的にそれは、これはいじ

めじゃないとしないで、認知することも大事

な仕事の一つになります。そのために、いじ

めのアンケートは年３回実施しているんです

が、そこから出てくる子供たちがいやなこと

を経験したということは、格差があって、そ

の後対応を重ねていくという現実があります。

加えて、Ｑ－Ｕアンケート、これについては、

学級経営の中で、学級の中で、子供たちがそ

の学級の中で過ごしやすいような環境にある

かどうかという集団のアンケートになります。

これは、年２回実施しておりまして、全部の

学級の中の子供たちが、どういう気持ちでい

るかということを捉えるようにしているわけ

ですが、問題があるなというふうに、この子

には支援が必要だなというふうに見えてきた

ときに、学校で行う対応の仕方、体制づくり

は、まず近頃数多くなってきたのが、ケース

会議を開いてから体制をつくっていくと、そ

ういうやり方を取っています。どの関係者が

関わってその子に当たっていくかというのが、

個人の役割だけでなくて、チームで対応しま

しょうというふうに、最近では進めていると

ころです。 

   以上です。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 
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○秋場生涯学習課長 127ページの、図書館費の

自動車購入費に関してでありますが、２トン

トラックを購入して、いわゆる車体、車体の

製作を行って購入と、納入というふうになり

ますので、時期的には年度末くらいになろう

かなというふうに考えて、考えてというか予

定の中では年度末というふうにしております。

それまで期間、時間を要するということで、

メーカー側からも聞いているところでござい

ます。汎用性というようなことではあります

が、今小学校に月１回回ってございます。そ

のほかにもいろいろな配本等も行っておりま

すので、そういった汎用性ということでは配

本等も含めて活用について、回数、場所など

のところも検討していきたいとは思いますが、

現状としては、小学校月１回回っているとい

うところでございます。 

○佐藤委員長 「10番木村章一委員」 

○木村委員 今年ですと、最初のあれですね、地

域防災のほうでありますけれども、今年です

と２月の末に取水を止めるというふうな判断

を寒河江川土地改良区で取水口のところで行

ったと。それを町が受けてみんなに連絡した

ということだと思うんですが、そもそもその

タイミングで、河北町のほうに谷地堰を経由

して流してくるという水がそこ止めるべきか

という判断は、町が主体的にできないのかと。

向こうで止めるというのをこちらで受けるし

かないのかどうか、そのタイミングで止めて

いいのかどうか、流水というか、融雪という

か、それにその水は結構役に、ずっと役立っ

ていたのをそのタイミングで止めるべきかど

うかみたいな判断をするのに町のほうで、町

が主体的に止めて、止めてくださいとかとい

うふうに言うようなことができるようにすべ

きなんじゃないかと。そのためには、町とし

てその責任あるところがあるべきだと。その

ために、判断する、取りまとめるセクション

が必要なのではないか。逆に、袖屋敷から下

工のほうに流れていく水路などは、よくあふ

れたりするところがあって、ここは最初から

もう冬になると水を流さないというふうに上

流を止めているみたいなところもあるような

ので、そんなにあふれるところが現れないか

もしれないなんというのであれば言って、流

雪の水流というのあってもいいのではないか

というふうな判断もあると思うんです。そう

いったところはどうなのかお聞きしたいと思

います。 

   それから、いじめ、不登校対策のＱ－Ｕア

ンケート、それからアンケート対応というと

ころを特にお聞きしているんですけれども、

町として、教育委員会としては学校に個人対

応ではなくて、何人かで協議をする、あと一

定の中で、全体で協議をちゃんとしていくと

いう体制をしっかりやっておられるというこ

となので、ぜひそういったところで必ずと言

っていいほど現れるいじめに対して、それぞ

れちゃんと対応していただけるように、今後

ともよろしくお願いしたいというふうに思い

ます。 

   それから、移動図書館車の更新に当たって、

今までは月に１遍各小学校を回るにとどめて

いたと。それをこの際更新するので、もっと

別な利用もあるかもしれないという点につい

て、一度しっかり本格的に議論してみるとい

うようなことはあってもいいんではないかと

思うんですが、いかがですか。 

○佐藤委員長 「真木総務課主幹」「増川農林振

興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 地域

防災費でありますけれども、農林振興課のほ

うから土地改良区事業が、土地改良区が完了

しているというようなことで、農林振興課の

ほうからちょっと説明なりをさせていただき

たいと思います。 
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   融雪ということで、寒河江川のほうでは、

昭和堰頭首工から用水を河北町のほうに用水

をもたらして融雪をしているというような状

況になります。あと、寒河江市のほうにも道

生堰ということで、道生堰の用水路と、あと

谷地堰ということで、河北町であれば、治部

橋から中島、白山堂にかけて融雪溝、流れる

融雪溝を設置しております。これにつきまし

ては、国営事業で頭首工を改修したときに、

これまであった県営企業で行った用水路の中

にアルミの流れる溝を作って、冬場でも流雪

をするというようなことで作った経緯があり

ます。それをつくるに当たりましては、地元

のほうの協議会をつくりながら、その流し方

について勉強会を重ねてやってきたところで

ありますけれども、寒河江市内でも同じよう

に協議会をつくってやっております。 

   今回の２月末にかけまして、勉強会なんか

もやっていたわけでありますけれども、冬期

間の、冬の朝方、夕方、寒い時期に大量に雪

を流すと、どうしても詰まってしまうという

ことで前もって勉強会を重ねていたんですけ

れども、今回も雪詰まりで詰まってしまった

と。かつては白山堂の永昌寺付近、あと白山

堂神社付近で、近隣の住宅地のほうに水が上

がりまして、車庫などの被害が、車庫にまで

水が上がるというなどの被害が出て、経験が

あります。今回もそのようなおそれがありま

したので、河北町と寒河江市のほうでも両方、

そういうおそれがあったということで寒河江

川土地改良区のほうでは、その危険性を考え

て断水を、断水というか、水を止めたという

ような経緯があります。そのようにならない

ように、また時間も経過したということであ

りますので、改めてそういう学習の機会を設

けないと、また同じような結果になってしま

うと。その谷地堰と寒河江のほうの道生堰が

もう幹線用水路になりまして、動脈の形にな

ります。その水が来ないと谷地のほうの、真

ん中のほうに結果的には流れてこないと、来

なくなってしまいます。ということで、治部

橋から白山堂地区のほうの方のご理解と協力

がないと、なかなかうまくいかない事業にな

りますので、農業用水の多面的な利用という

ようなことで融雪を図る上の施設になってい

ますので、今後とも土地改良区と協力をしな

がら勉強会を重ねて、雪の捨て方についても

う一回勉強会を開催しながらやっていきたい

というふうに考えてございます。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 移動図書館の購入について、

汎用性も含めてということでありますが、ニ

ーズの把握に努めながら、指定管理者とも協

議を深めていきたいと思っております。 

○佐藤委員長 「10番木村委員」 

○木村委員 その、流雪用にも取水しているとい

うことは初めて認識しました。農業用水を分

けてもらっているというだけかと思ったら、

この時期には流雪用に取水していると。とい

うことでありますが、その判断をするに当た

って、町行政が積極的に関わって、じゃあ、

止めてくださいみたいな、そういった関わり

をもてる仕組みになっているのかどうかです。

土地改良区で取水を止めてくださいというの

は、町、河北町と、それから寒河江市も力を

一緒に合わせてなんでしょうけれども、行政

も関与して止めてくださいというのか、その

寒河江川土地改良区でそろそろやばいんでと

めましょうかみたいに、そちらで判断だった

のか、その辺の状況というのは、積極的に判

断して関わって取水を止めたということかど

うかちょっと確認しておきたいと思います。 

   それから、移動図書館車については、まず

は、町がどういうふうな移動図書館車の運用

にしたいというのは、まずは町が考えていく、

参考意見としてＮＰＯのほうからも意見を聞
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くというようなスタンスなんではないか。ど

ういうように使いたいというよりは、町とし

て、せっかく30年ぶりに更新するので、より、

さらに30年見通せるような使い方を想定した

いというようなことは、行政側が先導して、

先行して判断すべきテーマなんじゃないかと

思うんですが、いかがでしょうか。 

   もう一度お聞きします。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 農業

用水の多面的な利用の仕方ということで、流

雪にも使っているというようなことになりま

すけれども、主体的には管理、施設管理者で

ある寒河江川土地改良区の判断というような

ことになりますけれども、協議会としては町

と一緒になりながらやっているというような

ことで、施設管理者である主体的な土地改良

区、パトロールも行っておりますので、その

連絡を受けながらやっているというようなと

ころでございます。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 指定管理者との協議を深め

ていくということでありますけれども、町と

してその移動図書館車の使い道、年数的なと

ころも含めて、できるだけ末永く大事に使っ

ていただきたいということではありますが、

移動図書館車を走らせる場所、あるいは回数

などについても、指定管理料との絡みもあり

ますので、そういった子供たち、あるいは地

区のニーズ等を捉えながら、より有効な活用

を図っていきたいと考えております。 

○佐藤委員長 「10番木村委員」 

○木村委員 その取水を止めるかどうかの判断に

ついては、農林振興課だけでなくて、やはり

全体のより快適に冬場でも過ごせるように、

できるだけ雪が早くなくなるような、そうい

った環境も提供するという側面もありますの

で、もうちょっと総合的に判断をしていくべ

きなんじゃないかというふうに思います。そ

れから、移動図書館車の今後の在り方につい

ては、ポイントは、丁寧に末永く使えるとい

うふうなことではなくて、より効果的に使え

ると、図書館車としてより役割を、大きな役

割を果たせるように使っていくというところ

がポイントなんだと思います。それで、委託

費といいますか、指定管理料のほうは後から

ついてくる、何か前よりずっと余計に使わな

きゃいけなくなったら、じゃあ指定管理料を

ちょっと見直しするかというのは後からつい

てくるのあって、指定管理料が先にあってそ

れに合わせた移動図書館車じゃないので、30

年ぶりの更新ですから、もう時代も変わって

いるかもしれないということを１回しっかり

見直しをしっかりすべきだと思いますが、い

かがでしょうか。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 ありがたいご意見というか、

そのとおりだと思いますので、時間的に末永

くというふうに申し上げましたけれども、本

当に汎用性的なところも含めて、検討すべき

ことかなというふうには捉えております。来

年度更新をして、購入される、来年度中には

というふうに考えておりますけれども、今の

時点から今後の活用方法については検討して

いきたいと思います。 

○佐藤委員長 「10番木村委員」 

○木村委員 終わります。 

○佐藤委員長 以上で、10番木村章一委員の質疑

を終わります。 

   次に、「12番細矢委員」 

○細矢委員 それでは、最後になりますけれども、

私のほうから４点ほどお聞きいたします。 

   最初に、113ページ、９款１項５目１節地

域防災費、会計年度任用職員報酬360万7,000

円ですけれども、今年度から防災専門員２名

を配置して、防災教育、防災訓練などを強化
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するというふうに説明がございました。２年

度、令和２年度の災害のときは、町民の方々

も大変防災に関して強い関心があったと思い

ますけれども、日がやっぱりたつにつれて、

だんだんその意識が薄くなっている現状では

ないかと私は考えております。そのためにも、

地域での防災に関する研修会とかそういう学

習会とかが定期的に開催されることが望まし

いのではないかと考えておりますが、そのよ

うな企画はお考えでしょうか。お尋ねをいた

します。 

   ２点目は、125ページ、10款４項１目３節

河北町地域学校共同活動事業費補助金、16万

6,000円です。この共同活動事業の内容と、

活動、共同活動の目標はどのようなものかと

いうことをお尋ねをいたします。 

   あと、３点でありますけれども、ページ、

131ページ、10款５項１目２節山形県スポー

ツ振興21世紀協会負担金、42万7,000円、ス

ポーツ振興21世紀協会の事業内容はどのよう

なものなのでしょうか、お尋ねをいたします。 

   それから、もう１点です。137ページ、13

款１項２目交通安全対策費の消耗品費、106

万1,000円、この内容はどのようなものなの

でしょうか、お尋ねをいたします。 

○佐藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 まず、112、113ぺージ、９款

１項５目地域防災費の会計年度任用職員につ

いてのお尋ねでございました。 

   委員の今のご質問の中にもございましたよ

うに、今年度、令和３年度におきまして、私

どもとしては、初めて防災専門員を１名任用

させていただきまして、また新年度、令和４

年度におきましては１名増員、２名体制で、

ぜひ業務に当たらせていただきたいという予

算でございます。 

   定期的に、いろいろなところに防災意識も

少し薄まっているのではないかということで、

定期的にいろいろな場所に出かけていって、

町民の方々に防災講習、訓練、こういったも

のを行わなければならないのではないかとい

うご意見をいただきました。今年度の体制に

つきましても、もともと町内会版のタイムラ

インを作成していただこうという部分で、各

地域の取組を支援させていただいております。

コロナ禍ということで、なかなか集まってく

ださいというふうに呼びかけはなかなか難し

い年度ではございましたが、今年度の実績と

しましては、自主防災会の研修会におきまし

ては、９つの自主防災会で138名の方々にお

集まりいただいています。そのほかにも、西

里、北谷地において、３回、49名の方、その

他講話ということで75名、合わせて262名の

方々に対して、様々な防災講話、訓練等をさ

せていただいたという実績でございます。町

内会版タイムラインにつきましては、今申し

上げたような状況で、なかなか実績を上げる

のが苦しかった内容だと思うんですけれども、

今年度中に28の町内会で、いわゆる町内会版

タイムラインが出てくる見込みというふうに

なっております。 

   あと、もう１点だけ、ちょっと今年度の話

をしてしまって恐縮なんですが、避難行動、

すみません、ちょっとお待ちください、一部

学校や福祉施設などにあります避難確保計画

というのもございますが、こちらのほうにつ

きましても、なかなか作成が義務づけられて

いる中で進まなかったという経過があるんで

すが、この防災専門員の任用に伴って今年度

おかげさまで100％策定にたどり着いており

ます。そうした中で、令和４年度ということ

でありますけれども、今申し上げたように、

町内会のタイムラインはまだ完成に至ってお

りません。引き続き作成支援を続けてまいり

ますし、ほかにも自主防災組織の強化としま

して、安否確認方法の周知だったり、あとは
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避難行動要支援者計画、個別計画を作成して

いくわけなんですけれども、その部分の実効

性確保という部分でのてこ入れ、あとは、町

内会版タイムラインの今度は家庭版として、

マイタイムラインというのもございますが、

こういったものの作成指導、あとは職員向け

の訓練への指導、助言、こういった部分も想

定しておりまして、令和４年度２名体制の防

災専門員を任用させていただきたいという内

容でございます。 

   ページが飛びますが、136、137ページ、13

款１項２目交通安全対策費の消耗品に関する

お尋ねでございます。 

   消耗品に関しましては、交通安全対策の中

で、最も大きいのが交通安全指導員さん方、

街頭指導いただいておりますけれども、その

制服などの更新に充てるための経費が主な理

由でございます。 

   以上です。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 125ページの、学校、家庭、

地域連携共同推進事業費の中の、河北町地域

学校協働活動事業費補助金に関してでござい

ますが、目標ということでありますが、子供

たち、いわゆる学校と地域と協働で子供たち

の育成を図っていくということでありまして、

地域の方々と一緒に児童の活動を支援してい

くということであります。そのために、地域

にコーディネーター、コーディネーターを配

置しながら、地域に学校の希望する行事とか、

昔遊びとか、昔語り、いろいろなことを子供

たちと一緒にやるためにどういった講師の先

生がいるのかなどを含めて、地域のコーディ

ネートをしながら、子供と一緒にそういった

昔の遊び、あるいは今子供たちに不足してい

るようなことをともに学んでいくというよう

な内容でありまして、予算的には、本部の予

算として消耗品費など、あるいはスキー教室

なども各学校でも行っておりますので、そう

いった費用について計上しているところであ

ります。 

   131ページ、保健体育総務費の山形県スポ

ーツ振興21世紀協会負担金でありますけれど

も、各自治体で負担をしているわけでござい

ますけれども、県の競技スポーツの振興のた

めに、事務局としてスポーツ振興21世紀協会

があるわけでございますが、そこに負担をし

ているものでありますが、競技スポーツの振

興のために、各市町村で分担、負担をしてい

る内容でございます。 

○佐藤委員長 「12番細矢委員」 

○細矢委員 先ほどの地域防災のほうです。大変

すばらしい活動を防災専門員さんが今年度か

ら１名配置されたことによって、すごく進ん

でいるなというふうに私は今の説明で実感い

たしました。あと、私このことについて、２

名になられたということで、やはりもっとも

っとこういうことが強化されて、もっと広ま

っていくんだろうなというふうに期待を持っ

ていますけれども、その中に、小学生、中学

生、高校生向けの、こういう講座みたいなの

はあるのでしょうか。そちらもお尋ねをいた

します。 

   それから、先ほどの学校、地域学校協働活

動ですけれども、地域コーディネーターさん

との、何というか、その方が入られて、地域

と学校の活動を、そこを円滑にいろいろなこ

とをやっていくということの説明でしたけれ

ども、これは年何回開催されるという、その

開催回数はあるのでしょうか、そのことをお

聞きいたします。 

   それから、先ほどのあれは分かりました。 

   交通安全の消耗品の内訳は交通安全指導員

さんの制服、これは多分夏服か冬服か何かそ

ういえば説明があったなと思いましたけれど

も、その制服の代金ということで使われてい
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るという説明を今お受けしました。 

   それで、スポーツ振興21世紀、競技スポー

ツって、このそういうスポーツの内訳みたい

なのは、競技スポーツってどのようなことを

おっしゃられているのか、ちょっと詳しくお

伝えください。 

○佐藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 ９款１項５目地域防災費の中

での防災専門員との関係の中で、小学生、中

学生、高校生など、そういったいわゆる若者

たち、子供たちを対象にした活動ということ

でのご質問かと思います。これも、今年度の

実績の話で大変恐縮なんですけれども、１件、

西里小学校から要請をいただきまして、４年

生でしたけれども、４年生の子供たちを対象

に、防災専門員が実際に備蓄倉庫のほうにま

で行きまして、ここが備蓄倉庫なんだよとい

う部分も含めて子供たちに教えたというよう

な実績がございました。もちろん、小、中、

高校生だけを対象にしていればいいわけでは

もちろんございませんが、そういった小さい

頃からの、子供の頃からの防災教育というの

も将来必ず役に立つことだと思いますので、

適宜、新しい年度になりましても、要請に基

づいてという形にはなってしまうかもしれま

せんが、対応してまいりたいというふうに考

えております。 

   以上です。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 125ページの、河北町地域

学校協働活動事業費補助金でありますが、令

和３年度の事業、令和３年度との比較を申し

上げたいと思いますけれども、これまで人件

費として補助金の中に人件費が含まれており

ましたけれども、令和４年度から会計年度任

用職員の報酬に一部移行いたしましたので、

この会計年度任用職員報酬と地域学校協働活

動費補助金というのは、人件費以外の消耗品

や保険等ということで分けたところでござい

ます。内容につきましては、先ほど申し上げ

ましたように、地域と学校を結ぶコーディネ

ート、コーディネーターの方が活動で行うわ

けでありまして、年に何回ということではな

く、各小学校、小中学校に配置をして、統括

的なコーディネーターがおりまして、その方

が毎日といいますか、何回ということではな

く、日々の業務の中で学校と地域を結ぶコー

ディネートをしていくことでございます。 

   131ページ、山形県スポーツ振興21世紀協

会負担金、具体的にということですが、例え

ば、県のスポーツ振興のためにオリンピック

選手を育成するとか、あるいは……。 

○佐藤委員長 ちょっと暫時休憩します。 

     休 憩  午後 ３時０４分 

     再 開  午後 ３時０４分 

○佐藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 改めてお答えしたいと思い

ます。21世紀協会の負担金の使い道、使途で

ございますけれども、大きくは、県で応援し

ておりますモンテディオ山形の選手育成とか

が主になってございますけれども、そのほか

に駅伝等につきましても選手の強化のために、

その一部負担をしているということでござい

ます。 

○佐藤委員長 「12番細矢委員」 

○細矢委員 先ほどの防災のほうですけれども、

やはり小さいうちから防災に関する心構えと

いうのは、やはり様々、石巻で起きた災害と

かいろいろ見ると、やはり小さいときからそ

ういう意識づけのためにすごくいい動きを見

せたという事例をたくさんお話で聞きました。

やはり小さいうちから防災に関してきちっと

したそういうルールというか心構えを覚えて

おくというのは、とても大切なことだと思っ

ていますけれども、私、前これ一般質問した
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こともあるんですけれども、中学生の人たち

の防災のときの活動というか、そういうので

特徴的な例も前にも多分一般質問の中でお話

ししたと思います。中山中学校の皆さんの避

難所の運営に関してとてもすばらしい運営を

なさっているというふうな記事を読んだこと

がありますので、やはり、例えば中学校とか、

あるいは避難所になる場合が多いので、自分

たちの学校のことは自分たちがよく知ってい

るということで運営を僕たちに任せてくれ、

お手伝いしますというふうなことでなさった

という事例を私読みましたので、やはり、こ

ういうことはとても河北中さんでもできるこ

とですし、やはりどんどん防災意識、防災の

あれを皆さん覚えていただくというためには、

この防災士さんの、専門員さんの活躍が大き

いのではないかと思いますので、ひとつ、こ

れは提案として述べておきますのでよろしく

お願いします。 

   あれは分かりました。 

   21世紀、違う、スポーツ振興21世紀のこと

ですけれども、今モンテディオさんの育成に

関わるということもお聞きしましたんですけ

れども、河北町でも、町民デーというのがモ

ンテディオさんの試合のときにあると思いま

すけれども、そのときの入場料の補助などに

もこうやってお使いになられていますか。お

聞きします。 

○佐藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 首かしげていますので、私から申し

上げます。 

   この負担金で、モンテディオは株式会社で

す。21世紀協会は公益法人です。モンテディ

オ山形の主要株主になっています。プロサッ

カーチームはモンテディオが運営しています。

聞いたことあると思いますけれども、モンテ

ディオの高校生のユース、あと中学生のジュ

ニアユース、あと小学生ジュニア、この、要

するに、高校生までのいずれにサッカーを目

指したい子供たちの育成に当たっているのが、

いわゆるアカデミーと言っていますけれども、

それが21世紀協会です。モンテディオ山形が

育成しているわけではありません。今お尋ね

のあった、そういった育成と、あとホームタ

ウン活動ということで、例えば河北町民であ

ると、高校生以下はただですけれども、大人

の人でも河北町応援デーになると河北町民は

半額で見られます。その半額の原資は21世紀

協会からモンテディオのほうに行っています。

要は、モンテディオはお客さんからは半分し

か取らない、その半分は21世紀協会から補塡

される、ホームタウン活動についてはそうい

う仕掛けになっています。 

○佐藤委員長 「12番細矢委員」 

○細矢委員 よく分かりました。よく分かりまし

た。 

   それでは、実際、例えば町民デーというと

きに、河北町の皆さんが参加された人数なん

かは把握されておりますか。 

○佐藤委員長 ４年度に参加する人数がいますか

という意味ですか。 

○細矢委員 そうではなくて、その町民デー、河

北町民デーという日がありますよね、試合で。

そのときに、河北町民さんがそこに見に行っ

たという人数の把握というのはされておりま

すかということです。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 今手元に資料はないんです

が、町民の方で、はっきりとはしておりませ

ん、ただ、申込みというか、問合せ等はある

んですが、人数について何人ということまで

の把握はしておりません。 

○佐藤委員長 「12番細矢委員」 

○細矢委員 分かりました。今の質問は決算に関

わるような問題でしょうから、後ほど、また

別なところでお聞きいたします。はい。 
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   大体私が聞きたいなと思っていることはお

聞きしましたので、以上で終わります。あり

がとうございました。 

○佐藤委員長 以上で、12番細矢誓子委員の質疑

を終わります。 

   以上で、９款から14款までの質疑を集結し

ます。 

   次に、歳入全款及び調書等についての質疑

の通告を求めます。 

   （２番、10番の通告あり） 

   ２番、10番、落ちありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   「２番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 １点だけお聞きします。 

   19ぺージ、14款１項６目、議案調査でもち

ょっと問題になったんですが、いわゆる住宅

使用料、町営住宅、特に東団地、それから定

住促進住宅、入居率がかなり、ここ近年落ち

ているということで、令和４年度にもかなり

の、両方の1,000万円以上の金額かけて修繕

費予定しているわけでありますけれども、こ

ういった令和４年度に向けての入居対策、入

居率が落ちている、これを回復するための何

か方策といいますか、検討しているのかどう

かお聞かせいただきたいと思います。 

   以上です。 

○佐藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 19ページのほうの住宅使用

料関連です。今現在、特に東団地公営住宅に

関わる分について、これまでにない傾向とし

て、これまで100％、応募すればすぐ募集が

あったという流れがあったんですけれども、

昨年度から応募しても入居者の申込みが来て

いないというような状況もあります。何回か

前に田井住宅のほうからもかなり古くなった

ので東団地のほうへという話もありましたの

で、今実は４戸ほど空きがありますので、ま

た改めて４月中に入居募集を町報等で、ある

いはホームページで募集する前に、まず今現

時点で、調整を、田井住宅のほうとやりつつ

も、そこの結果を踏まえた中で応募のほうに

移行していきたいということで、そういった

中で、積極的に皆様の情報収集に当たってい

きたいと思っています。 

   あと、併せて、サン・コーポラスについて

は随時募集という形になっているわけですけ

れども、非常になかなか高層階のほうの入居

の部分についてはまだ入居がなかなか厳しい

状況があります。これは、民間のアパートも

今同じような傾向がありますけれども、ちょ

っと今コロナの影響もなかなか厳しい中で、

なかなかそういった転入というような部分の

中で、河北町内の動きもちょっと鈍っている

面もあるかと思います。引き続き民間のほう

に負けずに、町のほうとしても周知に心がけ

ながら入居率の向上に向けていければと考え

ています。 

○佐藤委員長 「２番齋藤委員」 

○齋藤委員 東団地については課長の答弁ありま

したように、田井住宅との関係で、ぜひそち

らのほうに移ってもらって、より安全な住宅

に移ってもらうということが非常に大事なの

かなというふうに思いますので、ぜひお願い

したいと。それから、サン・コーポラスにつ

いては、多少古くはなっているものの修繕を

重ねてやっていると。今回も令和４年度の浴

室改装ということで、ただ換気扇の問題とか

様々ありましたので、より快適な住宅で、安

価な住宅ということで、ついの住みかではな

くて、その間にしっかりと資金ためていただ

いて、行く行くは個別の住宅なども、将来建

ててもらうということで経済の活性化、持家

住宅資金なども活用しながら、そういった経

済の活性化のためにも、こういった安価な住

宅をしっかりと活用していく、入居率を高め

ていくというのが非常に大事なことだと思い
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ますので、令和４年度、しっかりと対策取っ

ていただきたい。 

   以上です。 

○佐藤委員長 以上で、２番齋藤隆委員の質疑を

終わります。 

   次に、「10番木村章一委員」 

○木村委員 12ページ、１款１項１目町民税など

の多様な収納についての質疑のところでも、

ちょっと異論がありましたけれども、７割が

口座振替で、それ以外、３割が直接窓口納入

ということでいいのか、そこをまず確認して

おきたいと思います。 

   それで、令和５年度に向けて、セミセルフ

レジの説明がありましたが、何かちょっとよ

く分かり切らなかったのでもう一度お聞きし

ますけれども、そのセミセルフレジ、令和５

年度からも納入申請書は書くのかどうか、今

だと納付書を持っていって、自分で幾ら納め

ますとか、名前とか何か電話番号とか書いて、

申請するんですが、それともそれをしなくて

もよくなるのかどうか。あと、クレジットカ

ード払いがセミセルフレジとの関連か何かど

うなのかですけれども、そういったカード払

いが可能になっていくのかどうか。ネットか

らとかスマホからの支払いなどが可能になっ

ていくのかどうかなんていうのは、どういう

見通しをもって、このセミセルフレジなどが

導入されていくのかについてお聞きしたいと

思います。 

   ２点目は、16ページ、13款１項３目教育負

担金の保護者負担金ということで、給食費負

担金が令和３年度当初は6,880万円ほどでし

たが、令和４年度は3,580万円ほどに下がっ

て、いわゆる給食費の保護者負担を半額にす

るということだと思うんですが、その具体的

に１週間当たり幾らというふうにしようと考

えているのかお聞きしておきたいと思います。 

   以上お聞きします。 

○佐藤委員長 「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 セルフレジにつきまして会

計課のほうから申し上げますが、基本的な考

え方としまして、先ほどの多様な収納という

ふうなことからの口座振替の占める割合とい

いますか、どれだけのシェアしているかとい

うことですと、大体７割程度というふうなこ

とは認識しております。多様な納税方法とい

うふうなことで、最初のときにも若干説明は

したんですが、私どものほうの所管といたし

ましては、基幹納税システム、そちらのほう

のシステム改修を行いまして、それで町県民

税、あと固定資産税、軽自動車税、国保税に

ついて令和５年度からの実施に向けた、向け

るというふうなことの内容なんですが、納付

書にＱＲコードを付しまして、それがセルフ

レジのほうで対応されるのではないかという

ふうな改修の中身でございます。 

   あと、またクレジットカード納付について

は、手数料を誰が負担するのかというふうな

ことと、どれだけの手数料の負担の率であり

ますとか、そういったことの取決めをしなけ

ればならないというふうなことから、これは

慎重に取り扱うべき事案だなというふうに考

えているところでございます。 

   以上でございます。 

○佐藤委員長 「岸会計管理者兼会計課長」 

○岸会計管理者兼会計課長 セミセルフレジに関

連しまして、令和４年度の納め方につきまし

ては、導入する前までは現在と同じやり方で、

指定金融機関である山形銀行さんのほうから

の要請でお名前と電話番号と金額のほうは記

入していただくことになっております。やは

り現金だけの取扱いになりますので、その他

のことはこれまでと同様な形になっていると

ころでございます。 

   キャッシュレス決済的な機能もついたもの

を導入しようと考えておりますので、そうい
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ったときになれば対応できるようなレジであ

るということを認識しております。 

○佐藤委員長 「鈴木学校教育課長」 

○鈴木学校教育課長 17ページ、13款２項２目教

育費負担金の中の給食費保護者負担金につい

てでありますが、給食費保護者負担金につき

ましては、令和４年度から保護者の方２分の

１相当額を助成するということになっており

ます。現在、小学生の分につきましては、１

食当たり287円になっておりますが、143円を

助成いたしまして、１食当たり144円という

ことになります。中学生につきましては、

329円のうち、164円を助成して、１食165円

ということになります。 

○佐藤委員長 「10番木村委員」 

○木村委員 最初のところなんですが、伝票を何

か買物を、ネットで買物したときに、コンビ

ニに行くと納入伝票書かなくていいんですよ

ね、あれをお見せするとピッとバーコードリ

ーダーか何かで読んで、それがもうセミセル

フレジにぱっと数字が出てきて、そこに金額

を、お金を入れるか、ネットで選ぶかみたい

になるんですけれども、ネットというか、カ

ードでやるとかというふうになるんですが、

納入申請書と、私そういう言い方しましたが、

その言葉が正しいかどうかですけれども、名

前と金額と電話番号というのは、その納付書

を持っていってあれでやると金額も名前も出

てくるのに、バーコードリーダーか何かで今

度やれるようになったらその納付申請書って

要らないんじゃないかと思うんですけれども、

当面ではなくて本格運用になったときですよ。

ちゃんとバーコードが入ったときに、納入申

請書、それでも書くようになるのかどうかお

聞きしておきたいのと、あと、そのときにカ

ード払いはできるかどうかをお聞きしている

んですね。それと、今回導入するセミセルフ

レジが令和５年度になったときに、列とかは

どんどんあれができるのか、それができると

なったら、納付書を持って、セミセルフレジ

は使わなくて、自分でネットとかスマホから

の支払いも可能になるんではないかと思うん

ですが、その辺どういうふうになっていくの

か、なっていくのかお聞きしております。 

   給食費につきましては、そういったことで

半額になっていくということですが、さらに

近隣の自治体、寒河江、西村山などでの給食

費支援といいますか、そんな動向なんかは把

握されておったら教えていただきたい。 

   以上お聞きします。 

○佐藤委員長 暫時休憩します。 

     休 憩  午後 ３時２４分 

     再 開  午後 ３時２５分 

○佐藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   「岸会計管理者兼会計課長」 

○岸会計管理者兼会計課長 失礼しました。今現

在のやり方と、現金と納付書、あと指定金融

機関の山形銀行さんから、住所、住所じゃな

い、名前と電話番号と金額を記入していただ

く要請されております。窓口、山銀さんがい

るときは山銀さんが全て対応するのですけれ

ども、今現在山銀さんいない時間帯について、

我々職員が対応するときにはそういった対応

をお願いしたいということで、我々はそうお

客様に書いていただいているというような状

況であります。ただ、そのセミセルフレジを

導入したから書かなくてもいいということに

は恐らくならないのかなとは思っております。

これは、あくまで山銀さんの考え方でありま

すのでそのような形になっております。あと、

クレジットカード、キャッシュレス決済、そ

のセミセルフレジを導入したからできれば可

能なのかということでありますけれども、納

付書そのものについては令和４年度について

は対応できていない状態でありますので、４

年度についてはまだ、機能はついているんで
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すけれども、対応は不可能と。ただし、令和

５年度から税務町民課の話ですと、軽自動車

税、固定資産税等はバーコード、ＱＲコード

決済も可能になるということでありますので、

他金融機関では対応はしていないかと思うん

ですけれども、会計課の窓口での対応であれ

ば可能ということになろうかと思っておりま

す。 

○佐藤委員長 「鈴木学校教育課長」 

○鈴木学校教育課長 年度からの分につきまして

は、春に調査を予定しておりますので、新年

度分については、現在把握はしておりません。

ただし、近隣市町では、寒河江市が全額助成

ということでは聞いているところです。 

○佐藤委員長 「10番木村委員」 

○木村委員 コンビニなどでは、そういった何か

支払いのときには伝票があるとバーコードリ

ーダーか何かで読めて、納入伝票書かなくて

もいいんですけれども、その辺の納めに行く

住民から見て、名前を、納めに行ったのに名

前を書いて、金額書いて電話番号書けという

のはなくてもいいんじゃないかと思うんです。

ほかではそういうことできるので。この際そ

れ、山銀が、指定金融機関が書くようにと言

っているので書いてもらっているというので

すが、なくてもいいんじゃないのかな、バー

コードリーダーか何かでぱっと読めちゃうん

ですからね、情報が。それがより、今だった

らコロナ対応にもなるし、サービスという点

ではより納入しやすいということにはなると

思うんですが、それ、何か決まっていて、そ

れはもう絶対譲れないという何かあるのかな。

山銀との関係で譲れないのかな。どうなんで

しょうか。もう一度お聞きしたいと思います。 

   それから、令和３年度の状況、給食のほう

ですね、令和３年度の状況は、分かっていた

ら教えていただきたいと思います。寒河江は

令和３年度から全額あれですかね。もう一度

お聞きします。 

○佐藤委員長 「岸会計管理者兼会計課長」 

○岸会計管理者兼会計課長 お客様から書いてい

ただく名前、金額、電話番号等について、今

現在要請されているわけでありますけれども、

これは、導入後要らなくてもいいのかどうか

については、山銀さんと協議しながら、ただ、

今現在はその用紙と、納付書と金額をチェッ

クして、全て合えば終了といったような集計

の折にチェック体制という意味で使用してい

ることでありますので、その点についてはや

はり協議させていただきたいと思います。 

○佐藤委員長 「鈴木学校教育課長」 

   暫時休憩します。 

     休 憩  午後 ３時３０分 

     再 開  午後 ３時３２分 

○佐藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   「鈴木学校教育課長」 

○鈴木学校教育課長 大変失礼いたしました。 

   令和３年度の学校給食費の助成の実施状況

でございますが、全員、全額、全員全額補助

としているのが寒河江市と鮭川村の２つの町

になります。あと、第３子以降全額補助とし

ているのが天童、村山、鶴岡、尾花沢、あと

学年で全額補助としているのが、大江町で６

年生、あと中学生が全額補助となっておりま

す。そのほか、一部補助が15、助成なしが14

市町というふうな状況でございます。 

○佐藤委員長 「10番木村委員」 

○木村委員 セミセルフレジ導入になってからの、

そこにバーコードが入ってからの納入申請書

を書くかどうかという点なんですけれども、

課長、会計課長説明では、チェック、ダブル

チェックをするということなんですが、バー

コード入っちゃうと、幾ら受け入れたか、金

額を全部デジタルで入っていく、お金ももう

中に納まっていくと、差引きで。そうなると、

もう毎回毎回頂くたびに合計がちゃんと合っ
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ていると判断するのであれば、その確認のた

めの納入申請書は要らないのではないかと思

いますので、余計なことをしなくてもいいと、

いいとまでは、余計なためて、何もしないや

つを町民に負荷をかけることはないと思うん

です。一度確認、どうですか、いかがでしょ

うか。納入申請要らないんじゃないでしょう

か。いかがですか。 

○佐藤委員長 「岸会計管理者兼会計課長」 

○岸会計管理者兼会計課長 その申請用紙につい

ては我々だけでは判断できませんので、指定

金融機関と相談しながら進めていきたいと考

えております。 

○佐藤委員長 「10番木村委員」 

○木村委員 終わります。 

○佐藤委員長 以上で、10番木村章一委員の質疑

を終わります。 

   以上で、歳入全款及び調書等についての質

疑を集結します。 

   次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

   （７番、10番の通告あり） 

   ７番、10番。 

   ７番はどちらでしょう。（「賛成討論で

す」の声あり）賛成討論。 

   10番は、（「反対討論」の声あり）はい、

分かりました。 

   そのほかに落ちありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   それでは、最初に反対討論から、「10番木

村章一委員」 

○木村委員 議第11号令和４年度河北町一般会計

予算案について反対討論を行います。 

   この予算は、令和２年度、令和３年度に引

き続き、新型コロナに打ち勝つ戦い、特に変

異する新型コロナウイルスとの戦いで、徹底

した感染封じ込めと町民の生活や経済活動を

維持する取組について町が主体的に情報を捉

え、状況を判断することが求められます。３

回目のワクチン接種の可否とタイミングにつ

いて、国は２回目接種から８か月後に実施と

判断して、世界の治験の取り込みと判断が遅

れ、タイミングがずれた時期になってから６

か月経過後に接種可能と変更しました。河北

町では、準備を進めていたため、県内で最初

に高齢者のワクチン接種を開始して評価され

ました。 

   一方で、接種会場のサハトべに花で予定し

ていたトイレ改修の重要度と早期のワクチン

接種を求める町民の切実さの天秤を図り損ね

て、結果として10日間ほどワクチン接種が遅

くなったのは、令和４年度のコロナ対策を進

める上で心しておくべきことであります。 

   さらに、気候危機を打開する2030戦略、ゼ

ロカーボン河北2050への具体的取組、災害を

繰り返さない環境づくりを強力に推し進め、

そして暮らしやすく発展するまちづくり、人

口減少を押しとどめて人口増に転換させる施

策に積極的に取り組むべき予算であります。 

   １年前にも述べましたが、河北町の人口が

加速度的に減少しています。26年前、1995年

からの10年間は、年に平均で119人の人口減

少でした。５年前から2019年までの３年間は、

年に219人減少、2020年12月までの１年間は

379人の減少で、１万7,998人となりました。

2021年12月末の人口は、１万7,636人で、最

近の１年間は362人の減少となり、世帯数は

２世帯増の6,275世帯です。人口減少は止ま

っておりません。 

   町として、この予算で結果として人口減少

を押しとどめ、人口増に転換させる全面的な

施策に果敢に挑戦しないと手遅れになる危機

的な状況を認識し、具体策の強化が求められ

ています。 

   子育て世代の心に届く子育て支援と教育環

境の充実、強化が求められます。令和３年度

に開始されたかほく安心子育て応援の給付金
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に、高校入学者と同世代の子供も追加してお

祝い金を給付することは評価いたします。た

だし、支給のタイミングとして、卒業から新

入学準備のお金が一番必要な３月に支給でき

ればさらにこの給付金の値打ちは高まると思

われます。 

   令和２年度からの子供の医療費、18歳まで

の完全無料化の取組は、町民とともに評価す

るものであります。 

   令和４年度から学校給食費について、小中

学生の全員を半額にする取組みは、ふるさと

納税の財源を活用するもので評価いたします。

さらに、近隣自治体のように小中学生全員の

給食費が完全に無料になるような取組を求め

るものであります。子供たちの副食費支援に

ついては、県内の多くの市町村が独自の支援

をしていますが、河北町は取り組んでいませ

ん。しかし、取り組むべきであります。 

   私は繰り返し何度も指摘してきましたが、

無駄な補助金が継続して支出されている問題

があります。それは、認定こども園整備事業

費補助金であります。これは、民設民営のこ

ども園の運営を引き受ける法人を募集した公

募決定の後に議決の不要な規定という形で追

加されたおまけの補助金であります。保育料

収入で当然返済できるように設定されている

認定こども園の建設費借入金を、何と町が肩

代わりして返済するもので、県内にはほかに

例がない、河北町独自のおかしなおまけの補

助金であります。令和３年度から開設される

３つ目の認定こども園も開設に向けて国から

の補助金を得て施設整備を行いましたが、そ

の残額は当然法人が自己負担して後年度の保

育料収入から補塡しています。ところが、先

にできた２つの認定こども園には、当然法人

が保育料収入で賄える建設費の自己負担分を

町が後づけで町の補助金を出しているのであ

ります。こんな後づけおまけの補助金はやめ

て、そのお金を子供たちの副食費支援や保育

士の待遇改善などに回すべきであります。 

   まちおこし、仕事おこしでは、ひとづくり、

まちおこしに活躍してほしいと町内篤志家か

ら提供していただいた寄附金をベースに、町

の予算も投入して、国内で最強レベルの企業

支援金ありますが、生かし切れておりません

ので、しっかり生かし切る体制が必要であり

ます。 

   企業支援補助金の公募に応え、町内外から

河北町で事業を起こす方々にタイミングよく

提供できる貸店舗や貸事業所ですが、準備で

きていないことは企業支援の障害になると繰

り返し指摘いたします。 

   道の駅河北の関連予算は、訪れる全員が車

に乗ってやってくる道の駅にアルコール飲料

のワインをつくって販売するワイナリーをつ

くる、２階にはワインの試飲コーナーをつく

るとの考えは無理があると多くの町民からの

意見があります。また、自ら車を運転して道

の駅にやってくる近隣の人たちや一般町民は

お客として考えておらず、遠くからの観光客

が狙いなのかもしれないという町民の意見も

あります。準備が進む道の駅で、ワイナリー

などの考え方について、町民に丁寧な説明が

必要であります。 

   農業振興のもう一つの大きな柱である６次

産業化支援は、農商工連携ネットワーク協議

会としてようやく動き出したように見えます。

一方で、６次産業化について、農業に、農家

に対する情報提供や働きかけの方策が相変わ

らず前進しておりません。６次産業化は、農

家が自ら市場のニーズをつかむための支援が

必要です。ニーズをつかんで自ら生産した食

材を自ら加工したり委託して加工したりして、

付加価値をつけ、産直センターなどに出荷す

れば、農家所得の向上が期待できます。当面

はニーズの把握など、行政がしっかり勉強し、
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農家を支援する必要があります。 

   観光振興は、稼げる観光、つまり、観光の

産業化について町としてどのように取り組ん

でいくのか、令和２年度と３年度は、新型コ

ロナの影響を受けましたが、その中でもでき

る戦力づくりが進まず、形だけではない本物

の観光振興計画が必要です。その重要性が認

識されていない心配があります。 

   地域商社立ち上げの関連予算は、令和３年

度は新型コロナが邪魔する中、３年間の２年

度目として、河北おこしの事業に取り組みま

した。引き続き３年度目を見守りたいと思い

ます。 

   令和３年度の除雪は、豪雪のシーズンにも

かかわらず、路面の出る除雪、早めの排雪で、

主要な道路の路幅を確保して、間口除雪にも

取り組み、冬でも暮らしやすい状況を確保し

ていただきました。ただ、多くの交差点で、

積み重なる雪で左右の見通しが利かず、冷や

冷やの思いを全てのドライバーが何度も経験

したと思われます。令和４年度は、このほか、

県道や町道に面したお宅の間口除雪の問題解

決に地域の町民の力も借りて取り組む計画に

期待したいと思います。 

   国保税は、就学前の子供の均等割が半額に

なる改善がありますが、町民にとってまだま

だとても高過ぎる負担であります。多額の国

保基金は、国保加入者の皆さんが協会けんぽ

の２倍も高い国保税を納め続けた結果たまっ

たお金で、高い時期に国保加入者だった方々

に早急に返すべきものであります。さらに、

一般会計からも繰入れの支援をして、国保税

を減税すべきであります。 

   広い意味の公務労働、例えば、ＮＰＯなど

でフルに働いて、年収200万円を下回る働く

貧困層をなくす取組は依然としてまだまだ不

十分です。どんがホールや町立図書館などの

指定管理料は、正当な賃金を支払える金額と

してまだまだ不十分であります。 

   以上、主な問題を指摘し、対案を示して、

この予算案に反対いたします。 

○佐藤委員長 次に、賛成討論、「７番阿部恭平

委員」 

○阿部委員 議第11号令和４年度河北町一般会計

予算案について賛成討論を行います。 

   令和４年度予算は、新庁舎に移ってから初

めての一般会計当初予算であり、第８次河北

町総合計画の２年次目ともなる、まさに輝く

人・町 夢と未来へ挑戦するまちを実現する

ための重要な年度の予算であります。 

   まず、コロナ対策として、引き続き安心で

スムーズなワクチン接種を進めるべく予算が

計上されています。また、福祉施設のほかに、

学童クラブやこども園などの子育て施設に感

染症対策に係るマスク等の費用補助があり、

子供でも感染する人が増えてきている中、保

護者にとっても安心できる支援となっており

ます。 

   経済的な面では、かほくほくほく応援券事

業として、全町民に3,000円の応援券を配布

し、本町で１億円を超える経済効果が期待さ

れます。 

   令和２年７月豪雨を経験し、消防団員の皆

様の必要さと重要さを再認識いたしました。

令和４年度からは消防団員の報酬が増額され、

町としても消防団員の協力がより必要なのだ

という重要さと感謝を感じました。また、谷

地工業団地も大きな被害を受け、同じような

被害を防ぐために谷地工業団地内の水の動き

を分散させる事業も盛り込まれております。 

   近年は、豪雪により苦労することも多くな

り、特に高齢者の方にとっては大きい負担と

なっております。高齢者の方々が雪下ろしを

業者に依頼するとき、町内の業者に依頼する

場合のみ今までは補助金が出ておりましたが、

令和４年度からは町外の業者に依頼しても補
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助を受けられるようになり、雪下ろしをして

もらうまでの時間が短くなり、高齢者の方々

にとって安心安全な生活につながると思われ

ます。 

   子育て支援では、かほく安心子育て応援事

業として、出生時、小学校入学時、中学校入

学時に加えて、高校等学時にも支援金が給付

されることになります。子育て世代にとって

も、子供にとってもうれしい支援金であり、

子供の成長につながることを期待しておりま

す。 

   また、教育という点では、小学校の在り方

検討委員会を立ち上げ、町立小学校の将来を

展望した在り方について検討するとのことで

す。委員25人の任期は２年。小学校での教育

全体として、小学生のためにどうあるべきか

を、どうしていくかを真摯に検討していきた

いと思います。 

   デジタル化が急激に進んでいる近年、本町

も、ホームページシステム更新業務としてホ

ームページを新しくいたします。町民の皆様

が情報を取得しやすくするために、見やすく

分かりやすくするのはもちろんのこと、利便

性向上のために電子申請、つまりネットでも

申請など手続ができるように目指すとのこと

です。これからの時代に合った町民のための

ホームページを期待しております。 

   最後に、わくわくできる明るい前向きな予

算を挙げさせていただきます。 

   初めに、河北町農商工連携推進ネットワー

ク会議です。農業の活性化と農業者の所得向

上、地域産業の活性化に資することも目的と

した会議、団体であり、河北町の農業を中心

に話し合いよりも具体的な成果を追及してい

くとのことで、所属団体、委員もより実務的

な方々で構成されており、イタリア野菜、ナ

ッツ、ワイン用ブドウのほかにも、米や大豆

などの発展に大いに期待するところです。 

   また、新しい道の駅が令和５年４月からス

タートすべく予算が計上されており、河北町

産ワインの醸造販売、河北イタリア野菜を使

ったレストラン、町内産品の販売、コワーキ

ングスペースの導入など、未来のために挑戦

する予算となっております。 

   併せて、その道の駅の近くに、最上川の河

川敷にはアウトドアをする際に便利な洗い場

が整備されます。近年のキャンプなどのアウ

トドアブームにも合っており、若者利用も期

待されることから、道の駅との相乗効果も期

待しております。 

   以上、一般会計、歳入歳出総額105億6,700

万円となり、輝く人・町 夢と未来へ挑戦す

るまちの実現のために、期待、評価するもの

であり、賛成いたします。 

   以上で賛成討論といたします。 

○佐藤委員長 以上で、討論を終結します。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の委員の

起立を求めます。 

   （起立多数） 

   賛成多数です。 

   よって、議第11号令和４年度河北町介一般

会計予算について、原案のとおり決定しまし

た。 

   ここで委員長からお諮りします。 

   本日はこれをもって延会したいと思います。

これに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○佐藤委員長 異議なしと認めます。 

   よって、本日はこれにて延会とします。 

   明日、３月15日は午前９時までご参集願い

ます。 

   お疲れさまでした。 

午後３時５６分  延 会 
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